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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の方向に沿って移動可能な複数の動作部材の前面によって形成される所定の表示対
象が前面側から視認可能とされた作動状態と、前面側から視認不能とされた待機状態とを
切り替え可能に構成された装飾手段を備えた遊技機であって、
　前記複数の動作部材は、前記所定の表示対象を表示する表示部として、前記作動状態に
おいて前記所定の方向に沿って並ぶ前面を有し、当該前面により略平面状の対象表示面を
形成するものであり、
　前記複数の動作部材の前面のうち前記所定の方向に沿った前記対象表示面の両端側部分
を形成する外側の動作部材の前面には、前記対象表示面の中央側に設けられて前記対象表
示面の一部を形成する略平面状の平面部と、前記対象表示面の外側において前面側に突出
する前側突出部とが設けられ、
　前記前側突出部は、前面側視において前記所定の方向に沿った前記対象表示面の両端側
において前記所定の方向に交差する方向側に連続した形状とされ、
　前記外側の動作部材は、
　前記待機状態から前記作動状態へ遷移する場合に前記前面を前方側に向けたままで前記
所定の方向に沿って移動動作し、
　前記外側の動作部材の前面に並ぶ前面を有する内側の動作部材は、当該前面とは逆の裏
面側に設けられて所定の装飾が施された装飾面を有し、前記外側の動作部材に対して回動
可能に連結され、前記外側の動作部材の移動動作に連動して回動動作するものであり、
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　前記作動状態にて前記内側の動作部材の前面が前方側を向き、前記作動状態から前記待
機状態に遷移する場合に前記内側の動作部材が前記外側の動作部材の前方側に重なるよう
に回動し、前記待機状態にて前記内側の動作部材の前面が前記外側の動作部材の前面側を
向き、前記装飾面が遊技者から視認可能に前方側を向くように構成されていることを特徴
とする遊技機。
【請求項２】
　前記遊技機は、パチンコ遊技機又は回胴式遊技機であることを特徴とする請求項１記載
の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スロットマシン等の遊技機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　遊技機の一種として、例えば、スロットマシンにおいては、始動操作が行われることに
より入賞する役の抽選等、各種の抽選が制御装置により行われ、抽選結果に応じた停止図
柄が停止する。そして、この停止図柄に応じた特典が遊技者に付与されるため、遊技者は
高価値の抽選結果を期待して遊技を行うこととなる。始動操作が行われてから図柄が停止
するまでの間には、抽選結果に応じた色でリールの周りが発光したり、液晶表示装置に停
止図柄の内容に対応した絵柄を表示したりして遊技者に抽選結果を期待させる演出が行わ
れる。この演出の一部として静止状態の装飾体を発光させ、または、モータ等により動作
する動作部材によって構成される装飾体を遊技者から視認可能な位置に配置して、この動
作部材の動作を演出に付加することで遊技者を驚かせ、その後の結果に対する期待感を高
揚させる演出が行われている（例えば特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－１７３１６６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、遊技者によって視認可能な位置に配置される動作部材によって大きな文
字や図形等の表示対象を出現させる演出をする場合に、動作部材の高速移動を実現しつつ
表示対象の視認性及び見栄えを良好とすることが難しいという問題点がある。
【０００５】
　本発明は、上記例示した事情等に鑑みてなされたものであり、動作部材の高速移動及び
収容スペースの縮小を可能としつつ、動作部材により視認可能となる表示対象の視認性向
上及び見栄え向上を実現可能な遊技機を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決すべく、請求項１記載の発明は、
　所定の方向に沿って移動可能な複数の動作部材の前面によって形成される所定の表示対
象が前面側から視認可能とされた作動状態と、前面側から視認不能とされた待機状態とを
切り替え可能に構成された装飾手段を備えた遊技機であって、
　前記複数の動作部材は、前記所定の表示対象を表示する表示部として、前記作動状態に
おいて前記所定の方向に沿って並ぶ前面を有し、当該前面により略平面状の対象表示面を
形成するものであり、
　前記複数の動作部材の前面のうち前記所定の方向に沿った前記対象表示面の両端側部分
を形成する外側の動作部材の前面には、前記対象表示面の中央側に設けられて前記対象表
示面の一部を形成する略平面状の平面部と、前記対象表示面の外側において前面側に突出
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する前側突出部とが設けられ、
　前記前側突出部は、前面側視において前記所定の方向に沿った前記対象表示面の両端側
において前記所定の方向に交差する方向側に連続した形状とされ、
　前記外側の動作部材は、
　前記待機状態から前記作動状態へ遷移する場合に前記前面を前方側に向けたままで前記
所定の方向に沿って移動動作し、
　前記外側の動作部材の前面に並ぶ前面を有する内側の動作部材は、当該前面とは逆の裏
面側に設けられて所定の装飾が施された装飾面を有し、前記外側の動作部材に対して回動
可能に連結され、前記外側の動作部材の移動動作に連動して回動動作するものであり、
　前記作動状態にて前記内側の動作部材の前面が前方側を向き、前記作動状態から前記待
機状態に遷移する場合に前記内側の動作部材が前記外側の動作部材の前方側に重なるよう
に回動し、前記待機状態にて前記内側の動作部材の前面が前記外側の動作部材の前面側を
向き、前記装飾面が遊技者から視認可能に前方側を向くように構成されていることを特徴
とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、動作部材の高速移動及び収容スペースの縮小を可能としつつ、動作部
材により視認可能となる表示対象の視認性向上及び見栄え向上を実現することが可能な遊
技機を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】一実施の形態におけるスロットマシンの正面図である。
【図２】前面扉を閉じた状態におけるスロットマシンの斜視図である。
【図３】前面扉を開いた状態におけるスロットマシンの斜視図である。
【図４】前面扉を取り除いた状態における筐体の正面図である。
【図５】上パネル部を透視した状態を示す正面図であり、（ａ）は動作ユニットの作動状
態を示し、（ｂ）は動作ユニットの待機状態を示している。
【図６】前側から見た上側表示ユニットの分解斜視図である。
【図７】後側から見た上側表示ユニットの分解斜視図である。
【図８】前側から見た動作ユニットの斜視図であり、（ａ）は動作ユニットの作動状態を
示し、（ｂ）は動作ユニットの待機状態を示している。
【図９】後側から見た動作ユニットの斜視図であり、（ａ）は動作ユニットの作動状態を
示し、（ｂ）は動作ユニットの待機状態を示している。
【図１０】前側から見た右側扉ユニット及び周辺部品の分解斜視図である。
【図１１】後側から見た右側扉ユニット及び周辺部品の分解斜視図である。
【図１２】右側扉ユニットの駆動状態の説明図である。
【図１３】駆動ユニットの平面図である。
【図１４】案内溝部に案内される右側扉ユニットを模式的に示した説明図である。
【図１５】（ａ）は４つの扉体の前面形状の説明図であり、（ｂ）は４つの扉体及び前側
装飾ユニットを正面側から見た図である。
【図１６】前側から見た右側扉ユニットの分解斜視図である。
【図１７】後側から見た右側扉ユニットの分解斜視図である。
【図１８】右側扉ユニットを水平方向に切断した状態を示した断面図である。
【図１９】動作ユニットによって表示される文字の形状を表した図であり、（ａ）は文字
の全体を示し、（ｂ）は文字の輪郭線を除いて示している。
【図２０】は、動作ユニットに表示される文字と発光基板との相対位置を示した図である
。
【図２１】前側から見た右側装飾体の分解斜視図である。
【図２２】後側から見た右側装飾体の分解斜視図である。
【図２３】（ａ）は右側装飾体の前側部分の構成を示す正面図、（ｂ）は右側装飾体の前
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側部分の構成を示す背面図である。
【図２４】右側装飾体を水平方向に切断して下側部分を断面視した平面図である。
【図２５】は、前側から見た上側表示ユニットの斜視図であり、（ａ）は動作ユニットの
作動状態を示し、（ｂ）は動作ユニットの待機状態を示している。
【図２６】図２５とは別の角度から見た上側表示ユニットの斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、遊技機の一種であるスロットマシンに本発明を適用した場合の一実施の形態を、
図面に基づいて詳細に説明する。図１はスロットマシン１０の正面図であり、図２は前面
扉２１を閉じた状態におけるスロットマシン１０の斜視図であり、図３は前面扉２１を開
いた状態におけるスロットマシン１０の斜視図であり、図４は前面扉２１を取り除いた状
態における筐体１１の正面図である。
【００１０】
　図３に示すように、スロットマシン１０は、筐体１１を備えている。筐体１１は、複数
の板部１２～１６を組合せることによりスロットマシン１０前方に向けて開放された四角
箱状に形成されている。詳細には、底板部１２、背板部１３、左側板部１４、右側板部１
５、及び天板部１６を備えており、隣接する各板部１２～１６が接着等の固定手段によっ
て固定されていることで、筐体１１が形成されている。当該筐体１１は、スロットマシン
１０を遊技ホールに設置する際に、いわゆる島設備に対して釘を打ち付ける等して取り付
けられる。
【００１１】
　筐体１１の前面側には、前面扉２１が取り付けられている。前面扉２１はその左側部を
回動軸として、筐体１１の内部空間を開閉可能とするように筐体１１に支持されている。
詳細には、筐体１１の左側板部１４には筐体側支持部材１７が設けられているとともに、
前面扉２１の左側部には扉側支持部材２２が設けられている。これら各支持部材１７，２
２はともに金属製であり、筐体側支持部材１７には上下一対の支軸部１７ａが一体形成さ
れているとともに、扉側支持部材２２には各支軸部１７ａに１対１で対応させて支持孔部
２２ａが形成されている。各支持孔部２２ａが対応する各支軸部１７ａに挿通されて下側
を支持されることにより、筐体１１に前面扉２１が開閉可能に支持されている。
【００１２】
　なお、扉側支持部材２２に支軸部が形成され、支持孔部が筐体側支持部材１７に形成さ
れる構成としてもよく、この場合、各支軸部が対応する各支持孔部に挿通されて下側を支
持される。
【００１３】
　筐体１１に対して前面扉２１が閉鎖した状態では、当該前面扉２１の背面が筐体１１の
前面開口部の周縁全体に対して前方から当接することとなる。したがって、前面扉２１が
閉鎖状態である場合には、筐体１１の前面開口部の全体が前面扉２１により覆われた状態
となる。前面扉２１の右側部、すなわち開閉先端側には施錠装置２３が設けられており、
筐体１１の右側板部１５には、図４に示すように、金属製の施錠受け部材１８が設けられ
ている。前面扉２１を閉鎖状態とした場合には施錠装置２３が施錠受け部材１８に対して
施錠状態となり、前面扉２１の開放操作が阻止される。
【００１４】
　筐体１１内には、図３及び図４に示すように、複数の電気機器が搭載されている。具体
的には、筐体１１の底板部１２上には電源装置３１とホッパ装置３２とが左右に並設され
ている。電源装置３１は、遊技ホールの電源に接続され、当該電源から供給される電力に
基づいて、ホッパ装置３２や、後述する各種機器において必要な動作電力を生成して供給
する。また、電源装置３１には、電源投入時や電源遮断時に操作される電源スイッチ、ス
ロットマシン１０の各種状態をリセットするためのリセットボタン、及びメダルの付与率
（例えば内部抽選における当選確率）に変化を与える設定状態を「設定１」（付与率が最
も低い状態）から「設定６」（付与率が最も高い状態）までの６段階に変更するために操
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作される設定キー挿入孔が設けられている。ホッパ装置３２は、上方に開放された空間内
にメダルを貯留する貯留タンク３２ａと、当該貯留タンク３２ａに貯留されたメダルを払
い出す払出装置３２ｂとを備えており、スロットマシン１０に投入されたメダルの貯留が
行われるとともに遊技の結果に応じた遊技者へのメダルの払い出しが実行される。
【００１５】
　筐体１１内において、電源装置３１及びホッパ装置３２の上方にはリールユニット１０
１が設けられている。リールユニット１０１は、複数の周回体として、円筒状に形成され
た左リール１０２Ｌ、中リール１０２Ｍ、及び右リール１０２Ｒを備えている。各リール
１０２Ｌ～１０２Ｒは、その中心軸線が当該リール１０２Ｌ～１０２Ｒの回転軸線となる
ように回転可能に支持されている。各リール１０２Ｌ～１０２Ｒの回転軸線は略水平方向
に延びる同一軸線上に配設されている。これら各リール１０２Ｌ～１０２Ｒは、それぞれ
がステッピングモータよりなるリール用駆動モータに連結されており、各リール用駆動モ
ータの駆動により各リール１０２Ｌ～１０２Ｒが個別に、即ちそれぞれ独立して回転駆動
し得る構成となっている。
【００１６】
　各リール１０２Ｌ～１０２Ｒの外周面には、図３に示すように、帯状のベルト１０３Ｌ
，１０３Ｍ，１０３Ｒが巻かれている。帯状のベルト１０３Ｌ～１０３Ｒの周面には、そ
れぞれ複数種の図柄が付されており（例えば２１個ずつ）、各リール用駆動モータが駆動
状態となり各リール１０２Ｌ～１０２Ｒが回転することにより、各図柄の位置が連続的に
変化することとなる。
【００１７】
　これら各リール１０２Ｌ～１０２Ｒに付された図柄は、図１に示すように、前面扉２１
の上半部に設けられた透明樹脂製の窓パネル部１３１を通じてスロットマシン１０前方か
ら視認可能となっている。この場合、前面扉２１の背面部において窓パネル部１３１と重
なる領域には、図３に示すように、下側部分に横長矩形状の表示窓部２７を形成し、その
上下左右を囲うように表示ユニット１１１が搭載されており、リールユニット１０１にお
いてスロットマシン１０前方から視認可能な範囲が図１の下側の破線で囲む表示窓部２７
の範囲内に制限されている。つまり、窓パネル部１３１と表示ユニット１１１とを利用し
て表示窓部２７が区画形成されている。この表示窓部２７が形成された範囲は、全体を視
認可能な図柄の数が各リール１０２Ｌ～１０２Ｒについて縦方向に３個ずつとなるように
設定されている。各リール１０２Ｌ～１０２Ｒが正回転した場合には、表示窓部２７を通
じて図柄が上から下へ向かって移動しているかのように映し出される。また、各リール１
０２Ｌ～１０２Ｒがすべて停止している状態では、縦方向に３個と横方向に３個の合計９
個の図柄が遊技者に視認可能な状態となる。
【００１８】
　表示窓部２７から視認可能な９個の図柄が配置される範囲には、図１に示すように、所
定数の組合せラインＬ１～Ｌ５が設定されている。具体的には、横方向へ平行に３本、斜
め方向へたすき掛けに２本、合計５本の組合せラインＬ１～Ｌ５が設定されている。これ
ら組合せラインＬ１～Ｌ５は、メダル及び仮想メダルの賭け数に応じた数だけ有効化され
、有効化された組合せライン上に内部抽選にて当選となった役に対応した図柄の組合せが
停止表示されることにより、遊技者に特典が付与される。この組合せラインの数は６以上
としてもよく、５未満としてもよく、遊技の状態などの所定条件に応じて最大組合せライ
ン数を変更するようにしてもよい。
【００１９】
　各リール１０２Ｌ～１０２Ｒには、小役図柄と、再遊技図柄と、特別図柄とが付されて
いる。小役図柄としては、例えば「スイカ」図柄と、「ベル」図柄と、「チェリー」図柄
とが存在しており、いずれかの有効ライン上に「スイカ」図柄が左・中・右と揃った場合
には１５枚のメダルが払い出され、いずれかの有効ライン上に「ベル」図柄が左・中・右
と揃った場合には８枚のメダルが払い出され、左リール１０２Ｌ上の「チェリー」図柄が
有効ライン上に停止した場合には２枚のメダルが払い出される。また、いずれかの有効ラ
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イン上に再遊技図柄が左・中・右と揃った場合にはメダル払出は行われないが、新たな賭
け操作を要することなく新たな遊技を開始させることが可能となる。
【００２０】
　特別図柄としては、例えば「７」図柄と「ＢＡＲ」図柄とが存在しており、いずれかの
有効ライン上に「７」図柄が左・中・右と揃った場合には第１特別遊技状態としてビッグ
ボーナス状態に移行し、いずれかの有効ライン上に「ＢＡＲ」図柄が左・中・右と揃った
場合には第２特別遊技状態としてレギュラーボーナス状態に移行する。ビッグボーナス状
態及びレギュラーボーナス状態は、通常遊技状態よりも各遊技回におけるメダル及び仮想
メダルの払出率が向上する状態であり、具体的には内部抽選で当選となった場合には各リ
ール１０２Ｌ～１０２Ｒの停止タイミングに関係なくいずれかの有効ラインＬ１～Ｌ５上
に停止表示される「ベル」役の入賞が通常遊技状態よりも高頻度で発生する状態である。
そして、ビッグボーナス状態は、当該状態において遊技者に払い出されたメダル及び仮想
メダルの総数が第１所定数（例えば３５０枚）以上となった場合に終了される状態であり
、レギュラーボーナス状態は、当該状態において遊技者に払い出されたメダル及び仮想メ
ダルの総数が第１所定数よりも少ない第２所定数（例えば１５０枚）以上となった場合に
終了される状態である。
【００２１】
　窓パネル部１３１における表示窓部２７より上側は、図１に示すように、表示ユニット
１１１に設けられた表示装置１１２の表示面１１２ａをスロットマシン１０前方から視認
可能とする領域となっている。つまり、窓パネル部１３１は、表示面１１２ａを視認可能
とする上パネル部１３１ａと、各リール１０２Ｌ～１０２Ｒの図柄を視認可能とする下パ
ネル部１３１ｂとを有している。また、窓パネル部１３１は、図１に示すように、これら
上パネル部１３１ａと下パネル部１３１ｂとを上下に区画するように区画部１３４が設け
られている。
【００２２】
　前面扉２１において窓パネル部１３１の周囲には、演出用発光部１３３と、報知用発光
部１３２とが設けられている。演出用発光部１３３では遊技の状況に応じた光の演出が行
われ、報知用発光部１３２では異常の発生に際してそれに応じた発光制御が行われる。
【００２３】
　前面扉２１において窓パネル部１３１の下方領域は、図２に示すように、当該窓パネル
部１３１よりもスロットマシン１０前方に膨出させて操作領域２４が形成されており、当
該操作領域２４には各種操作部が設けられている。具体的には、操作領域２４前面の左側
には、図１に示すように、各リール１０２Ｌ～１０２Ｒの回転を開始させるために操作さ
れるスタートレバー１５１が設けられている。メダル及び仮想メダルの少なくとも一方が
賭けられている状況でスタートレバー１５１が操作されることにより、各リール１０２Ｌ
～１０２Ｒが一斉に回転を開始する。
【００２４】
　スタートレバー１５１の右側には、図２に示すように、回転している各リール１０２Ｌ
～１０２Ｒを個別に停止させるために操作されるストップボタン１５３Ｌ，１５３Ｍ，１
５３Ｒが設けられている。各ストップボタン１５３Ｌ～１５３Ｒは正面視において停止対
象となるリール１０２Ｌ～１０２Ｒの直下にそれぞれ配置されている。各ストップボタン
１５３Ｌ～１５３Ｒは、左リール１０２Ｌが回転を開始してから所定時間が経過すると停
止操作が有効化される。
【００２５】
　操作領域２４上面の右側には、図２に示すように、メダルを投入するためのメダル投入
口１５５ａが形成された投入用部材１５５が設けられている。前面扉２１の背面部には、
図３に示すようにセレクタ１１３が設けられており、メダル投入口１５５ａに投入された
メダルは当該セレクタ１１３によって、投入可能時であればホッパ装置３２へ導かれ、投
入不可時であれば前面扉２１の前面下部に設けられたメダル排出口２５ａからメダル受け
皿２５へと導かれる。
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【００２６】
　操作領域２４上面の左側には、クレジットされた仮想メダルを投入するために操作され
るクレジット投入ボタン１５２が設けられている。クレジット投入ボタン１５２が操作さ
れることにより、クレジットされた仮想メダルの数及び最大賭け数の範囲で仮想メダルが
投入される。
【００２７】
　操作領域２４前面においてスタートレバー１５１の下方には、精算ボタン１５６が設け
られている。精算ボタン１５６が操作されることにより、ホッパ装置３２が駆動制御され
て、クレジットされている仮想メダルが実際のメダルとしてメダル受け皿２５に払い出さ
れる。当該メダル受け皿２５は、前面扉２１の下端においてスロットマシン１０前方に突
出させて形成されており、上方に開放されたメダルの貯留領域を有している。
【００２８】
　操作領域２４とメダル受け皿２５とは縦方向に離間されており、これらの間には装飾パ
ネル部２６が設けられている。装飾パネル部２６には、スロットマシン１０の機種に対応
したキャラクタや模様などの装飾が付されている。
【００２９】
　操作領域２４の左右両側とメダル排出口２５ａの左右両側には、図１に示すように、遊
技者に遊技状態等を音声により報知するスピーカが内蔵された左右一対の音声出力部１５
７が上下に離間して設けられ、合計４箇所から音声が出力可能とされている。
【００３０】
　操作領域２４の上面においてメダル投入口１５５ａの左方には、表示装置１１２におけ
る演出の内容を切り替えるべく操作される操作用ボタン１５４が設けられている。当該操
作用ボタン１５４の操作による演出内容の切り替え態様としては、１ゲームの途中で所定
の表示演出が表示装置１１２にて実行された場合に、操作用ボタン１５４の操作に伴い表
示装置１１２における表示演出が特定の演出に進行する態様や所定の画像が表示される態
様が挙げられる。また、他の態様としては、１ゲームの表示演出として、選択される演出
内容が相違する複数のモードが存在している状況下において、操作用ボタン１５４の操作
に伴いモードが切り替えられる態様が挙げられる。また、操作用ボタン１５４の操作が演
出として実行されるのではなく、例えば操作用ボタン１５４の操作に伴い表示装置１１２
にて本スロットマシン１０の遊技内容の説明がなされる構成や、本スロットマシン１０の
遊技履歴の内容が表示される構成が挙げられる。
【００３１】
　上記構成のスロットマシン１０の遊技の流れについて簡単に説明する。
【００３２】
　まずメダル投入口１５５ａへのメダルの投入操作及びクレジット投入ボタン１５２の押
圧操作の少なくとも一方に基づいて、メダル及び仮想メダルの少なくとも一方が投入され
る。この場合、１枚のメダル又は１枚の仮想メダルが投入された場合には、中央ラインＬ
１が有効ラインに設定され、メダル及び仮想メダルの投入総数が２枚となった場合には、
中央ラインＬ１、上ラインＬ２及び下ラインＬ３が有効ラインに設定され、メダル及び仮
想メダルの投入総数が３枚となった場合には、中央ラインＬ１、上ラインＬ２、下ライン
Ｌ３及び一対の斜めラインＬ４，Ｌ５が有効ラインに設定される。
【００３３】
　なお、メダル及び仮想メダルの投入総数が既に３枚となっている状況でさらにメダル投
入口１５５ａへのメダルの投入が行われると、その投入されたメダルは仮想メダルとして
クレジットされる。
【００３４】
　メダル及び仮想メダルの投入総数が所定数（例えば３枚）である状況でスタートレバー
１５１が押下げ操作されることにより、内部抽選が実行されるとともに各リール１０２Ｌ
～１０２Ｒの回転が開始される。その後に、各ストップボタン１５３Ｌ～１５３Ｒが順次
、押圧操作されることにより、それぞれ対応するリール１０２Ｌ～１０２Ｒの回転が順次
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停止される。この場合に、内部抽選において当選となっている役に対応した図柄に対して
有効ライン上への引き込み制御が実行される。具体的には、所定のストップボタンが押圧
操作されたタイミングでは、対象となるリールについて当選役に対応した図柄が有効ライ
ン上に存在していない場合であっても、当該図柄が有効ラインに対して上流側に存在する
所定個数（例えば４個）の図柄の中に含まれているのであれば、有効ライン上に引き込ん
で停止させる構成となっている。当該構成において、「ベル」図柄や再遊技図柄について
は各リール１０２Ｌ～１０２Ｒにおける配置間隔が、上記引き込み制御の範囲内となるよ
うに設定されているのに対して、「スイカ」図柄、「チェリー」図柄、「７」図柄及び「
ＢＡＲ」図柄については各リール１０２Ｌ～１０２Ｒにおける配置間隔が、上記引き込み
制御の範囲外となり得るように設定されている。
【００３５】
　全リール１０２Ｌ～１０２Ｒが停止した場合には、いずれかの有効ラインＬ１～Ｌ５上
に、内部抽選において当選となった役の入賞が成立しているか否かの入賞判定が行われ、
入賞が成立していると判定された場合には、その入賞に対応した特典が遊技者に付与され
る。例えば、所定の小役の入賞が成立している場合には、その小役に対応した数のメダル
が遊技者に払い出されるように制御される。この場合、クレジットされた仮想メダルの数
が最大数（例えば５０枚）未満である場合には、当該最大数の範囲内において仮想メダル
としてクレジットされる。一方、最大数に達している場合には、ホッパ装置３２が駆動制
御されて、実際のメダルとして遊技者に払い出される。また、再遊技の入賞が成立してい
る場合には、再遊技が遊技者に付与されるように制御され、ビッグボーナスの入賞が成立
している場合には遊技状態がビッグボーナス状態に移行するように制御され、レギュラー
ボーナスの入賞が成立している場合には遊技状態がレギュラーボーナス状態に移行するよ
うに制御される。
【００３６】
　上記内部抽選及び各種制御は、主制御装置４１により実行される。主制御装置４１は、
図４に示すように、筐体１１内においてリールユニット１０１の上方に設けられている。
主制御装置４１は、上記内部抽選及び各種制御を実行するためのＣＰＵ４３、ＲＯＭ４４
及びＲＡＭ４５が一方の板面に搭載された主制御基板４２と、当該主制御基板４２を収容
する基板ボックス４６と、を備えている。基板ボックス４６は一対のケース体４７（一方
のケース体については図示略）を備えており、主制御基板４２を板厚の方向に挟むように
してこれら一対のケース体４７が組み合わされていることにより、主制御基板４２が基板
ボックス４６内に収容されている。各ケース体４７は、基板ボックス４６の外部からこれ
らケース体４７を通じて主制御基板４２を目視確認できるように透明（又は無色透明）な
樹脂により形成されている。また、各ケース体４７の縁部には、これらケース体４７を結
合させる結合構造４８が複数設けられており、これら結合構造４８は結合の解除に際して
一部の破壊を要する構成となっている。したがって、基板ボックス４６の内部空間が不正
に開放された場合には、結合構造４８に破壊箇所が残存することにより、当該不正開放の
痕跡が残ることとなる。
【００３７】
　なお、基板ボックス４６に開放の痕跡を残すための構成としては、引き剥がしに際して
粘着層が接着対象に残ることで剥がされたことの痕跡を残す封印シールを複数のケース体
間の境界を跨ぐようにして貼り付ける構成や、基板ボックスを構成する複数のケース体間
の境界に接着剤を塗布する構成としても良いし、これら構成と上記結合構造４８とを組み
合わせても良い。
【００３８】
　主制御装置４１は、筐体１１の背板部１３に固定されている。具体的には、主制御装置
４１は、略長方形状をなす主制御基板４２の形状に対応させて、略長方形状をなす表面及
び裏面を有し且つ略直方体状に形成されている。また、基板ボックス４６において当該表
面を生じさせる壁部は、主制御基板４２においてＣＰＵ４３、ＲＯＭ４４及びＲＡＭ４５
が搭載された素子搭載面と対向している。
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【００３９】
　主制御装置４１は、支持ユニット５１を介して背板部１３に固定されている。支持ユニ
ット５１は、図示による詳細な説明は省略するが、背板部１３に固定された支持台座５２
と、当該支持台座５２に対して下端部を回動軸として前後に回動可能に支持された支持部
材５３と、を備えている。支持台座５２には、左右一対の支持フック５４が一体形成され
ており、支持部材５３を支持台座５２に前方から重ねた状態では当該支持部材５３が支持
台座５２に固定され、当該支持部材５３の前方への変位が規制される。支持フック５４に
より固定された状態の解除操作は、前面扉２１を開放状態とした場合に筐体１１の前面開
口部側から当該支持フック５４を弾性変形させることにより行うことが可能であり、この
解除操作に際しては部材の破壊を要しない。
【００４０】
　主制御装置４１は、その下側領域が支持部材５３に対して上側から挿入され、支持部材
５３に固定されている。当該固定は、その解除に際して所定の部材の破壊を要し、固定解
除の痕跡が残る構成となっているが、ネジなどを利用することにより、固定の解除に際し
て破壊を要しない構成としてもよい。支持部材５３に主制御装置４１が固定された構成に
おいて、基板ボックス４６の表面部であって主制御基板４２の素子搭載面と対向する領域
は支持部材５３により覆われていない。したがって、主制御装置４１が支持部材５３に固
定された状態であっても、基板ボックス４６の外部からの素子搭載面の視認性は確保され
ている。主制御装置４１が一体化された支持部材５３が支持台座５２に重ね合わせられ、
主制御装置４１が初期位置に配置されている状態では、主制御装置４１の裏面は筐体１１
の背板部１３に対向することとなり、主制御装置４１は起立した状態となる。
【００４１】
　上記のように主制御装置４１が背板部１３に固定されていることにより、主制御装置４
１が筐体１１の前面開口部から遠い位置に存在することとなり、当該前面開口部から不正
用治具を挿入して主制御装置４１に不正を施そうとしてもそれが行いづらくなる。また、
主制御基板４２の素子搭載面がスロットマシン１０前方を向くことにより、前面扉２１を
開放状態とすれば素子搭載面を容易に目視確認することが可能となり、不正有無の確認の
容易化が図られる。
【００４２】
　一方、主制御装置４１が一体化された支持部材５３が支持台座５２から離間されるよう
に前方に回動された場合には、主制御装置４１の上端を筐体１１の前面開口部側に引き出
すことが可能となる。この状態では、主制御装置４１の上端の位置が、各リール１０２Ｌ
～１０２Ｒの前後方向の中心よりも前方であって筐体１１の前面開口部よりも後方の位置
となるように、当該主制御装置４１を前方に引き出すことが可能となる。これにより、主
制御装置４１をより近い位置にて目視確認することが可能となる。
【００４３】
　（上側表示ユニット２００）
　次に、上側表示ユニット２００の全体的な構成について、図５から図７を主に参照して
説明し、その後に各部の詳細について個別に説明する。図５は、上パネル部１３１ａを透
視して上側表示ユニット２００を示した正面図であり、図５（ａ）は動作ユニット２２１
の作動状態を示し、図５（ｂ）は動作ユニット２２１の待機状態を示している。図６は、
前側から見た上側表示ユニット２００の分解斜視図、図７は、後側から見た上側表示ユニ
ット２００の分解斜視図である。
【００４４】
　上側表示ユニット２００は、図３に示すように、表示窓部２７の上側に設けられ、表示
窓部２７の左右両側および下側部分を形成する部材と共に表示ユニット１１１の一部を構
成する部材である。上側表示ユニット２００は、表示装置１１２の前側に設けられ、その
背面側に表示装置１１２と、表示装置１１２の表示内容を制御する表示制御装置１１４と
が重なるようにして取り付けられている。図１に示すように、上パネル部１３１ａの中央
部分には、表示装置１１２の表示面１１２ａが正面側から視認可能に配置され、その表示
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面１１２ａの前側に上側表示ユニット２００が遊技者から視認可能に設けられて表示装置
１１２の表示面１１２ａで行われる平面的な演出に対して、その前側に立体的な動作部材
による演出を付加している。
【００４５】
　上側表示ユニット２００は、図５（ａ）に示すように、「覇王」の文字が前面側から視
認可能な作動状態と、図５（ｂ）に示すように、その文字が視認不能とされた待機状態と
を切り替え可能に構成されている。待機状態においては、上パネル部１３１ａの中央部に
横長矩形状の表示用開口部２１１が形成され、この表示用開口部２１１を通じて表示装置
１１２の表示面１１２ａが遊技者から視認可能とされる。表示装置１１２の表示面１１２
ａと、その前面側を覆う上パネル部１３１ａとは、前後方向に離間して配置され、それら
の間に形成される空間部（以下、装飾空間と称す。）に上側表示ユニット２００が設けら
れ、その装飾空間において複数の動作部材が移動可能に配置されている。
【００４６】
　「覇王」の文字は、左右方向に沿って移動可能な４つの動作部材としての扉体３０１Ｌ
，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒの前面によって形成され、左側の２つの扉体３０１Ｌ，
３０２Ｌによって「覇」の文字が形成され、右側の２つの扉体３０１Ｒ，３０２Ｒによっ
て「王」の文字が形成されている。上側表示ユニット２００は、図６及び図７に示すよう
に、４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒを動作可能とする動作ユニット
２２１と、動作ユニット２２１の後側に設けられて動作ユニット２２１が取付固定される
取付ベース２２２と、動作ユニット２２１の前側に設けられて上側表示ユニット２００の
位置する装飾空間の外周部分を装飾する前側装飾ユニット２２３とを有している。
【００４７】
　取付ベース２２２は、前側が開放された横長箱状の合成樹脂製部材であり、この取付ベ
ース２２２の開放空間に動作ユニット２２１を構成する複数の部材が前側より取り付けら
れて取付ベース２２２と動作ユニット２２１とが一体化される。取付ベース２２２に対し
ては、動作ユニット２２１が取り付けられた後に、その前側より前側装飾ユニット２２３
が取り付けられ、取付ベース２２２により上側表示ユニット２００が一体化されている。
取付ベース２２２の外周部分には、外方に突出し、前後に貫通する取付孔が設けられたベ
ース取付部２２２Ａが設けられ、このベース取付部２２２Ａにネジが挿通されて前面扉２
１に上側表示ユニット２００が固定される。
【００４８】
　次に、動作ユニット２２１について、動作に関する説明をした後に、「覇王」の文字表
示に関する説明をし、その後に前側装飾ユニット２２３について説明する。
【００４９】
　（動作ユニット２２１）
　動作ユニット２２１について、図８及び図９を参照して説明する。図８は、前側から見
た動作ユニット２２１の斜視図であり、図９は、後側から見た動作ユニット２２１の斜視
図である。また、図８（ａ）及び図９（ａ）は、動作ユニット２２１の作動状態を示し、
図８（ｂ）及び図９（ｂ）は、動作ユニット２２１の待機状態を示している。なお、図８
（ｂ）及び図９（ｂ）においては、レール部材２２６と、装飾板２２８を省略して示して
いる。
【００５０】
　動作ユニット２２１は、４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒを動作可
能とする装置である。動作ユニット２２１には、図８及び図９に示すように、４つの扉体
３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒのうち、左側の２つの扉体３０１Ｌ，３０２Ｌ
と右側の２つの扉体３０１Ｒ，３０２Ｒとが、左右方向に分離可能とされ、左右のそれぞ
れの扉体が２枚一組となって左右方向に沿って移動可能に構成されている。以下において
は、４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒについて、正面視左側から、左
側の外側扉体３０１Ｌ、左側の内側扉体３０２Ｌ、右側の内側扉体３０２Ｒ、右側の外側
扉体３０１Ｒと称し、左側の２つの扉体３０１Ｌ，３０２Ｌがヒンジ部材３０３Ｕ，３０
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３Ｌにより一体化された状態を左側扉ユニット２２４Ｌと称し、右側の２つの扉体３０１
Ｒ，３０２Ｒがヒンジ部材３０３Ｕ，３０３Ｌにより一体化された状態を右側扉ユニット
２２４Ｒと称す。
【００５１】
　動作ユニット２２１は、図８及び図９に示すように、左右方向における中心を基準とし
て、概略左右対称の形状とされ、左右の扉ユニット２２４Ｌ，２２４Ｒが左右対称に動作
可能に構成されている。動作ユニット２２１における左右部分は、左右の扉ユニット２２
４Ｌ，２２４Ｒにおける文字の相違に対応した構成等、一部の構成のみが異なっている。
このため、左側扉ユニット２２４Ｌと、右側扉ユニット２２４Ｒも左右方向における中心
を基準として、概略左右対称の形状とされている。
【００５２】
　４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒは、作動状態において前後方向に
厚みを有する縦長略矩形状の板状の本体部を主体に形成されている。詳細には、作動状態
において「覇王」の文字を形成する左右方向に延びる横長略矩形状の一枚板を縦方向に沿
った切断線で４つに分断し、縦長の４つの帯板状とした各部位を主体として４つの扉体３
０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒが形成されている。
【００５３】
　４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒは、図５（ａ）及び図５（ｂ）に
示すように、作動状態において表示装置１１２の表示面１１２ａを覆い隠すことが可能な
上下長さ及び左右幅を有する大きさに設定され、具体的には、４つの扉体３０１Ｌ，３０
１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒにおいて「覇王」の文字が前面に形成された本体部は、表示用
開口部２１１の上下幅より僅かに小さく、それら本体部分が左右に並んだ状態で表示用開
口部２１１の左右幅より広幅に設定されている。
【００５４】
　２つの内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒは、図８（ａ）に示すように、作動状態において、
それらの左右方向における両外側に位置する２つの外側扉体３０１Ｌ，３０１Ｒに対して
中央側に連続して配置される。そして、作動状態においては、４つの扉体３０１Ｌ，３０
１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒにおいて「覇王」の文字が形成された前面が左右方向に連続し
、略平面状の文字表示面３３０が形成される。
【００５５】
　文字表示面３３０は、「覇王」の文字部分と、その文字の周辺において平面状に広がる
部分とを含み、この文字部分及び文字周辺部分には、文字及び周辺部を装飾するために前
後方向に起伏した装飾が付されている。この起伏は、前後方向において僅か（例えば、２
ｍｍ以下）に設定されている。この起伏により前後にずれて位置する各面は、文字の文字
線に相当する部分、文字の輪郭部分、文字周辺の装飾部分と分類した場合に、その分類さ
れる部位毎に同一の前後位置に配置され、各部位毎に左右方向に連続する設定とされてい
る。すなわち、４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒの前面の各部が各部
位に対応した同一平面上に位置するように設けられている。このように、４つの扉体３０
１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒの前面が完全に一平面上に位置するものでない場合
であっても、４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒの前面のうち文字を表
示する前面部分が同一平面に沿って広がるようにして設けられる場合、作動状態において
左右方向に文字表示面３３０が平面的に連続し、かかる場合を含めて略平面状の文字表示
面と称す。なお、文字表示面は、本実施形態においては、起伏した面形状により形成した
が、文字部分と文字周辺部分とを同一平面において異なる色に設定して文字表示面を形成
しても良いし、液晶表示装置等といった画像を表示可能な表示装置を左右方向に複数並ん
で配置し、それら表示装置を左右方向に動作可能とする等、他の表示形式により略平面状
の文字表示面を形成しても良い。
【００５６】
　左右の内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒの各々は、それらの両隣で外側に位置する２つの外
側扉体３０１Ｌ，３０１Ｒのそれぞれに対して回動可能に連結されている。この連結は、
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内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒと外側扉体３０１Ｌ，３０１Ｒの前面に対して僅かに前側で
上下方向に沿った軸線（回動軸Ｌ）を中心に回動する設定とされている。内側扉体３０２
Ｌ，３０２Ｒと外側扉体３０１Ｌ，３０１Ｒとにおいて回動軸Ｌの後側にて対向する端面
は、内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒと外側扉体３０１Ｌ，３０１Ｒとの境界を形成し、その
端面同士が隙間無く配置可能とされている。内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒに対しては、外
側扉体３０１Ｌ，３０１Ｒによって連結部分を通じて動力が伝達され、外側扉体３０１Ｌ
，３０１Ｒの左右方向への移動動作に連動して内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒが移動及び回
動動作をする。
【００５７】
　４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒは、図８（ｂ）に示すように、待
機状態においては外側扉体３０１Ｌ，３０１Ｒが左右に離間した両外側に位置し、左右の
外側扉体３０１Ｌ，３０１Ｒの前側に左右の内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒがそれぞれ位置
している。内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒは、作動状態から待機状態へ遷移する際に、外側
扉体３０１Ｌ，３０１Ｒと共に外側へ移動動作しつつ、外側扉体３０１Ｌ，３０１Ｒの前
側に次第に折り畳まれるように回動動作をする。
【００５８】
　動作ユニット２２１において４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒによ
る待機状態と作動状態との切り替えは高速で行われる設定とされ、これらの状態の切り替
えに要する時間として略０．５秒以下、例えば、略０．３秒に設定されている。通常の遊
技中において動作ユニット２２１は基本的に待機状態とされ、遊技者にとって有利な状態
への当選を期待させる演出として、４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒ
が動作する。この動作は、遊技者によるスタートレバー１５１に対する始動操作やストッ
プボタン１５３Ｌ～１５３Ｒに対する停止操作と同時に、又は操作直後のタイミングで遊
技者の操作に同期して行われ、瞬時に「覇王」の文字が表示装置１１２の表示面１１２ａ
の手前側に重なって出現する。この高速移動により、遊技者に対しては、４つの扉体３０
１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒの前面であっても、表面が平面状の一部品で形成さ
れているような一体感のある見栄えの良い装飾として文字を視認させ、４つの扉体３０１
Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒに分割されたものでも、大型の動作部材が搭載された
機種と同等の文字表示を実現している。
【００５９】
　以下においては、必要に応じて、左右の扉ユニット２２４Ｌ，２２４Ｒが作動状態へ遷
移する際に移動する方向（図８等における、右側扉ユニット２２４Ｒにおいては矢印ｙ１
方向，左側扉ユニット２２４Ｌにおいては矢印ｙ１’方向）を進出方向と称し、左右の扉
ユニット２２４Ｌ，２２４Ｒが待機状態へ遷移する際に移動する方向側（右側扉ユニット
２２４Ｒにおける矢印ｙ２方向，左側扉ユニット２２４Ｌにおける矢印ｙ２’方向）を退
避方向と称す。
【００６０】
　次に、動作ユニット２２１による左右の扉ユニット２２４Ｌ，２２４Ｒを動作させる機
構について、右側扉ユニット２２４Ｒの動作機構を参照し、図１０から図１２を参照して
説明する。図１０は、前側から見た右側扉ユニット２２４Ｒ及び周辺部品の分解斜視図で
あり、図１１は、後側から見た右側扉ユニット２２４Ｒ及び周辺部品の分解斜視図である
。図１２は、右側扉ユニット２２４Ｒの駆動状態の説明図である。なお、左側扉ユニット
２２４Ｌの動作機構と、右側扉ユニット２２４Ｒの動作機構とは、左右対称でほぼ同一の
構成であるため、左側扉ユニット２２４Ｌの説明は、右側扉ユニット２２４Ｒと共通する
部分については省略し、異なる部分のみを説明する。
【００６１】
　動作ユニット２２１には、図１０等に示すように、外側扉体３０１Ｒと内側扉体３０２
Ｒとがヒンジ部材３０３Ｕ，３０３Ｌによって回動可能に連結されて構成された右側扉ユ
ニット２２４Ｒと、外側扉体３０１Ｒを左右にスライド可能に支持するガイド軸２２５及
びレール部材２２６と、外側扉体３０１Ｒに左右方向への動力を伝達する駆動ユニット２
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２７と、作動状態における外側扉体３０１Ｒの外側部分を装飾する装飾板２２８とが設け
られている。
【００６２】
　外側扉体３０１Ｒは、前後方向に厚みを有する縦長略矩形で板状の本体部３１１を有し
、その本体部３１１の前面に「王」の文字の右側部分が形成されている。内側扉体３０２
Ｒの前面には、外側扉体３０１Ｒの前面と共に「王」の文字を形成する残り部分が設けら
れ、作動状態においては、右側扉ユニット２２４Ｒの内側扉体３０２Ｒと外側扉体３０１
Ｒとによる連続した前面によって「王」の文字が略平面状に形成可能となっている。
【００６３】
　本体部３１１の下側端縁には、本体部３１１より細幅で前側に突出する外扉接続部３１
２が設けられ、その外扉接続部３１２の前側端縁より下方に延出して外側扉体３０１Ｒを
スライド移動に支持するための外扉支持部３１３が設けられている。外扉支持部３１３は
、左右方向に連続する略円筒形状に対して前側部分を開口させた横長溝状に形成されると
共に、左右の両端側にて前側を覆う板状部が設けられることで左右方向に連通した貫通穴
が形成されている。
【００６４】
　ガイド軸２２５は、断面円形の金属製部材であり、取付ベース２２２の下側端部に設け
られる軸取付部２２２Ｂ（図６参照）に固定される。軸取付部２２２Ｂは、左右の動作ユ
ニット２２１Ｌ，２２１Ｒのそれぞれに設けられる２つのガイド軸２２５の両端部を固定
可能なように各位置に対応して前側が開口したコ字状に形成される。軸取付部２２２Ｂに
ガイド軸２２５が嵌め込まれた状態で前側に前側装飾ユニット２２３が取り付けられると
、ガイド軸２２５は、前側への移動が制限されて取付ベース２２２に固定される。ガイド
軸２２５には、外扉支持部３１３により形成される貫通穴が挿通され、外側扉体３０１Ｒ
の下側部分がガイド軸２２５を介して取付ベース２２２にスライド移動可能に支持される
。
【００６５】
　外側扉体３０１Ｒの本体部３１１の上面には、上方に突出する外扉上面凸部３１４が左
右方向に離間して複数（本実施形態では２つ）設けられている。この外扉上面凸部３１４
に対応して、本体部３１１の上側にはレール部材２２６が設けられる。
【００６６】
　レール部材２２６は、横長の合成樹脂製部材であり、下側に開口した断面コ字状で左右
方向に連続したレール溝２２６Ａ（図１２参照）と、上面より上方に突出し、更に側方に
連続した鉤状のフック部２２６Ｂとを有している。フック部２２６Ｂが取付ベース２２２
の上面部分に下側から引っ掛けられ、更にレール部材２２６がネジ止めされることにより
、レール部材２２６が取付ベース２２２に固定される。
【００６７】
　レール部材２２６は、図１２に示すように、外側扉体３０１Ｒの外扉上面凸部３１４が
レール溝２２６Ａに下側から入り込む高さ位置に設けられている。このため、外側扉体３
０１Ｒの上側部分の前後の移動が制限され、ガイド軸２２５を中心とした外側扉体３０１
Ｒの前後方向の移動が制限される。このようにして、外側扉体３０１Ｒが取付ベース２２
２に一体化され、左右方向にスライド移動可能に支持されている。
【００６８】
　駆動ユニット２２７は、図１０等に示すように、横長で合成樹脂製の駆動ベース２３１
と、駆動ベース２３１に取り付けられて外側扉体３０１Ｒの動力を出力するモータ２３２
とを備えている。駆動ユニット２２７の前側の大部分は、前後及び左右方向に長い薄板状
に形成され、右側扉ユニット２２４Ｒに対して下側にて対向しつつ近接して配置されてい
る。
【００６９】
　駆動ベース２３１には、上下に厚みを有して下側が開口した箱状の本体部２３１Ａと、
本体部２３１Ａの右側後部にて後側に円弧状に膨出したモータ取付部２３１Ｂとが設けら
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れている。駆動ベース２３１の上面は、遊技者から視認可能な位置に配置され、前側装飾
ユニット２２３の一部（後述する内側傾斜部３３２Ａ）と同一色に設定されると共に上面
の一部に装飾用の柄が付されている。
【００７０】
　モータ２３２は、例えばステッピングモータにより構成され、モータ取付部２３１Ｂの
上面側より取り付けられ、モータ取付部２３１Ｂに設けられる出力軸用の貫通穴（図示せ
ず）を通じてモータ２３２の出力軸がモータ取付部２３１Ｂの下側に貫通する。モータ２
３２の本体部分は、駆動ベース２３１の上面より上方に突出し、待機状態における右側扉
ユニット２２４Ｒの後側に配置されている。
【００７１】
　モータ２３２の前側には、装飾板２２８が配置されている。装飾板２２８は、前後に厚
みを有する薄板で縦長略矩形状の合成樹脂製部材であり、外側扉体３０１Ｒの本体部３１
１と略同一の上下長さに設定されている。装飾板２２８における左右の両端部には、同一
の外向きに設けられる突起部２２８Ａ及びフック部２２８Ｂが設けられ、装飾板２２８は
、取付ベース２２２に開口中央側から外側へ向けて嵌め込み固定される。
【００７２】
　装飾板２２８の前面には、右側扉ユニット２２４Ｒの一部（後述する外側傾斜部３３２
Ｂ）と同一色にて左右方向に連続する突条が上下方向に多数並べて形成され、装飾が付さ
れている。動作ユニット２２１の作動状態においては、右側扉ユニット２２４Ｒの外側（
右側）に装飾板２２８の装飾部分が位置し、右側扉ユニット２２４Ｒの見栄えを良いもの
としている。
【００７３】
　駆動ベース２３１の下側には、図１２に示すように、モータ２３２の出力軸に固定され
る円盤状の出力ギヤ２３３と、出力ギヤ２３３に連動する円盤状の２つの連動ギヤ２３４
，２３５とが上下方向を回動中心として回動可能に設けられている。２つの連動ギヤ２３
４，２３５は、駆動ベース２３１の下面にネジにより取り付けられ、モータ２３２の出力
軸に固定される出力ギヤ２３３に対して、連動ギヤ２３４，２３５が前側であって右側扉
ユニット２２４Ｒの進出方向側（矢印ｙ１方向側）に連なって配置されている。
【００７４】
　外側扉体３０１Ｒにおける外扉支持部３１３の上側には、図１２に示すように、左右方
向に連続する歯形面で構成されたラック形状の動力伝達部３１５が設けられ、この動力伝
達部３１５に対して駆動ユニット２２７の連動ギヤ２３５が噛み合い可能な位置に配置さ
れている。モータ２３２が制御されて、モータ２３２の出力軸が回動すると、出力ギヤ２
３３及び連動ギヤ２３４，２３５の回動を通じて動力伝達部３１５に対して動力が伝達さ
れる。モータ２３２の出力軸の回動方向に対応して動力伝達部３１５は、左右方向に移動
することとなり、モータ２３２の回動方向及び回動量の制御によって外側扉体３０１Ｒの
スライド動作が制御される。
【００７５】
　ガイド軸２２５において外側扉体３０１Ｒの退避方向側（矢印ｙ２方向側）の端部の後
側には、図１２に示すように、非接触式のフォトセンサ２３６が設けられている。フォト
センサ２３６は、駆動ベース２３１に下側よりネジで固定されている。外側扉体３０１Ｒ
には、外扉支持部３１３の後側に上下方向に厚みを有する板状の被検知部３１６が設けら
れ、この被検知部３１６がフォトセンサ２３６の検知部内に位置して存否が検知されるこ
とで、外側扉体３０１Ｒの初期位置が、外側扉体３０１Ｒの移動を制御する制御装置（本
実施形態においては表示制御装置１１４）により認識可能とされている。駆動ユニット２
２７に設けられるモータ２３２及びフォトセンサ２３６は、表示制御装置１１４に電気的
に接続され、表示制御装置１１４によりモータ２３２の回動方向及び回動量が制御されて
外側扉体３０１Ｒのスライド動作が制御される。
【００７６】
　内側扉体３０２Ｒは、前後方向に厚みを有する縦長略矩形の部材であり、外側扉体３０
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１Ｒの本体部３１１と略同一の上下長さに設定されている。外側扉体３０１Ｒにおいて内
側扉体３０２Ｒが位置する左側の上端部には、金属製のヒンジ部材３０３Ｕがネジ止め固
定され、その上端部に対面する板面部から下方に突出する軸部が、対応する内側扉体３０
２Ｒの軸穴に差し込まれる。同様に、外側扉体３０１Ｒにおける左側の下端部には、上方
に軸部が突出したヒンジ部材３０３Ｌが固定され、対応する内側扉体３０２Ｒの軸穴に差
し込まれる。これにより、ヒンジ部材３０３Ｕ，３０３Ｌは、内側扉体３０２Ｒの右上側
及び右下側の隅部分に連結され、ヒンジ部材３０３Ｕ，３０３Ｌによる連結により外側扉
体３０１Ｒが内側扉体３０２Ｒを回動可能に支持する。
【００７７】
　内側扉体３０２Ｒは、作動状態に達する前から作動状態に達するまで後側に回動し、作
動状態に達すると、内側扉体３０２Ｒにおける前面右側の端面の一部と外側扉体３０１Ｒ
の前面左側の端面の一部とが当接することで内側扉体３０２Ｒの後側への回動が制限され
る。内側扉体３０２Ｒの右側の端面と、外側扉体３０１Ｒの左側の端面とは、上下方向に
延びる平面状に形成され、作動状態となった場合には、それら端面の一部が隙間無く対面
した状態で当接する。これにより、内側扉体３０２Ｒと外側扉体３０１Ｒの前面は左右方
向において隙間無く略平面状に連続することとなる。
【００７８】
　回動軸Ｌの位置は、内外の扉体３０１Ｒ，３０２Ｒの前面より前側に配置されている。
これにより、内側扉体３０２Ｒの前面右端と、外側扉体３０１Ｒの前面左端とを作動状態
において近接させることができ、内外の扉体３０１Ｒ，３０２Ｒの前面を隙間無く左右方
向に略平面状に連続させることができる。
【００７９】
　内側扉体３０２Ｒは、右側扉ユニット２２４Ｒの単体の状態においては、内側扉体３０
２Ｒの前面と外側扉体３０１Ｒの前面とが当接して折り畳まれた状態となるまで外側扉体
３０１Ｒの前側へ回動可能とされている。この内側扉体３０２Ｒの回動動作は、内側扉体
３０２Ｒの下側に設けられる案内突部３２１Ａにより制限される。
【００８０】
　内側扉体３０２Ｒの裏面下側の端縁部分には、図１１に示すように、後側突出部３２１
が設けられている。後側突出部３２１は、内側扉体３０２Ｒの裏面における回動軸Ｌに近
い側の端部より内側扉体３０２Ｒの裏面が向く後側に突出し、回動軸Ｌに対して内側扉体
３０２Ｒの回動軸Ｌに近い側の端面を挟んで後方に位置するように内側扉体３０２Ｒの裏
面に平行に延びて連続している。後側突出部３２１には、その下面における先端側端部に
、回動軸Ｌの後側において回動軸Ｌの方向に沿って下方に円柱状に突出した案内突部３２
１Ａが一体的に設けられている。案内突部３２１Ａに対応して、駆動ユニット２２７にお
ける駆動ベース２３１の上面には、案内溝部２３１Ｃが設けられている。
【００８１】
　駆動ベース２３１の案内溝部２３１Ｃは、右側扉ユニット２２４Ｒの下側に位置してい
る。案内溝部２３１Ｃに対して、案内突部３２１Ａは、上方から入り込み可能な長さに設
定され、案内溝部２３１Ｃに係合可能とされている。案内溝部２３１Ｃは、右側扉ユニッ
ト２２４Ｒの左右方向への移動に際して案内突部３２１Ａに対して回動力を付加するよう
に係合し、内側扉体３０２Ｒの向きを変更する。案内溝部２３１Ｃは、案内突部３２１Ａ
の外形より僅かに大きな幅に設定され、案内溝部２３１Ｃの底面に案内突部３２１Ａが当
接しない深さに設定されている。なお、案内溝部２３１Ｃの底面は、作動状態における案
内突部３２１Ａの位置する部分を部分的に高く形成し、案内突部３２１Ａに当接して内側
扉体３０２Ｒを下側から支持する構成としても良く、この支持により内側扉体３０２Ｒが
外側扉体３０１Ｒに対して重みで下側に下がることなく水平となるようにしても良い。
【００８２】
　ここで、案内溝部２３１Ｃの形状について、図１３及び図１４を参照して、詳しく説明
する。図１３は、駆動ユニット２２７の平面図であり、図１４は、案内溝部２３１Ｃに案
内される右側扉ユニット２２４Ｒを模式的に示した説明図である。なお、図１３において
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は、右側扉ユニット２２４Ｒの文字表示面３３０の高さ位置における外形形状を一点鎖線
で示し、図１４においては、内側扉体３０２Ｒの動作の過程における外形形状を一点鎖線
で示している。また、図１３及び図１４には、右側扉ユニット２２４Ｒの動作の過程にお
ける外側扉体３０１Ｒと内側扉体３０２Ｒとの連結部分に相当する回動軸Ｌの位置を黒丸
で点Ｐ１から点Ｐ４として図示し、作動状態に対応した位置を点Ｐ１で示し、待機状態に
対応した位置を点Ｐ４で示している。図１４においては、点Ｐ１及び点Ｐ４の間部分に対
応する回動軸Ｌの位置を点Ｐ２及び点Ｐ３で示し、各点Ｐ１から点Ｐ４に対応して案内突
部３２１Ａの位置を定める案内溝部２３１Ｃの形状を領域Ｒ１から領域Ｒ４の符号を付す
と共に斜線を付して示し、作動状態における左側の内側扉体３０２Ｌの先端側部分の形状
を併せて示している。
【００８３】
　案内溝部２３１Ｃは、図１３に示すように、内側扉体３０２Ｒの回動軸Ｌに沿った方向
視に相当する平面視において右側扉ユニット２２４Ｒの移動方向（左右方向）に交差する
斜め方向に連続する部位を有する形状とされている。また、案内溝部２３１Ｃは、平面視
において、回動軸Ｌが直線的に移動する移動軌跡に対して交差する位置に設けられている
。かかる構成とすることで、内側扉体３０２Ｒの案内突部３２１Ａが、回動軸Ｌの前側に
位置した状態と、後側に位置した状態とが切り替えられ、内側扉体３０２Ｒの前面の向き
が変更される。
【００８４】
　内側扉体３０２Ｒの向きの変更は、モータ２３２の動力によって行われる。モータ２３
２の動力により外側扉体３０１Ｒが、作動状態に対応した位置（図１３（ｂ）に示す位置
）と、待機状態に対応した位置（図１３（ａ）に示す位置）との間を左右方向に直線的に
動作すると、ヒンジ部材３０３Ｕ，３０３Ｌも左右方向に直線的に動作し、ヒンジ部材３
０３Ｕ，３０３Ｌにより位置が定められる回動軸Ｌも左右方向に直線的に移動する。この
ヒンジ部材３０３Ｕ，３０３Ｌを介して外側扉体３０１Ｒとの連結部分において内側扉体
３０２Ｒに動力が伝達され、内側扉体３０２Ｒが左右方向に移動する。
【００８５】
　内側扉体３０２Ｒは、作動状態に対応して外側扉体３０１Ｒに対して進出方向（矢印ｙ
１方向）側に前面が連続した位置と、待機状態に対応して外側扉体３０１Ｒの前側に配置
された位置との間を移動する。案内溝部２３１Ｃは、待機状態及び作動状態に対応した内
側扉体３０２Ｒの前面の向きとなるように連続する方向が設定されている。
【００８６】
　詳細には、図１４に示すように、作動状態に対応した位置に配置された内側扉体３０２
Ｒの案内突部３２１Ａが位置する領域Ｒ１に対応した箇所に案内溝部２３１Ｃの進出方向
（矢印ｙ１方向）側端部が位置する設定とされる。案内突部３２１Ａは、内側扉体３０２
Ｒの前面側に設けられる回動軸Ｌに対し、その反対側となる内側扉体３０２Ｒの裏面側に
設けられている。このため、回動軸Ｌの移動軌跡に相当する線より後側に、領域Ｒ１に対
応した案内溝部２３１Ｃの内壁面が形成される。
【００８７】
　また、待機状態に対応した位置において内側扉体３０２Ｒが前面を右斜め後方に向けて
配置された場合に、その内側扉体３０２Ｒの案内突部３２１Ａが位置する領域Ｒ４に対応
した箇所に案内溝部２３１Ｃの右側部分（退避方向側部分）が位置する設定とされる。内
側扉体３０２Ｒにおいて裏面側に設けられる案内突部３２１Ａが回動軸Ｌより前側に位置
するように、回動軸Ｌの移動軌跡に相当する線（点Ｐ１と点Ｐ４とを結ぶ直線）より前側
において領域Ｒ４に対応した案内溝部２３１Ｃの内壁面が形成される。
【００８８】
　案内溝部２３１Ｃの内壁面のうち、右後側を向いた左側壁面２３１Ｃ１は、内側扉体３
０２Ｒの進出方向（矢印ｙ１方向）への移動において案内突部３２１Ａに対面して当接す
る部位である。内側扉体３０２Ｒが進出方向側へ移動すると、案内溝部２３１Ｃの左側壁
面２３１Ｃ１に案内突部３２１Ａが当接し、左側壁面２３１Ｃ１の連続する方向に沿って
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案内突部３２１Ａが次第に後側へ誘導される。案内突部３２１Ａは、待機状態においては
回動軸Ｌに対して進出方向側における前側（左斜め前側）に位置し、進出方向側への内側
扉体３０２Ｒの移動により回動軸Ｌの進出方向側を経由して後側へ移動する。　
【００８９】
　作動状態に達する手前において、案内突部３２１Ａが領域Ｒ１’の位置に到達すると、
内側扉体３０２Ｒの前面が前側を向き、外側扉体３０１Ｒの前面に対して進出方向側に連
続した位置に到達する。この位置においては、内側扉体３０２Ｒが外側扉体３０１Ｒによ
り回動移動が制限されて、後側へ移動できない展開状態となる。案内溝部２３１Ｃにおけ
る領域Ｒ１’の先には、進出方向（矢印ｙ１方向）に沿った左右方向に連続する区間（領
域Ｒ１～Ｒ１’に相当する区間）が連続して設けられ、内側扉体３０２Ｒ及び外側扉体３
０１Ｒは、展開状態のままで略１０ｍｍ進出方向側へスライド移動する。すなわち、待機
状態から作動状態に遷移する過程において作動状態に達するより前に内側扉体３０２Ｒが
作動状態に対応した向きに誘導される。このため、内側扉体３０２Ｒに対しては、作動状
態に近い区間において進出方向に沿った慣性力を作用させることができ、作動状態に達し
た状態における内側扉体３０２Ｒの前後のばたつきを少なくすることができる。
【００９０】
　作動状態においては、内側扉体３０２Ｒに対して内側扉体３０２Ｒの進出方向側には、
反対側から進出してくる左側の内側扉体３０２Ｌが位置し、左右の内側扉体３０２Ｌ，３
０２Ｒの先端側端部を形成する内扉先端側面３２２Ｌ，３２２Ｒが対向して配置される。
これら左右の内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒの内扉先端側面３２２Ｌ，３２２Ｒは、回動軸
Ｌから遠い側にて回動軸Ｌの方向に沿って連続する外周側の端面によって構成される。
【００９１】
　左右の内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒの内扉先端側面３２２Ｌ，３２２Ｒは、図１４に示
すように、前後方向において内側扉体３０２Ｒの移動方向に相当する左右方向に起伏した
形状とされている。そして、その起伏の高さは、互いの先端側端部が前後に重なることに
より、作動状態において前面側から一対の内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒの間部分を通じて
裏面側に位置する部材が視認不能とされ、又、裏面側における発光が前側に漏れにくいも
のとされている。これにより、内側扉体３０２Ｒの裏面側に設けられる表示装置１１２の
表示面１１２ａにおいてバックライト等の光が前側に漏れなくなるので、左右の内側扉体
３０２Ｌ，３０２Ｒの一体感を高めることができる。
【００９２】
　ここで、作動状態において左右の内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒの先端側端部に相当する
内扉先端側面３２２Ｌ，３２２Ｒが前後に重なる形状とした場合、内側扉体３０２Ｌ，３
０２Ｒの高速移動により一対の内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒの前面が前後にずれた位置に
配置される可能性が考えられる。回動軸Ｌを中心とした回動方向側の慣性力により内扉先
端側面３２２Ｌ，３２２Ｒが作動状態に達した位置で前後にばたつくように動作し、左右
の内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒの内扉先端側面３２２Ｌ，３２２Ｒが正規位置から外れて
前後にずれた状態で噛み合ってしまう場合である。また、コストの制限等によりモータ２
３２の性能が限られている状態で４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒの
高速移動を実現するためには、内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒを軽量化することが好ましく
、その軽量化により内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒの剛性が低下すると、内側扉体３０２Ｌ
，３０２Ｒが制動時に弾性変形してしまう場合も生じ得る。この変形や、ばたつき等によ
り、一対の内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒの前面がずれた位置に配置されると、４つの扉体
３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒの一体感が低下して見栄えの悪いものとなる。
【００９３】
　これに対して、案内溝部２３１Ｃには、作動状態に対応した案内突部３２１Ａの配置位
置に相当する領域Ｒ１を含んで進出方向（矢印ｙ１方向）に沿った左右方向に連続し、案
内突部３２１Ａに対して進出方向側に当接しない区間（領域Ｒ１～Ｒ１’に相当する区間
）が作動状態に達する手前の区間に設けられている。この区間においては進出方向側の慣
性力が生じ易く、その後の停止により左右の内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒが進出方向側に
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沿って移動しようとした状態で制動力が加えられる。このため、左右の内側扉体３０２Ｌ
，３０２Ｒの前後の振れが収まり易く、左右の内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒを高速移動す
るほどに前後の振れが収まり易いものとなる。
【００９４】
　内側扉体３０２Ｒの後側突出部３２１における突出先端側の端部には、図１１等に示す
ように、案内突部３２１Ａに対して上側において回動軸Ｌから離間する方向側に突出する
縦長の当接突部３２１Ｂが後側突出部３２１と一体的に設けられている。当接突部３２１
Ｂは、図１４に示すように、作動状態における回動軸Ｌ（点Ｐ１）の後側であって案内溝
部２３１Ｃの連続する方向に交差する後方側に突出して設けられている。作動状態におけ
る内側扉体３０２Ｒの当接突部３２１Ｂに対して、駆動ベース２３１の本体部２３１Ａの
上面には上方に突出して形成された当接壁部２３１Ｄが進出方向側に対面して当接可能に
設けられている。当接壁部２３１Ｄは、内側扉体３０２Ｒモータ２３２の動力により進出
方向側に動作する当接突部３２１Ｂに接触し、当接突部３２１Ｂを通じて内側扉体３０２
Ｒを作動状態に対応した位置に停止させる。当接突部３２１Ｂは、下側のヒンジ部材３０
３Ｌが設けられる高さ位置に設けられている。
【００９５】
　ここで、上下のヒンジ部材３０３Ｕ，３０３Ｌが配置される区間から外れた高さ位置に
制動力が加えられた場合、例えば、案内突部３２１Ａを案内溝部２３１Ｃの端部に当接さ
せて内側扉体３０２Ｒを制動する場合、内側扉体３０２Ｒの下側部分に進出方向とは逆側
となる退避方向側への力が作用し、下側のヒンジ部材３０３Ｌを支点として内側扉体３０
２Ｒと外側扉体３０１Ｒとの間部分に上側にいくほど広がる隙間が生じ易い。これを回避
するために内側扉体３０２Ｒの上下に内側扉体３０２Ｒを制動させる部位を設けても良い
が、片方側にした方が機能部分を少なくして内側扉体３０２Ｒの見栄えを良くすると共に
コストも低減し易いために好ましい。このため、本実施形態においては、案内突部３２１
Ａと案内溝部２３１Ｃとは作動状態において左右方向に僅かに隙間が生じる設定とし、当
接突部３２１Ｂと当接壁部２３１Ｄとの接触により下側のヒンジ部材３０３Ｌを中心とし
て制動力が加えられるものとしている。これにより、内側扉体３０２Ｒに対して前面に垂
直な軸心周りの回転力が生じ難く、また外側扉体３０１Ｒに対して内側扉体３０２Ｒが傾
斜し難いものとしている。従って、作動状態において内側扉体３０２Ｒと外側扉体３０１
Ｒとの間に隙間が生じることを回避し、且つ、見栄え向上及びコスト抑制をしている。
【００９６】
　後側突出部３２１において内側扉体３０２Ｒの裏面が向く後側を向いた突出後壁面３２
１Ｃは、図１４に示すように、作動状態において回動軸Ｌに対して後側であって進出方向
側（矢印ｙ１方向側）に設けられ、回動軸Ｌの移動方向に沿って連続した形状とされてい
る。この移動方向に沿った突出後壁面３２１Ｃの長さは、内側扉体３０２Ｒが展開状態の
ままで進出方向側へスライド移動する長さより長く設定されている。
【００９７】
　駆動ベース２３１の上面には、後側突出部３２１の突出後壁面３２１Ｃに対して内側扉
体３０２Ｒが作動状態に対応した向きとされる全区間において対面して当接可能なベース
側当接部２３１Ｅが設けられている。ベース側当接部２３１Ｅは、駆動ベース２３１の本
体部２３１Ａの上面より上方に突出し、且つ、内側扉体３０２Ｒの移動方向に連続して形
成されている。このベース側当接部２３１Ｅと後側突出部３２１の突出後壁面３２１Ｃと
の当接により、案内溝部２３１Ｃにより誘導される内側扉体３０２Ｒの回転力が受け止め
られ、内側扉体３０２Ｒと外側扉体３０１Ｒとが連続する間部分において過度の圧力が生
じず、内側扉体３０２Ｒ及び外側扉体３０１Ｒにおいて遊技者から視認可能な範囲で変形
や破損が生じ難いものとされている。
【００９８】
　また、内側扉体３０２Ｒの回転力が受け止められた状態において内側扉体３０２Ｒが展
開状態のままでスライド移動をすることとなるので、内側扉体３０２Ｒの回転力によりベ
ース側当接部２３１Ｅと突出後壁面３２１Ｃとの接触力に比例した摩擦力が生じる。この
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摩擦力は内側扉体３０２Ｒに対して停止直前の区間での制動力となる。ここで、内側扉体
３０２Ｒの前後の振れが大きいと、ベース側当接部２３１Ｅ又は突出後壁面３２１Ｃとの
接触力が大きくなり、その分、制動力が大きくなる。このため、製造上の寸法バラツキ等
により内側扉体３０２Ｒの前後の振れが大きい場合に、内側扉体３０２Ｒに対して制動力
を大きく作用させることができる。この制動力により作動状態に達するまでの内側扉体３
０２Ｒの移動に時間がかかり、その間に内側扉体３０２Ｒの前後の振れが少なくなって一
対の内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒの前面のずれを生じ難くすることができる。しかも、作
動状態から待機状態への移動に際しては、移動開始直後のために内側扉体３０２Ｒに前後
の振れが生じ難いため、摩擦力の影響が少なく、少ない動力で内側扉体３０２Ｒを待機状
態側へ移動することができる。なお、制震性を有するゴム等の材料でベース側当接部２３
１Ｅ又は突出後壁面３２１Ｃの少なくとも一方を形成しても良く、例えば、ベース側当接
部２３１Ｅ又は突出後壁面３２１Ｃに対応する位置にゴムシートを貼付して当接面を形成
しても良く、これにより、当接した際の音を抑制し、且つ、摩擦力の増大により制動力を
大きく発生させて一対の内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒの前面のずれを一層生じ難くするこ
とができる。
【００９９】
　動作ユニット２２１において４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒを動
作させるための機構部は、４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒの下側に
多く設けられている。内側扉体３０２Ｒにおける下側部分に後側突出部３２１、当接突部
３２１Ｂ及び突出後壁面３２１Ｃが設けられ、また、外側扉体３０１Ｒの本体部３１１の
下側に動力伝達部３１５が設けられ、当接壁部２３１Ｄやベース側当接部２３１Ｅを有す
る駆動ユニット２２７も設けられている。本実施形態においては、４つの扉体３０１Ｌ，
３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒを含む動作ユニット２２１は上側表示ユニット２００に設
けられ、リール１０２Ｌ～１０２Ｒの図柄を視認可能とする下パネル部１３１ｂに対して
上側に設けられている。このため、遊技者の視点の高さが下パネル部１３１ｂの正面側に
位置し、４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒは斜め上方に見上げる状態
となり易いため、その死角となる側であって図柄に近い側に相当する４つの扉体３０１Ｌ
，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒの下側部分に機能部を集約している。これにより動作ユ
ニット２２１及びその周辺部の見栄えを向上し、装飾の自由度を高めている。
【０１００】
　案内溝部２３１Ｃの内壁面のうち、左前側を向いた右側壁面２３１Ｃ２は、内側扉体３
０２Ｒの退避方向（矢印ｙ２の方向）への移動において案内突部３２１Ａに当接する部位
である。内側扉体３０２Ｒが退避方向側へ移動すると、案内溝部２３１Ｃの右側壁面２３
１Ｃ２に案内突部３２１Ａが当接し、右側壁面２３１Ｃ２の連続する方向に沿って案内突
部３２１Ａが次第に前側へ誘導される。回動軸Ｌに対して案内突部３２１Ａは、作動状態
において後側に位置し、退避方向側への内側扉体３０２Ｒの移動により回動軸Ｌに遅れて
移動方向とは逆側となる進出方向側を経由して前側へ移動する。これにより、内側扉体３
０２Ｒは、その前面が次第に前向きとなるように向きを変更されつつ待機状態に対応した
位置まで誘導される。
【０１０１】
　案内溝部２３１Ｃは、上記した領域Ｒ１から領域Ｒ４及び領域Ｒ１’を溝形状の一部と
して含み、各領域を連続させた形状とされている。また、案内溝部２３１Ｃにおいて領域
Ｒ４より前側に連続する区間は、前方側に開口し、組み付け作業時において案内溝部２３
１Ｃ内に案内突部３２１Ａを差し込む入口とされる（図１０参照）。
【０１０２】
　案内溝部２３１Ｃにおける左右の側壁面２３１Ｃ１，２３１Ｃ２は、図１４に示すよう
に、内側扉体３０２Ｒの回動軸Ｌの方向視に相当する平面視において、領域Ｒ１から領域
Ｒ１’の区間では内側扉体３０２Ｒの移動方向に沿った壁面に連続している。案内突部３
２１Ａが領域Ｒ１’から領域Ｒ１’に達するまでの区間においては、内側扉体３０２Ｒが
向きを変えること無く移動し、領域Ｒ１から領域Ｒ１’の距離と同じ量分、回動軸Ｌは点
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Ｐ１から退避方向側（矢印ｙ２方向側）へ移動して点Ｐ１’に達する。
【０１０３】
　案内突部３２１Ａが領域Ｒ１’から領域Ｒ２に達するまでの区間においては、徐々に内
側扉体３０２Ｒの移動方向に対して前側に傾斜し、領域Ｒ２においては前側に略４５度傾
斜した角度に設定される。この間に回動軸Ｌは、点Ｐ１’から点Ｐ２まで移動し、この間
に内側扉体３０２Ｒは略４５度回動し、内側扉体３０２Ｒの前面が斜め前側を向く。
【０１０４】
　案内突部３２１Ａが領域Ｒ２から領域Ｒ３に達するまでの区間においては、案内溝部２
３１Ｃの左右の側壁面２３１Ｃ１，２３１Ｃ２は、内側扉体３０２Ｒの移動方向に対して
の傾斜角度が徐々に減少する。この区間において回動軸Ｌは点Ｐ２から点Ｐ３まで移動し
、この間に内側扉体３０２Ｒは略４５度回動して前面が退避方向側を向く。この点Ｐ２、
点Ｐ３間の距離は、点Ｐ１’、Ｐ２間の距離と一致し、内側扉体３０２Ｒは、点Ｐ１’か
ら点Ｐ３までの区間において回動軸Ｌを中心として略一定の速度で回動する。
【０１０５】
　案内突部３２１Ａが領域Ｒ３から領域Ｒ４に達するまでの区間においては、案内溝部２
３１Ｃの左右の側壁面２３１Ｃ１，２３１Ｃ２は、内側扉体３０２Ｒの移動方向に対して
の傾斜角度が略３０度から徐々に減少し、その後に略２０度まで傾斜角度が減少した後は
待機状態に対応した領域Ｒ４に対応する位置まで直線的に連続する。この区間において回
動軸Ｌは点Ｐ３から点Ｐ４まで移動し、この間に内側扉体３０２Ｒは略２０度回動して前
面が退避方向側において斜め後側を向く。点Ｐ３、点Ｐ４間の距離は、点Ｐ１’、点Ｐ２
間及び点Ｐ２、点Ｐ３間よりも僅かに短く設定され、回動軸Ｌを中心とした内側扉体３０
２Ｒの回動速度が低く設定される。
【０１０６】
　以上の案内溝部２３１Ｃの形状設定により、内側扉体３０２Ｒは、進出方向側へのスラ
イド移動の速度を一定にして右側扉ユニット２２４Ｒの動作を制御した場合、待機状態か
ら案内突部３２１Ａが領域Ｒ３から領域Ｒ４に達するまでの区間より、その後の案内突部
３２１Ａが領域Ｒ３からＲ１’に達する区間において内側扉体３０２Ｒの回動速度が速い
設定とされ、案内突部３２１Ａが領域Ｒ１’からＲ１に達する区間においては内側扉体３
０２Ｒが向きを変えることなく、すなわち回動速度が零で移動する。このため、作動状態
に遷移する場合における初期段階においては、内側扉体３０２Ｒの向きの変更に要する力
が少なく、内側扉体３０２Ｒを含めて右側扉ユニット２２４Ｒを動作させ易い。
【０１０７】
　一方、作動状態に近付くと、内側扉体３０２Ｒがより高速に向きを変えることとなるた
め、遊技者から視認され易い表示装置１１２の表示面１１２ａの中央側における移動速度
を高速にすることができる。よって、短時間での「覇王」の文字の形成により一部品で「
覇王」の文字表示面３３０が構成されているかのような一体感のある見栄えとすることが
できる。更に、作動状態に近い段階において内側扉体３０２Ｒが向きを変えずに移動し、
内側扉体３０２Ｒが板状部分の板面に沿って移動することとなるため、高速に向きが変更
されたことによる内側扉体３０２Ｒの先端部分の前後方向の勢いを低減し、安定した状態
で作動状態に遷移させることができる。
【０１０８】
　また、作動状態から待機状態への復帰する場合の移動開始時において、内側扉体３０２
Ｒが向きを変えずに移動することとなり、その移動に要する力が少なくて済む。また、そ
の後に移動に要する力が増大させられるものの、向きを変えない区間で加速させられた内
側扉体３０２Ｒの慣性力を利用して向きの変更も比較的少ない動力で実施することができ
、モータ２３２の性能の低いものを採用可能としてコスト増を抑えつつ中央側に近い位置
において高速に内側扉体３０２Ｒを待機状態に対応する側に移動することができる。
【０１０９】
　上記した作動状態と待機状態との切り替えの制御は、以下のような状況で行われる。例
えば、スタートレバー１５１が操作されて遊技が開始される前には待機状態（図５（ａ）
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参照）とされ、スタートレバー１５１が操作された後に予め設定した条件が成立すると作
動状態とされる。例えば、スタートレバー１５１が操作された後の抽選にてビッグボーナ
スに当選した場合に５０％の確率で作動状態（図５（ｂ）参照）とされ、ビッグボーナス
に落選した場合に０．１％の確率で作動状態とされ、作動状態が一定時間（例えば、１秒
又は２秒）継続すると、待機状態に復帰する。このように、所定の役に当選した場合と当
選しない場合とで、４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒを移動させる確
率を異ならせることで、ビッグボーナスの入賞を遊技者に期待させる演出として表示装置
１１２の表示面１１２ａにおける演出に加えて、又は当該演出に代えて動作ユニット２２
１の４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒの動作による演出を遊技者に視
認させることができる。所定の役に当選した場合と当選しない場合とで４つの扉体３０１
Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒの移動確率を異ならせて設定することで、所定の役の
入賞期待度を変化させることができる。これらの制御については、主制御装置４１の抽選
結果を表示制御装置１１４が受信し、表示制御装置１１４によるモータ２３２の制御によ
って実現できるものであり、一般的な制御であるため、制御についての詳細な説明は省略
するが、表示制御装置１１４でのモータ２３２の制御に代えて、主制御装置４１等の他の
制御装置で制御するなど、一般的な他の制御でモータ２３２を制御しても良い。
【０１１０】
　次に、図１５を参照して、４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒによる
「覇王」の文字表示に関する構成について説明する。ここで、「覇王」の文字表示は作動
状態によって形成されるので、特記しない限り、作動状態における位置及び方向を用いて
構成を説明する。
【０１１１】
　図１５（ａ）は、４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒの前面形状の説
明図であり、文字の高さ方向における中間部分の前面形状を模式的に示している。図１５
（ｂ）は、４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒ及び前側装飾ユニット２
２３を正面側から見た図である。なお、図１５（ａ）においては、４つの扉体３０１Ｌ，
３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒの前面において前後にずれて位置する各面を一つの面とし
て示し、装飾のために前後に起伏した形状は省略している。また、外側扉体３０１Ｌ，３
０１Ｒの両外側に位置する装飾板２２８の前面の一部を併せて示している。図１５（ｂ）
においては、外側傾斜部３３２Ｂ，３３２Ｂの領域と、内側傾斜部３３２Ａ，３３２Ａの
領域とに対して別々の斜線を付して示している。
【０１１２】
　４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒの前面形状は、図１５（ａ）に示
すように、前側を向いて左右方向に平面的に連続する文字表示面３３０と、文字表示面３
３０の左右両側において平面部３３１の向く前側に突出する前側突出部３３２，３３２と
を形成し、これら文字表示面３３０及び前側突出部３３２，３３２が連続した面を左右方
向に４つに分断した形状とされている。文字表示面３３０は、左右の内側扉体３０２Ｌ，
３０２Ｒの前面全体と、左右の外側扉体３０１Ｌ，３０１Ｒの前面の一部とにより形成さ
れる。
【０１１３】
　外側扉体３０１Ｌ，３０１Ｒの前面には、図１５（ａ）に示すように、平面視において
内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒの前面に対して左右方向に直線状に連続して形成され、文字
表示面３３０の一部を形成する平面部３３１，３３１と、平面部３３１，３３１の左右両
側において前面側に突出した前側突出部３３２，３３２とが設けられる。前側突出部３３
２，３３２は、中央側に傾斜して形成される左右の内側傾斜部３３２Ａ，３３２Ａと、各
内側傾斜部３３２Ａ，３３２Ａの外側に設けられて外側に傾斜して形成される外側傾斜部
３３２Ｂ，３３２Ｂとを有している。
【０１１４】
　「覇王」の文字は、内側傾斜部３３２Ａ，３３２Ａと平面部３３１，３３１との境界よ
り内側傾斜部３３２Ａ，３３２Ａ側へ大きく突出した大きさに設定され、この文字の内側
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傾斜部３３２Ａ，３３２Ａ側への突出部分は、平面部３３１，３３１が延長された位置を
前後位置とし、文字表示面３３０の一部として形成されている。文字の前側突出部３３２
，３３２側への突出先端部は、内側傾斜部３３２Ａ，３３２Ａの領域内に収まる設定とさ
れている。このため、文字を大型に形成可能とし、且つ、内側傾斜部３３２Ａ，３３２Ａ
側へ突出した文字部分の前面側が遊技者側を向き、その外側部分が逆方向となる左右両外
側を向く形態となって、左右方向において内側傾斜部３３２Ａ，３３２Ａが形成される範
囲に文字表示部分を限定して、遊技者が文字を注視し易い設定としている。なお、図１５
（ｂ）においては、内側傾斜部３３２Ａ，３３２Ａ側への文字の突出部分が無いとした場
合における内側傾斜部３３２Ａ，３３２Ａと文字表示面３３０との境界線を一点鎖線で示
し、また、図１５（ａ）及び図１５（ｂ）において文字表示面３３０と内側傾斜部３３２
Ａ，３３２Ａと外側傾斜部３３２Ｂ，３３２Ｂとの境界に黒丸を付して示している。
【０１１５】
　内側傾斜部３３２Ａ，３３２Ａは、文字が形成された部分を除いて、平面部３３１，３
３１の左右方向における両端部から次第に前方側に突出し、中央側に傾斜した面形状とさ
れている。外側傾斜部３３２Ｂ，３３２Ｂは、内側傾斜部３３２Ａ，３３２Ａと最前位置
が一致し、その最前位置に対して次第に後側に位置する面形状とされ、内側傾斜部３３２
Ａ，３３２Ａとは逆の外側に傾斜した形状とされている。これら外側傾斜部３３２Ｂ，３
３２Ｂと内側傾斜部３３２Ａ，３３２Ａとの間に頂部３３２Ｃ，３３２Ｃが位置し、前側
に突出した前側突出部３３２，３３２が上下方向に連続した形状とされている。
【０１１６】
　前側突出部３３２，３３２は、図１５（ｂ）に示すように、「覇王」の文字が形成され
た平面部３３１，３３１の左右両端側を囲う円弧形状をした曲線状に前側突出部３３２，
３３２（詳細には、頂部３３２Ｃ，３３２Ｃ）が連続する形状とされている。この円弧の
連続する方向は、４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒの境界に相当する
上下方向とは異なる方向に設定されている。この前側突出部３３２，３３２は、「覇王」
の文字の略中心を中心位置とする略円形状に沿って連続した形状とされている。左側の前
側突出部３３２と、右側の前側突出部３３２との間隔に相当する文字表示面３３０の横幅
が最大となる部分は、文字表示面３３０に表示される「覇王」の文字の中央に相当する高
さ位置と略一致し、文字表示面３３０における中央の高さ位置に一致している。
【０１１７】
　前側突出部３３２，３３２の左右方向における幅は、４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，
３０２Ｌ，３０２Ｒの境界部分の隙間幅（例えば０．１～０．３ｍｍ）よりも相当大きな
略３ｃｍ以上に設定されている。前側突出部３３２，３３２における頂部３３２Ｃ，３３
２Ｃの左右幅は、４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒの境界の隙間より
も相当大きな幅（例えば、略５ｍｍ）に設定され、頂部３３２Ｃ，３３２Ｃに対応して上
下方向に連続する平滑な前向き面を有する形状とされている。
【０１１８】
　前側突出部３３２，３３２の表面色は、平面部３３１，３３１を含む文字表示面３３０
における文字及び文字周辺の色とは異なる色に設定されている。文字表示面３３０は、比
較的明るい色、例えば、文字周辺が明るい銀色を主体に形成され、文字部分も比較的明る
い白色を主体とし文字線が金色で縁取られて形成されている。文字部分については、フル
カラーの発光ダイオード（文字用ＬＥＤ３５６）により、白色及び他の色で発光可能とさ
れている。前側突出部３３２，３３２は、文字表示面３３０に対して異なる色であって暗
い色、例えばメッキ処理された黒色に近い光沢を有する色等に設定されている。暗い色に
て突出した前側突出部３３２，３３２に対して、文字表示面３３０が明るい色を主体とし
て囲まれることで、文字表示面３３０が相対的に目立ち易く、文字表示面３３０に設けた
文字部分を遊技者が注視し易いものとすることができる。
【０１１９】
　外側扉体３０１Ｌ，３０１Ｒの更に両外側には、前面側が前向きの平面状に形成された
装飾板２２８，２２８の前面が位置する。装飾板２２８，２２８の前面位置は、外側扉体
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３０１Ｌ，３０１Ｒの前面と比べて後側に位置し、詳細には、外側扉体３０１Ｌ，３０１
Ｒの裏面よりも後側に位置している。装飾板２２８，２２８の表面色は、平面部３３１，
３３１を含む文字表示面３３０の表面色とは別色に設定され、前側突出部３３２，３３２
の外側傾斜部３３２Ｂ，３３２Ｂと同一色又は一見した場合に同一色と視認できる程度に
近似した色に設定されている。これにより、文字表示面３３０と前側突出部３３２，３３
２との境界に比して、外側扉体３０１Ｌ，３０１Ｒにおいて内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒ
とは逆側となる外側に相当する端面側において暗い色に設定された領域が連続し、外側傾
斜部３３２Ｂ，３３２Ｂと装飾板２２８，２２８との境界に段差があっても目立ち難く、
外側扉体３０１Ｌ，３０１Ｒと装飾板２２８，２２８とによる一体感のある装飾部を形成
することができる。
【０１２０】
　前側突出部３３２，３３２に対して平面部３３１，３３１とは逆側となる外側には、前
側突出部３３２，３３２の連続する方向に倣った円弧状に内縁側が形成された後側装飾部
４０７，４０７が設けられている。この後側装飾部４０７，４０７は、前側装飾ユニット
２２３の一部により形成されている。後側装飾部４０７，４０７の内縁部分の連続する方
向は、前側突出部３３２，３３２における平面部３３１，３３１との境界線の連続する方
向、及び、前側突出部３３２，３３２の頂部３３２Ｃ，３３２Ｃの連続する方向と同方向
で同心の円弧状に連続する。これにより、前側装飾ユニット２２３により形成される後側
装飾部４０７，４０７と、前側突出部３３２，３３２による装飾との一体感を強めること
ができ、その間部分において４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒにより
形成される略平面状の文字表示面３３０は外側部分とは異なる部位であることが強調され
る。よって、文字表示面３３０に形成される「覇王」の文字部分を一層目立ち易い部位と
することができる。
【０１２１】
　内側傾斜部３３２Ａ，３３２Ａの表面には、左右方向に沿って延びる線状の溝が上下に
多数並んで形成され、これに対応して後側装飾部４０７，４０７の内縁には、前後方向に
延びる多数の溝が上下に多数並んで設けられ、後側装飾部４０７，４０７の前面には、「
覇王」の文字が設けられる装飾空間の中央部から外方に放射状に延びる帯状の装飾が上下
に並んで形成されている（図２１参照）。遊技者は、内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒの境界
に相当する装飾空間の中央付近を視点とし、後側装飾部４０７，４０７を斜めに視認する
こととなる。このため、装飾空間の左右両側において内側傾斜部３３２Ａ，３３２Ａから
後側装飾部４０７，４０７に連続する一体感のある装飾を文字の両側に形成し、中央側に
表示される「覇王」の文字を一層注目され易いものとすることができる。
【０１２２】
　前側突出部３３２，３３２の上下の両端部は、外側扉体３０１Ｌ，３０１Ｒにおいて正
面視で視認可能な上下の端縁まで連続している。文字表示面３３０及び前側突出部３３２
，３３２に対して下側には、文字表示面３３０及び前側突出部３３２，３３２の外形形状
が連続し、文字表示面３３０及び前側突出部３３２，３３２に付された色が連続する態様
とされている。すなわち、前側装飾ユニット２２３において文字表示面３３０及び前側突
出部３３２の下側に位置する一部（後述する下側装飾体４０４の一部）は、文字表示面３
３０における文字周辺部分及び前側突出部３３２と同一色又は一見した場合に同一色と視
認できる程度に近似した色に設定されている。また、文字表示面３３０の外形の連続する
方向に沿った円弧状部分の延長線上には、異なる色及び模様が付された前面部２２３Ｂ，
２２３Ｃが両側に位置する境界線が連続し、前側突出部３３２の頂部３３２Ｃ，３３２Ｃ
の連続する方向に沿った延長線上にも異なる色及び模様が付された前面部２２３Ｃ，２２
３Ｄが両側に位置する境界線が連続する。そして、文字表示面３３０の下側に位置する前
面部２２３Ｂに対して、前側突出部３３２の下側に位置する前面部２２３Ｃ，２２３Ｄが
前側に突出して位置し、また、内側傾斜部３３２Ａ，３３２Ａの下側に位置する前面部２
２３Ｃは、左右方向において文字表示面３３０の中央側を向くように傾斜している（図６
参照）。上記構成により、文字表示面３３０及び前側突出部３３２と前側装飾ユニット２
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２３の一部とにより一体感のある大型の装飾部分を形成することができる。
【０１２３】
　ここで、上記した動作ユニット２２１の動作及び文字表示に関する構成による作用及び
効果について説明する。
【０１２４】
　複数の扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒの前面が作動状態において並んで
「覇王」の文字を表示する略平面状の文字表示面３３０が形成されるので、文字表示面３
３０を一部品で形成する場合に比べて、待機状態から作動状態へ遷移するまでの扉体３０
１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒの移動量を少なく設定することができる。このため
、待機状態から作動状態まで変化させる時間を少なくして遊技者に驚きを与えやすい演出
を実現することができる。また、複数の扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒに
よって文字表示面３３０が形成されるので、待機状態では、左右両側のそれぞれにおいて
外側扉体３０１Ｌ，３０１Ｒの前側に内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒを重なるように収容す
ることで複数の扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒをコンパクトに収容するこ
とができる。これにより、表示装置１１２の表示面１１２ａを視認可能とする左右の扉ユ
ニット２２４Ｌ，２２４Ｒの間隔を広く確保することができる。また、平面状に形成され
た文字表示面３３０に「覇王」の文字が表示されるので、曲面に文字が表示されるより文
字を遊技者が認識し易いものとすることができる。
【０１２５】
　文字表示面３３０の両端側部分を形成する外側扉体３０１Ｌ，３０１Ｒの前面には、略
平面状の平面部３３１，３３１が文字表示面３３０の一部を構成し、その両外側において
前面側に突出する前側突出部３３２，３３２が設けられている。平面部３３１，３３１と
、内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒとの境界は、対象表示面として略平面状に連続する面内に
線状に形成される一方、平面部３３１，３３１に対して前側突出部３３２，３３２は形状
変化を大きく伴う部位となるので遊技者から目立ち易い。よって、作動状態において、複
数の扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒにより形成される前面の境界を相対的
に目立ち難いものとして一体感のある文字表示とすることができる。特に作動状態を形成
した後に数秒間（例えば、１秒又は２秒）以内で待機状態に復帰させることにより遊技者
が細かな部分まで注視することが少なくなるので、一体感のある文字表示とすることがで
き、また作動状態の稀少性を高めて有利な遊技状態への期待感を急激に高めることができ
る。
【０１２６】
　なお、前側突出部３３２，３３２は、平面部３３１，３３１と内側扉体３０２Ｌ，３０
２Ｒとの境界に比して形状変化が目立ち易いようにしておくことが好ましく、内側傾斜部
３３２Ａ，３３２Ａにおける平面部３３１，３３１との境界部分は、正面側から見て視認
可能となるよう、移動方向に沿った水平方向に切断した断面において折れ線又は曲率半径
の小さい円弧（例えば半径５ｍｍ以下）でつながれた状態とすることが好ましく、内側傾
斜部３３２Ａ，３３２Ａ、頂部３３２Ｃ，３３２Ｃ及び外側傾斜部３３２Ｂ，３３２Ｂに
おける各境界部についても同様に切断面が折れ線又は曲率半径の小さい円弧でつながれた
状態として境界線が鮮明となるようにすることが前側突出部３３２，３３２を目立たせる
ことができて好ましい。また、平面部３３１，３３１、内側傾斜部３３２Ａ，３３２Ａ、
及び外側傾斜部３３２Ｂ，３３２Ｂにおける各部位の間に位置する境界部分については、
それらの境界に沿って一定幅（例えば、略５ｍｍ）の帯状に突出した部位を形成し、遊技
者側から見て境界部分を目立ち易くすることが好ましい。
【０１２７】
　前側突出部３３２，３３２は、正面視において扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３
０２Ｒの移動方向に沿った文字表示面３３０に対して、移動方向に交差する方向側に連続
した形状とされ、文字表示面３３０の両端側を囲う曲線状（円弧状）に連続する形状であ
る。このため、統一感のある略平面状の領域が前側突出部３３２，３３２に挟まれた形と
なるので、その領域に表示される文字表示に遊技者の意識が傾注し易い。しかも、文字表
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示面３３０の両端側が前側突出部３３２，３３２に囲われる形状とされているので、文字
表示面３３０の中央側部分に遊技者の意識が傾注しやすい。よって、「覇王」の文字を遊
技者が一層認識し易くすることができる。
【０１２８】
　作動状態とされた左右一対の内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒによって、それらの前面が文
字表示面３３０として連続すると共に、それらの間部分を通じては内側扉体３０２Ｌ，３
０２Ｒの内扉先端側面３２２Ｌ，３２２Ｒの起伏により裏面側が視認不能とされている。
このため、一対の内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒが一枚板により形成された一部品として構
成されているような一体感のある文字表示を実現することができる。
【０１２９】
　案内溝部２３１Ｃが、待機状態から作動状態に遷移する過程において作動状態に達する
より前に内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒを作動状態に対応した向きに誘導するので、内側扉
体３０２Ｌ，３０２Ｒは作動状態に達する前段階から左右方向に沿って向きを変えずに移
動する。このため、内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒが回動方向においてがたつく等により、
内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒの先端側端部が前後にずれた状態で当接し、文字表示面３３
０に段差ができて平面状とはならずに傾いた状態で静止するといった不具合を発生し難く
し、一対の内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒが一部品として構成されているような一体感のあ
る文字表示を実現することができる。
【０１３０】
　次に、動作ユニット２２１の作動状態により表示される「覇王」の文字の形状及び発光
に関する構成について、右側扉ユニット２２４Ｒを主に参照しつつ、図１６から図２０を
主に参照して説明する。図１６は、前側から見た右側扉ユニット２２４Ｒの分解斜視図で
あり、図１７は、後側から見た右側扉ユニット２２４Ｒの分解斜視図である。図１８は、
右側扉ユニット２２４Ｒの文字部分を水平方向に切断した状態を示した断面図であり、部
分拡大図を併せて図示している。図１９（ａ）及び図１９（ｂ）は、動作ユニット２２１
によって表示される文字の形状を表した図であり、図１９（ａ）は、輪郭線も含めて文字
全体を示し、図１９（ｂ）は、文字の輪郭線を除いて示している。図２０は、動作ユニッ
ト２２１に表示される文字と発光基板３５４，３６４との相対位置を示した図である。な
お、以下の動作ユニット２２１の文字形状及び発光に関する説明は、作動状態における発
光の状態を説明するものであるので、特記しない限り、作動状態に対応して文字を正面視
した向きに従って構成を説明する。
【０１３１】
　右側扉ユニット２２４Ｒは、上記したように、内側扉体３０２Ｒ及び外側扉体３０１Ｒ
が上下のヒンジ部材３０３Ｕ，３０３Ｌにより連結されて構成され、各扉体３０１Ｒ，３
０２Ｒは、前後に厚みを有する複数の板状の部材を前後に重ね合わせて構成されている。
【０１３２】
　内側扉体３０２Ｒ及び外側扉体３０１Ｒは、それぞれ、「王」の文字の外形に沿った開
口を形成する前カバー３５１，３６１と、前カバー３５１，３６１における開口部分を透
光性樹脂により覆った状態とする透明カバー３５２，３６２と、透明カバー３５２，３６
２に後側から光を拡散して照射する導光拡散部材３５３，３６３と、導光拡散部材３５３
，３６３に光を入射する文字用ＬＥＤ３５６が搭載された発光基板３５４，３６４を有し
ている。内側扉体３０２Ｒは、更に、発光基板３５４の後側に設けられる後カバー３５５
を有している。
【０１３３】
　内側扉体３０２Ｒは、前カバー３５１に対して後カバー３５５が固定され、それらの間
部分に透明カバー３５２、導光拡散部材３５３及び発光基板３５４が挟まれた状態となっ
て一体化されている。外側扉体３０１Ｒは、前カバー３６１、透明カバー３６２、導光拡
散部材３６３及び発光基板３６４が順に後側に重ねられた状態で後側よりネジが挿通され
て一体化されている。
【０１３４】



(26) JP 6102426 B2 2017.3.29

10

20

30

40

50

　内側扉体３０２Ｒ及び外側扉体３０１Ｒの前カバー３５１，３６１は、共に、ＡＢＳ等
の合成樹脂の表面全体にメッキ又は塗装を付して銀色に着色された部材である。各前カバ
ー３５１，３６１は、内側扉体３０２Ｒ及び外側扉体３０１Ｒの前面側の外形を形成し、
前後に厚みを有する薄板状の前面部を主体に、その周縁において部分的に後側に突出した
形状とされている。各前カバー３５１，３６１の前面には、文字周辺の装飾形状に対応し
て起伏することで装飾が付されている。
【０１３５】
　内側扉体３０２Ｒの前カバー３５１及び外側扉体３０１Ｒの前カバー３６１には、上下
のヒンジ部材３０３Ｕ，３０３Ｌによって連結される連結部側であって内外の扉体３０１
Ｒ，３０２Ｒの境界部分に位置する端側に、対面部３５１Ａ，３６１Ａが設けられている
。対面部３５１Ａ，３６１Ａは、各前カバー３５１，３６１の前面部より後側に延びて左
右方向に厚みを有する形状とされ、各前カバー３５１，３６１に上下に離間して複数設け
られている。内側扉体３０２Ｒの対面部３５１Ａと、外側扉体３０１Ｒの対面部３６１Ａ
は、同一の高さ位置に設けられている。対面部３５１Ａ，３６１Ａの間部分は、「王」の
文字の外形に対応して左右方向に凹んだ形状とされ、その凹み部分の内縁３５１Ｂ，３６
１Ｂにより文字部分が前後に貫通した開口形状とされている。これにより、前カバー３５
１，３６１は、文字表示面３３０における文字の周辺部分と、前側突出部３３２とを形成
する（図１５参照）。
【０１３６】
　後カバー３５５は、発光基板３５４の裏面側を覆う部材であり、不透明な有色の合成樹
脂製の本体を主体に構成され、内側扉体３０２Ｒの裏面側の外形と略同一の大きさに設定
されている。後カバー３５５の表面側（内側扉体３０２Ｒの裏面側）には、動作ユニット
２２１が待機状態とされた場合に前面側を向く平面状の装飾面３５５Ａが設けられ、装飾
面３５５Ａは、光を反射可能なシールを本体に貼付して形成される。
【０１３７】
　装飾面３５５Ａは、後カバー３５５の裏面のほぼ全域にわたる大きさに設定され、装飾
面３５５Ａを形成するシールの表面には、文字表示面３３０側とは異なる態様で、文字表
示面３３０側に設けられない装飾が付されている。例えば、桜等の対象物などが表示され
、機種イメージに合致し、表示面１１２ａの表示内容に対応した柄又は模様が付されてい
る。これにより、表示装置１１２の表示面１１２ａの周囲に対して、その表示内容に対応
した装飾を付すことができる。また、作動状態においては、装飾面３５５Ａが裏側を向く
ことで遊技者から視認し得ず、待機状態に対して見た目を大幅に変更可能としている。
【０１３８】
　後カバー３５５における外側扉体３０１Ｒの位置する側の端縁部３５５Ｄには、図１７
に示すように、装飾面３５５Ａとは別の装飾としての柄（例えば、断面半円状に前側に膨
出して左右に連続する細幅の線状部が上下に一定間隔で多数並んだ形態による柄）が付さ
れている。この端縁部３５５Ｄは、待機状態において右側扉ユニット２２４Ｒと表示装置
１１２の表示面１１２ａとの間に位置し（図５（ｂ）参照）、表示面１１２ａの左右両側
の縁部分を装飾する。この端縁部３５５Ｄの装飾は、作動状態において４つの扉体３０１
Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒの左右両側において視認可能となる装飾板２２８の装
飾と略同一の態様に設定され（図５（ａ）参照）、色及び表面形状が同一の設定とされて
いる。
【０１３９】
　後カバー３５５の端縁部３５５Ｄは、待機状態にて前後方向において斜めに配置される
内側扉体３０２Ｒの後側に位置し、内側扉体３０２Ｒの後側に配置される装飾板２２８に
対しては前後方向において近い位置に配置される。このため、装飾板２２８と後カバー３
５５とが一続きの一体品で構成されているかのようにも遊技者側から見える。よって、作
動状態と待機状態との切り替えに関する動作の構造を遊技者が理解し難いものとし、動作
の構造を理解したいという遊技者にとっては再度の動作確認を目的の一つとして遊技の継
続意欲を高めることができる。
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【０１４０】
　後カバー３５５には、前カバー３５１に対して固定可能なように、装飾面３５５Ａとは
反対の面側より突出した鉤状のフック部３５５Ｂが複数個所に設けられている。このフッ
ク部３５５Ｂが後側から前カバー３５１に嵌め込み固定されることで前カバー３５１と後
カバー３５５とが一体化される。
【０１４１】
　後カバー３５５の装飾面３５５Ａに対しては、前側装飾ユニット２２３に設けられる発
光手段としての発光ダイオード（ＬＥＤ）の光が照射され、装飾面３５５Ａが外側からの
照明により発光する構成とされている。すなわち、装飾面３５５Ａに対しての発光手段は
、右側扉ユニット２２４Ｒに設けられない設定とされており、内側扉体３０２Ｒを軽量化
して、右側扉ユニット２２４Ｒの高速移動を実現している。
【０１４２】
　後カバー３５５における外側扉体３０１Ｒから遠い側の上下方向に連続する端部には、
図１７及び図１８に示すように、装飾面３５５Ａに対して前カバー３５１側に縦長の板状
に突出した後カバー先端側板部３５５Ｃが後カバー３５５の一部として設けられている。
この後カバー先端側板部３５５Ｃの表面により動作ユニット２２１の作動状態において左
右の内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒの間の隙間を塞ぐ内扉先端側面３２２Ｒが形成される。
【０１４３】
　透明カバー３５２，３６２は、ポリカーボネート等の合成樹脂により無色透明な板状に
形成され、前カバー３５１，３６１の内縁３５１Ｂ，３６１Ｂにより前後に貫通形成され
る開口部分より一回り大きな外形形状に形成されて、その開口部分を、透光性を有する合
成樹脂により覆った状態とする。この透明カバー３５２，３６２は、透光性を有する材料
で形成されていれば良く、必ずしも無色透明でなく、半透明な材料により形成されても良
い。
【０１４４】
　各透明カバー３５２，３６２は、「王」の文字を縦方向に切断し、左右に分断された外
形形状とされている。各透明カバー３５２，３６２は、「王」の文字の中央側に相当する
端縁部分が正面視で直線状に構成されると共に、文字中央側から離間する方向側（内側扉
体３０２Ｒにおける透明カバー３５２の正面視左側、外側扉体３０１Ｒにおける透明カバ
ー３６２の正面視右側）に平面状に延びるように広がる形状とされている。これにより、
透明カバー３５２，３６２は、その前面により文字表示面３３０における文字部分を構成
する（図１５参照）。
【０１４５】
　ここで、透明カバー３５２，３６２によって形成される「覇王」の文字表示の構成につ
いて説明する。「覇王」の文字表示は、図１９（ａ）に示すように、「覇王」の文字の線
部分に対応した文字線３７１と、文字線３７１を囲う輪郭線３７２，３７３により構成さ
れている。輪郭線３７２，３７３としては、文字線３７１を囲う略一定幅の文字輪郭線３
７２と、文字輪郭線３７２の外側を囲う細幅の外周輪郭線３７３とが設けられている。「
覇王」の文字表示は、文字線３７１及び外周輪郭線３７３が透明カバー３５２、３６２の
後側からの光を前側に通過して白色及び他の色で発光し、文字輪郭線３７２が不透明で発
光しない設定とされている。文字輪郭線３７２の表面部分は、文字線３７１及び文字輪郭
線３７２とは異なる色（例えば、金色）に設定され、また、文字周辺部分を形成する前カ
バー３５１，３６１と異なる色に設定されて、文字の視認性を向上し、また装飾効果を高
めている。
【０１４６】
　文字線３７１の外周部分には、図１９（ａ）及び図１９（ｂ）に示すように、装飾凹部
３７４及び装飾起伏部３７５が複数個所に設けられている。装飾凹部３７４は、文字の識
別において不必要な部位であり、文字線３７１の中央側に凹んで形成された部位である。
装飾起伏部３７５は、文字の識別において不必要に、文字線３７１の外形部分が文字の外
側に突出し、外形が内外に起伏して連続した部位である。この装飾凹部３７４及び装飾起
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伏部３７５を設けることにより、文字が単調にならずに機種特有の装飾を付すことができ
る。
【０１４７】
　装飾凹部３７４は、図１９（ａ）に示すように、文字線３７１の線幅内にて文字線３７
１の外形の連続する方向に沿って略一定幅で連続し、その連続する方向に沿った両端側部
分が略円弧状に形成された線状溝部３７６と、線状溝部３７６より短い長さ範囲で線状溝
部３７６と文字輪郭線３７２とを接続する輪郭接続部３７７とにより構成されている。線
状溝部３７６の幅は、文字線３７１の幅に対しては半分以下の細幅に設定されている。
【０１４８】
　また、線状溝部３７６と文字線３７１の外形との間部分には、形成される文字線３７１
の一部であって輪郭接続部３７７に向けて突出した突出線状部３７８が設けられる。突出
線状部３７８は、文字線３７１の外形に沿って連続し、輪郭接続部３７７に対して文字線
３７１の外形に沿った両側から向かう形に形成されている。文字線３７１の外形として、
互いに向かい合う突出線状部３７８，３７８の先端部分が離間し、輪郭接続部３７７によ
り文字線３７１の外形線が断続した形とされている。線状溝部３７６の幅は、突出線状部
３７８に対して太幅に、詳細には略５倍から略１０倍程度の太幅に形成されている。また
、装飾凹部３７４は、文字輪郭線３７２に連続し、文字輪郭線３７２と同一色（例えば、
金色）で発光しない設定とされ、文字線３７１及び外周輪郭線３７３が発光しても、その
近傍で発光しない部位を形成する。
【０１４９】
　線状溝部３７６は、装飾凹部３７４における輪郭接続部３７７の長さ範囲に比して、文
字の外形線の連続する方向に沿って長く形成されている。このため、装飾凹部３７４によ
り文字線内に入り込む凹み領域が大きく設けられ、文字の外形部分から中央側に入り込ん
だ物体が文字線の連続する方向に沿って滲んでいくかのような斬新な字体の装飾を付すこ
とができる。また、輪郭接続部３７７の長さ範囲は、線状溝部３７６より短く設定され、
突出線状部３７８が輪郭接続部３７７に向かって両側から突出し、突出線状部３７８及び
線状溝部３７６が連続する方向と文字の外形線とが一致する設定であるので、文字として
の識別性を高めることができる。
【０１５０】
　装飾起伏部３７５は、図１９（ｂ）に示すように、文字線の基端となる部分、終端とな
る部分、及び、文字線の折れ曲がる角部において文字線よりも相当細幅（詳細には略１０
分の１以下の幅）で文字の外側に向けて先を尖らせて突出した部位により形成される。装
飾起伏部３７５としては、単独で突出した部分と、複数の突出部分が近接して並んで配置
された部分とが設けられている。文字線の内側に凹んだ装飾凹部３７４は、両端を丸く形
成された柔らかな印象を遊技者に付与する一方、装飾起伏部３７５は先の尖った複数の部
分により刺激的な印象を遊技者に付与する。この文字形状により、遊技の状況に応じて遊
技者に癒しを付与したり、高揚感を付与したりして、異なった感情を抱かせることが可能
とされている。
【０１５１】
　外周輪郭線３７３は、文字線３７１に対して概ね外周形状に沿って文字線３７１を囲う
枠線状に形成され、文字線３７１の外形形状に対して外側に一定距離移動させる（オフセ
ットする）ことで得られる形に概ね形成されている。ただし、そのオフセットで得られる
はずの線に対して、文字線３７１における装飾凹部３７４（輪郭接続部３７７）により断
続した外形形状に対応した外側部分においては、装飾凹部３７４に対応するほどの凹みが
設けられずに、文字線３７１によって表示される文字の本来の外形に近い形状とされてい
る。すなわち、装飾凹部３７４に対して外周輪郭線３７３は、装飾凹部３７４の輪郭接続
部３７７が位置する側に僅かに凹んだ形状にして装飾凹部３７４より凹み量が少なく設定
され（例えば、「王」の文字の上側の横線部分）、又は装飾凹部３７４の輪郭接続部３７
７が位置する部位においても輪郭接続部３７７側に凹むことなく連続する形状（例えば、
「王」の文字の下側の横線における左側部分）とされている。言い換えれば、文字線３７
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１における装飾凹部３７４の開口に対応した外周輪郭線３７３の一部分は、その開口の両
側部分に対応した外周輪郭線３７３を延長した形とされ、文字線３７１に装飾凹部３７４
を付加した外形形状に対応した形とされている。なお、図１９（ａ）においては、「王」
の文字の下側の横線における左側の装飾凹部３７４に対して、装飾凹部３７４が無い場合
の文字の外形線を点線で例示している。
【０１５２】
　装飾起伏部３７５に対して外周輪郭線３７３は、複数の突出部分が並んだ箇所において
は、その先端部分に沿って連続することで装飾起伏部３７５に比べて起伏量が少なく設定
され（「王」の文字の上側の横線右側端部）、或いは装飾起伏部３７５に対応した箇所が
設けられずに文字の外形に従って連続する形状（「覇」の文字の一番上の横線右上側端部
）とされている。
【０１５３】
　外周輪郭線３７３は、文字側に一定距離移動させる（オフセットする）ことで文字線３
７１の外形に大部分が一致する形状であるが、装飾凹部３７４による装飾を有さない本来
の文字形状に近い文字の輪郭を形成する。このため、遊技者は、外周輪郭線３７３を通じ
て文字の外周形状の中で輪郭接続部３７７により分断された部位を補完して文字を識別す
ることができ、装飾凹部３７４により外形が識別し難くされた字体の文字であっても比較
的容易に識別することができる。
【０１５４】
　透明カバー３５２，３６２には、「王」の文字線３７１に対応した文字表示部３５２Ａ
，３６２Ａと、「王」の文字表示の文字輪郭線３７２に対応した文字輪郭部３５２Ｂ，３
６２Ｂとが設けられている。文字輪郭部３５２Ｂ，３６２Ｂは、文字表示部３５２Ａ，３
６２Ａに対して文字の外周部分を囲うようにして隣接して設けられている。文字表示部３
５２Ａ，３６２Ａ及び文字輪郭部３５２Ｂ，３６２Ｂの前面は、図１８に示すように、共
に前方を向く平面により形成され、文字表示部３５２Ａ，３６２Ａの前面が、文字輪郭部
３５２Ｂ，３６２Ｂの前面に対して後側に位置するように段差が設けられている。
【０１５５】
　文字輪郭部３５２Ｂ，３６２Ｂの前面は、図１８に示すように、文字表示部３５２Ａ，
３６２Ａに対して前面側に一段高く突出されることで表面に着色し易い設定とされ、メッ
キ又は塗装を付して銀色に着色され、裏面側からの光が透過しない、又は文字表示部３５
２Ａ，３６２Ａより光が透過し難く構成されている。文字輪郭部３５２Ｂ，３６２Ｂは、
「王」の文字表示の文字輪郭線３７２に対応して文字表示部３５２Ａ，３６２Ａの外縁を
囲う略一定幅の枠状に形成されている。
【０１５６】
　前カバー３５１，３６１の内縁３５１Ｂ，３６１Ｂに対しては、その内側に略一定幅で
文字輪郭部３５２Ｂ，３６２Ｂが設けられ、その文字輪郭部３５２Ｂ，３６２Ｂの幅に相
当する分だけ更に内側に外形線が位置するようにして文字表示部３５２Ａ，３６２Ａが設
けられている。なお、文字表示部３５２Ａ，３６２Ａにおいて、「覇」の文字における文
字線により囲われた島部分は、文字表示部３５２Ａ，３６２Ａよりも前面側に突出して文
字輪郭部３５２Ｂ，３６２Ｂと前面が同一位置に設定され、文字輪郭部３５２Ｂ，３６２
Ｂと同一色（例えば、金色）で裏面側からの光が透過しない、又は文字表示部３５２Ａ，
３６２Ａよりも光が透過し難い設定とされている。
【０１５７】
　文字輪郭部３５２Ｂ，３６２Ｂと、前カバー３５１，３６１の内縁３５１Ｂ，３６１Ｂ
との間には、図１８に示すように、文字輪郭部３５２Ｂ，３６２Ｂの幅より細幅で、且つ
、透明カバー３５２，３６２の裏面側から照射される光が前側に透過可能な隙間に対応し
た溝状の外周輪郭部３５２Ｃ，３６２Ｃが設けられている。この外周輪郭部３５２Ｃ，３
６２Ｃは、文字表示の外周輪郭線３７３に対応する。外周輪郭線３７３は、文字の輪郭部
分として透光性を有しない文字輪郭部３５２Ｂ，３６２Ｂと、文字輪郭部３５２Ｂ，３６
２Ｂの外側において透光性を有しない前カバー３５１，３６１との間に形成される溝によ
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り正面視線状に形成され、その線状部分が発光する構成とされている。
【０１５８】
　透明カバー３５２，３６２の外周部分には、文字輪郭部３５２Ｂ，３６２Ｂに対して後
側に突出した後側壁部３５２Ｄ，３６２Ｄと、その後側壁部３５２Ｄ，３６２Ｄの突出側
端部から外方側に突出した鍔状の外縁部３５２Ｅ，３６２Ｅとが設けられている。外縁部
３５２Ｅ，３６２Ｅは、前カバー３５１，３６１の内縁３５１Ｂ，３６１Ｂより後側にお
いて外方側に突出し、前カバー３５１，３６１の裏面に対して重なりつつ接触している。
透明カバー３５２，３６２の裏面側から照射される光は、外周輪郭部３５２Ｃ，３６２Ｃ
の後側において透光性を有する外縁部３５２Ｅ，３６２Ｅと後側壁部３５２Ｄ，３６２Ｄ
とを透過し、外周輪郭部３５２Ｃ，３６２Ｃが発光する。
【０１５９】
　導光拡散部材３５３，３６３は、透明カバー３５２，３６２の裏面側において透明カバ
ー３５２，３６２と略同一の外形形状に形成され、透明カバー３５２，３６２に対して光
を照射する部材である。発光基板３５４，３６４には、導光拡散部材３５３，３６３の外
縁部分に対して外周側から板面内に光を照射する光源としての文字用ＬＥＤ３５６が多数
設けられ、この文字用ＬＥＤ３５６の発光が導光拡散部材３５３，３６３を通じて透明カ
バー３５２，３６２側に照射される。
【０１６０】
　導光拡散部材３５３，３６３は、透明な合成樹脂により薄板シート状に形成され、光を
分散させる光拡散シート３５３Ａ，３６３Ａと、透明な合成樹脂を成形して形成された板
状の導光板３５３Ｂ，３６３Ｂとを前後に重ね合わせて構成され、光拡散シート３５３Ａ
，３６３Ａと板状の導光板３５３Ｂ，３６３Ｂとは、内外の扉体３０１Ｒ，３０２Ｒにお
いてそれぞれ略同一の外形に形成されている。
【０１６１】
　光拡散シート３５３Ａ，３６３Ａは、表面が粗くざらついた形状とされ、導光板３５３
Ｂ，３６３Ｂにより導かれた光を拡散して透明カバー３５２，３６２側に照射する。導光
板３５３Ｂ，３６３Ｂの裏面には、後側に膨出した凸部が縦横に多数並んで設けられ、文
字用ＬＥＤ３５６によって導光板３５３Ｂ，３６３Ｂの外周側すなわち前後方向に直交す
る方向側より照射された光を前側に反射可能とされている。この導光板３５３Ｂ，３６３
Ｂの裏面の凸部は、小径の半球状に形成され、文字用ＬＥＤ３５６からの光として上下左
右及び斜め方向のいずれの方向側から照射された光でも前側へ反射可能とされている。ま
た、導光板３５３Ｂ，３６３Ｂの裏面は、塗装等により白色に着色され、光が後側へ漏れ
ることなく前側へ照射され易くされている。文字表示部３５２Ａ，３６２Ａは、光拡散シ
ート３５３Ａ，３６３Ａの裏面が白色に設定され、光拡散シート３５３Ａ，３６３Ａの表
面が粗くざらついて形成されることで正面側から白色に見える設定とされ、文字用ＬＥＤ
３５６から照射された光の色で発光し易く設定されている。外周輪郭部３５２Ｃ，３６２
Ｃは、細幅で溝状に構成されるため、正面側から見た場合に黒い線として視認可能であり
、文字用ＬＥＤ３５６から照射された光の色で線部分が発光する設定とされている。
【０１６２】
　発光基板３５４，３６４は、内側扉体３０２Ｒ及び外側扉体３０１Ｒの外形より上下長
さ及び横幅が僅かに小さく形成され、中央側部分が開口した内縁３５４Ａ，３６４Ａを有
する形状とされ、前カバー３５１，３６１に対しては僅かに小さな大きさとされている。
すなわち、発光基板３５４，３６４は、上下方向に連続する縦長の基部に対し、その上下
の端部より横方向に突出部が連続して文字の周りを囲う形状とされている。
【０１６３】
　発光基板３５４，３６４の大部分は、図１８に示すように、導光拡散部材３５３，３６
３に対して前後に重なることなく、また、透明カバー３５２，３６２に重なることなく、
文字表示部３５２Ａ，３６２Ａに対して外側にずれて位置している。発光基板３５４，３
６４と前カバー３５１，３６１との間部分には、電子部品を配置可能な隙間が設けられ、
発光基板３５４，３６４の前面であって導光拡散部材３５３，３６３に重ならない位置に
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文字用ＬＥＤ３５６を含む電子部品（一部図示省略）が搭載される。このため、導光拡散
部材３５３，３６３の裏面に対しては発光基板３５４，３６４の前面が近接して設置され
、内側扉体３０２Ｒ及び外側扉体３０１Ｒとしての前後の厚みを薄くして設計自由度を高
めることができる。
【０１６４】
　発光基板３５４，３６４は、図２０に示すように、文字表示部３５２Ａ，３６２Ａに対
して上下及び左右方向に相当する周辺部分において前カバー３５１，３６１に対する固定
に用いられる貫通穴を中心とする固定部３５４Ｂ，３６４Ｂが複数設けられている。この
固定部３５４Ｂ，３６４Ｂには、ネジ又は後カバー３５５に設けられる位置決め用の軸部
が嵌め合わされ、前カバー３５１，３６１と発光基板３５４，３６４との組合せにより、
右側扉ユニット２２４Ｒの外周部分の剛性が高められ、特に回動しつつ移動する内側扉体
３０２Ｒの剛性が高められることにより、右側扉ユニット２２４Ｒを高速に移動可能とし
つつ変形や破損が生じ難いものとされている。
【０１６５】
　発光基板３５４，３６４には、図２０に示すように、「覇王」の文字の外周に沿って多
数の文字用ＬＥＤ３５６が点在して設けられている。文字用ＬＥＤ３５６は、発光基板３
５４，３６４の板面と平行に、すなわち、前後方向に垂直な方向に光を照射するＬＥＤで
構成され、例えば、ＲＧＢの３色の発光によりフルカラーの発光が可能なＬＥＤにより構
成されている。文字用ＬＥＤ３５６は、外周輪郭線３７３に対して文字線３７１側とは反
対側となる外側に配置され、正面視で文字用ＬＥＤ３５６の長手方向に垂直な方向に光を
照射する仕様であって、文字線３７１側に光を照射する向きに設置されている。
【０１６６】
　文字用ＬＥＤ３５６の一部は、文字線３７１における装飾凹部３７４（特に輪郭接続部
３７７）に対応した外側に配置され、装飾凹部３７４により文字の外形とは異なる外形と
された箇所近傍において外周輪郭線３７３が高輝度で発光し、文字の外形の連続する方向
を示唆する設定とされている。
【０１６７】
　文字表示部３５２Ａ，３６２Ａの中央側に相当する文字用ＬＥＤ３５６から離間した箇
所は、文字用ＬＥＤ３５６により照射された光が広範囲に分散し、面状に発光しやすい設
定とされている。このため、前後幅の薄い内側扉体３０２Ｒ及び外側扉体３０１Ｒにより
、文字の線幅が太く設定された領域全体を一様に発光させることができる。よって、限ら
れた前後幅内で文字の裏面側に光源を重ねて配置することで文字の一部が局所的に高輝度
に点発光してしまうという見栄えの低下を好適に回避できる。
【０１６８】
　発光基板３５４，３６４に設けられる文字用ＬＥＤ３５６は、「覇王」の文字に対して
外周側から中央側に向けて光を照射する向きに設けられている。このため、「覇王」の文
字の中央側を含む全域に光を照射することができ、「覇王」の文字の中央側部分に重なる
部位に文字用ＬＥＤ３５６を設けなくても良い。よって、「覇王」の文字の外形に沿って
発光基板３５４，３６４の内縁部分を形成し、文字の中央側部分に重なる領域を基板で構
成しなくても十分に文字用ＬＥＤ３５６を搭載することができ、その内縁側部分において
開口形成された部位に相当する分、発光基板３５４，３６４を軽量化することができる。
【０１６９】
　この場合において「覇王」の文字が大型化しても、その分発光基板３５４，３６４の開
口部分を大型化するため、発光基板３５４，３６４を軽量に形成することができる。よっ
て、外側扉体３０１Ｒ及び前記内側扉体３０２Ｒの移動速度に対してモータ等の動力源の
性能を抑えてコスト増を抑えつつ、回動動作を伴う内側扉体３０２Ｒの高速移動を実現す
ることができる。
【０１７０】
　なお、発光基板３５４，３６４の内縁３５４Ａ，３６４Ａの形状は、文字用ＬＥＤ３５
６の配置位置によって決定することができ、文字用ＬＥＤ３５６が搭載可能であれば、文
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字の外形に沿って形成されても良いし、文字の外形を簡略化した形、例えば文字の外形を
縦線と横線とにより近似した形で形成されても良い。また、発光基板３５４，３６４の内
縁３５４Ａ，３６４Ａは、文字の外形に対して必ずしも一致させる必要はなく、文字の外
形より部分的に又は全体的に小さくても良いし、部分的に又は全体的に大きく形成されて
も良い。
【０１７１】
　ここで、透明カバー３５２，３６２及び導光拡散部材３５３，３６３において「王」の
文字が左右に連続する文字中央側部分について説明する。内側扉体３０２Ｒ及び外側扉体
３０１Ｒの透明カバー３５２，３６２は、図１８に拡大視して示すように、文字表示部３
５２Ａ，３６２Ａにおける前後厚みが文字の切断箇所を通じて左右に連続して一定とされ
ている。すなわち、透明カバー３５２，３６２において文字の切断箇所に対応して形成さ
れる中央側端部３５２Ｆ，３６２Ｆには補強リブ等が設けられず、この中央側端部３５２
Ｆ，３６２Ｆの前後幅Ｗ１は、各文字表示部３５２Ａ，３６２Ａにおいて中央側端部３５
２Ｆ，３６２Ｆから離間した部分における板面の厚みと同一の設定とされている。この中
央側端部３５２Ｆ，３６２Ｆの前後幅Ｗ１は、図１６及び図１７に示すように、文字表示
部３５２Ａ，３６２Ａに相当する上下の高さ区間の全域において一定とされている。
【０１７２】
　同様に、内側扉体３０２Ｒ及び外側扉体３０１Ｒの導光拡散部材３５３，３６３は、文
字表示部３５２Ａ，３６２Ａの裏面側において前後厚みが文字の切断箇所を通じて左右に
連続して一定とされている。すなわち、導光拡散部材３５３，３６３において文字の切断
箇所の裏面側に対応する中央側端部３５３Ｃ，３６３Ｃには補強リブ等が設けられず、こ
の中央側端部３５３Ｃ，３６３Ｃの前後幅Ｗ２は、各文字表示部３５２Ａ，３６２Ａにお
いて中央側端部３５３Ｃ，３６３Ｃから離間した部分における板面の厚みと同一の設定と
されている。この中央側端部３５３Ｃ，３６３Ｃの前後幅Ｗ２は、図１６及び図１７に示
すように、文字表示部３５２Ａ，３６２Ａにおける上下の高さ区間の全域において一定と
されている。
【０１７３】
　透明カバー３５２，３６２及び導光拡散部材３５３，３６３において、文字表示部３５
２Ａ，３６２Ａが設けられる領域に対して、補強等の目的でリブを設けると、そのリブの
突出部分が遊技者から直視されたり、又は、突出部分において光の拡散状態が他の部位と
異なったりして、文字表示部３５２Ａ，３６２Ａの文字の見栄えを損ねてしまう。このた
め、本実施形態においては、透明カバー３５２，３６２及び導光拡散部材３５３，３６３
における文字表示部３５２Ａ，３６２Ａに対応した部位は文字の切断箇所を含めて一定の
厚みに設定し、左右に分断された内側扉体３０２Ｒ及び外側扉体３０１Ｒにて形成した文
字表示部３５２Ａ，３６２Ａであっても、遊技者から見た場合に一体感のある文字装飾を
可能としている。
【０１７４】
　ここで、「覇」の文字のように、島状の部位が文字線３７１の外形内に存在する文字を
文字表示部３５２Ａ，３６２Ａによって表示する場合には、この島状部分の裏面側に補強
等の目的でのリブを設けても良く、これにより、見栄えを低下させることもない。文字表
示部３５２Ａ，３６２Ａにより表示する文字として、「覇」の文字以外にも、例えば、「
日」、「激」といった文字線３７１の外形内に島状の部位が存在する文字を設定し、その
島状の部分が左右に切断される位置に文字を配置することが好ましい。
【０１７５】
　透明カバー３５２，３６２の中央側端部３５２Ｆ，３６２Ｆは、図１８に示すように、
その前後の角部が略直角に尖った形状とされている。また、導光拡散部材３５３，３６３
における中央側端部３５３Ｃ，３６３Ｃについても、その導光拡散部材３５３，３６３を
構成する光拡散シート３５３Ａ，３６３Ａにおける前後の角部及び導光板３５３Ｂ，３６
３Ｂにおける前側の角部は、略直角に尖った形状とされている。導光拡散部材３５３，３
６３の中央側端部３５３Ｃ，３６３Ｃにおける裏面側は、端面に対して裏面が略直角方向
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側に連続するようにされ、その角部が尖った形状とされている。透明カバー３５２，３６
２の中央側端部３５２Ｆ，３６２Ｆ及び導光拡散部材３５３，３６３の中央側端部３５３
Ｃ，３６３Ｃは、作動状態において、僅かの隙間を隔てて、ほぼ面接触するように隙間無
く対面し、また、その対面部分の直前で近い位置に回動軸Ｌが位置するために、透明カバ
ー３５２，３６２及び導光拡散部材３５３，３６３において、それら中央側端部３５３Ｃ
，３６３Ｃに前後のずれがほぼ生じない設定とされている。
【０１７６】
　透明カバー３５２，３６２の中央側端部３５２Ｆ，３６２Ｆ及び導光拡散部材３５３，
３６３の中央側端部３５３Ｃ，３６３Ｃは、尖った角部が変形や破損をしたり、対面する
部位に傷がついたりすると文字の一体感を損ねてしまうため、作動状態において互いに当
接しないように僅かな隙間が設けられる。これら中央側端部３５２Ｆ，３６２Ｆ，３５３
Ｃ，３６３Ｃに対し、それらの上側及び下側に、図１６及び図１７に示すように、中央側
端部３５２Ｆ，３６２Ｆ，３５３Ｃ，３６３Ｃの中央側端面と同一方向側を向くようにし
て、前カバー３５１，３６１の対面部３５１Ａ，３６１Ａが設けられ、作動状態となった
場合に外側扉体３０１Ｒに当接する位置決め面として機能する。
【０１７７】
　中央側端部３５２Ｆ，３６２Ｆ，３５３Ｃ，３６３Ｃに対して対面部３５１Ａ，３６１
Ａは、上下に近接して設けられている。また、上下の対面部３５１Ａ，３６１Ａに対して
中央側端部３５２Ｆ，３６２Ｆ，３５３Ｃ，３６３Ｃが設けられる内側とは逆側となる上
下両側に、内側扉体３０２Ｒと外側扉体３０１Ｒとを連結するヒンジ部材３０３Ｕ，３０
３Ｌが設けられている。よって、作動状態への移動が高速で行われて内側扉体３０２Ｒ及
び外側扉体３０１Ｒの端面が勢い良く当接しても、上下の対面部３５１Ａ，３６１Ａによ
って中央側端部３５２Ｆ，３６２Ｆ，３５３Ｃ，３６３Ｃの上下両側を確実に支持し、中
央側端部３５２Ｆ，３６２Ｆ，３５３Ｃ，３６３Ｃの隙間が少なく設定されても、それら
の接触を防止することができる。従って、遊技者側から見た場合に一体感のある文字装飾
を長期にわたって維持することができる。
【０１７８】
　待機状態においては、内側扉体３０２Ｒは、その装飾面３５５Ａが斜め前側を向いた状
態まで回動し、透明カバー３５２，３６２の中央側端部３５２Ｆ，３６２Ｆ及び導光拡散
部材３５３，３６３の中央側端部３５３Ｃ，３６３Ｃは、遊技者側からは装飾面３５５Ａ
の裏側に位置して内側扉体３０２Ｒによって視認し得ない配置とされる（図５（ｂ）参照
）。このため、透明カバー３５２，３６２及び導光拡散部材３５３，３６３を中央部分で
切断した形状として一体感のある装飾機能を保持しつつ、その切断された端面が待機状態
においても遊技者から視認されることがなく、待機状態における見栄えも良いものとする
ことができる。
【０１７９】
　上記した構成の他、右側扉ユニット２２４Ｒには、内側扉体３０２Ｒには、前カバー３
５１の下側にネジ止めされて後側突出部３２１を形成する後側突出部材３５７と、内側扉
体３０２Ｒに設けられる発光基板３５４を外側扉体３０１Ｒの発光基板３６４に電気的に
接続する平板帯状のフラットケーブル３５８が設けられている。表示制御装置１１４には
、フラットケーブル３５８及び外側扉体３０１Ｒの発光基板３６４を介して内側扉体３０
２Ｒの発光基板３５４が電気的に接続される。また、外側扉体３０１Ｒには、前カバー３
６１の下側にネジ止めされて外扉支持部３１３及び動力伝達部３１５を形成する外扉下側
部材３６５と、外側扉体３０１Ｒの前カバー３６１に対して後側よりネジ止めされて配線
を外側扉体３０１Ｒに固定するための配線固定具３６６が設けられている。後側突出部材
３５７及び外扉下側部材３６５は、メッキ等の装飾を施す前カバー３５１，３６１とは別
部品として成形され、摺動性及び耐摩耗性に優れたポリアセタール等の合成樹脂製とされ
ている。
【０１８０】
　上記した動作ユニット２２１の文字形状及び発光に関する構成による作用及び効果につ
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いて説明する。表示制御装置１１４がモータ２３２を制御して動作ユニット２２１が待機
状態から作動状態とされると、４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒによ
って略平面状の文字表示面３３０が形成され、文字表示面３３０に表示される「覇王」の
文字が遊技者の位置する前側より視認可能となる。作動状態においては、表示制御装置１
１４が文字用ＬＥＤ３５６を制御し、その制御による文字用ＬＥＤ３５６の発光に対応し
て「覇王」の文字が発光する。遊技者は、４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３
０２Ｒの動作と「覇王」の文字表示により通常の遊技状態とは異なる有利な遊技状態への
遷移を期待する。
【０１８１】
　「覇王」の文字表示が短時間継続すると、表示制御装置１１４がモータ２３２を制御し
、動作ユニット２２１が待機状態へと遷移し、「覇王」の文字が遊技者から視認不能とさ
れる。作動状態とされる時間は、数秒間に設定され、遊技者は、その短時間の間だけ、「
覇王」の文字表示を視認する。
【０１８２】
　「覇王」の文字には、文字線３７１と、文字線３７１を囲う輪郭線３７２，３７３とが
設けられ、文字線３７１の外周形状には、所定の表示対象の識別に不必要な内側に凹んだ
装飾凹部３７４及び内外に起伏した装飾起伏部３７５が設けられている。この装飾凹部３
７４及び装飾起伏部３７５が設けられた「覇王」の文字は、一定幅で文字線が連続した単
純な字体に比べて外周形状が複雑であるので、装飾効果の高い文字として遊技者に視認さ
せることができる。
【０１８３】
　文字線３７１の装飾凹部３７４の外側部分に外周輪郭線３７３が設けられ、外周輪郭線
３７３は、文字線３７１における装飾凹部３７４に対応した部位が設けられることなく連
続し、又は装飾凹部３７４に対応した装飾凹部３７４側への凹み量が少なく設定されてい
る。この外周輪郭線３７３（外周輪郭部３５２Ｃ，３６２Ｃ）が、文字線３７１（文字表
示部３５２Ａ，３６２Ａ）の外周形状に沿って文字線３７１を囲う枠状に形成されている
ため、遊技者は、外周輪郭線３７３を視認することで文字の外周形状としては文字線３７
１の外周形状でなく外周輪郭線３７３に沿った形であることを無意識に感じ取り、文字の
外周形状を補完して文字を識別することとなり、文字を容易に識別することができる。よ
って、動作ユニット２２１の作動状態を短時間に設定し、遊技者が短時間しか視認し得な
い高速で動作する４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒであっても、また
、文字のサイズが大型化されて遊技者の視点から文字が大きさの割に近すぎることで識別
し難い場合であっても、複雑な外周形状の文字を設定可能としつつ、遊技者が文字を識別
できずに不快感を覚えることを防止することができる。
【０１８４】
　これにより、遊技者が遊技中にストレスを感じてしまい、遊技の継続意欲が減衰して別
の遊技機に移動し、又は一回遊技を止めた後の次回以降の遊技において他の機種を選定し
てしまうといった状況を回避できる。このため、遊技の面白みを理解するまでに時間を要
する複雑な仕様の機種であっても、その機種に対して遊技者が興味を削がれる事態を少し
でも回避することができ、より長期間にわたって遊技場で使用可能な遊技機を提供するこ
とができる。
【０１８５】
　なお、外周輪郭部３５２Ｃ，３６２Ｃを形成する枠の線幅は、文字表示部における線幅
に対して、相当細幅に設定することが好ましく、例えば、略１０分の１以下の細幅に設定
されていることが好ましい。これにより、文字表示部３５２Ａ，３６２Ａの形成領域を大
きく確保して文字の装飾効果が発揮され易いものとすることができる。
【０１８６】
　文字用ＬＥＤ３５６の発光により文字表示部３５２Ａ，３６２Ａと外周輪郭部３５２Ｃ
，３６２Ｃとが発光し、その間部分の文字輪郭部３５２Ｂ，３６２Ｂは、裏面側からの光
が透過しないか、又は文字表示部３５２Ａ，３６２Ａより光が透過し難い設定であるので
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相対的に暗くなる。よって、文字表示部３５２Ａ，３６２Ａから離間して設けられる外周
輪郭部３５２Ｃ，３６２Ｃが細幅であっても形状が認識し易い目立った態様とすることが
できる。なお、文字輪郭部３５２Ｂ，３６２Ｂの幅は、文字表示部３５２Ａ，３６２Ａの
線幅以下に設定され、且つ、外周輪郭部３５２Ｃ，３６２Ｃの枠の線幅に対して１０倍以
上に太く設定することが、外周輪郭部３５２Ｃ，３６２Ｃの形を認識し易くするために好
ましい。
【０１８７】
　文字表示部３５２Ａ，３６２Ａに対応する文字線３７１には、装飾凹部３７４として、
線状溝部３７６と輪郭接続部３７７とが設けられ、輪郭接続部３７７を通じて「覇王」の
文字の外周の内側に線状溝部３７６が大きく形成される。このため、文字の形状として斬
新さが加えられて装飾効果の高い文字表示面３３０を形成することができる。また、線状
溝部３７６の長さより短い幅範囲で外周部分と線状溝部３７６とが輪郭接続部３７７によ
り接続され、この輪郭接続部３７７に対して外側に外周輪郭部３５２Ｃ，３６２Ｃに対応
する外周輪郭線３７３が位置して、「覇王」の文字の外周形状を補完する形となる。この
ため、文字表示部３５２Ａ，３６２Ａにより表現された「覇王」の文字は、遊技者が識別
し易いものとすることができる。
【０１８８】
　なお、線状溝部３７６は、「覇王」の文字を形成する線幅の中央より外側位置にて連続
する溝部を形成するものとすることが、文字の識別し易さを高く維持しつつ、装飾効果と
しても文字の外周部分に光沢があるような形状とすることができて好ましい。この場合に
おいて、文字輪郭部３５２Ｂ，３６２Ｂは、光を反射可能な表面処理として、例えば、メ
ッキ加工、アルミ蒸着の他、金色若しくは銀色等の塗装や印刷等の処理が付されて線状溝
部３７６及び輪郭接続部３７７の範囲まで同一色で連続することが好ましく、線状溝部３
７６を設けた部分が実際に光を反射することとなって、質感の高い装飾を付すことができ
る。
【０１８９】
　外周輪郭部３５２Ｃ，３６２Ｃの裏面側における複数の箇所から文字表示部３５２Ａ，
３６２Ａの中央側に向けて光を照射する複数の文字用ＬＥＤ３５６と、文字用ＬＥＤ３５
６により照射された光を導光して文字表示部３５２Ａ，３６２Ａ及び外周輪郭部３５２Ｃ
，３６２Ｃの前側に向けて照射する導光板３５３Ｂ，３６３Ｂとを有するので、複数の発
光部が外周輪郭部３５２Ｃ，３６２Ｃ近くに設けられることとなる。よって、外周輪郭部
３５２Ｃ，３６２Ｃの輝度を高く設定し易く、細幅の外周輪郭部３５２Ｃ，３６２Ｃであ
っても文字の外周形状を遊技者に認識し易くすることができる。
【０１９０】
　複数の文字用ＬＥＤ３５６のうち一部の文字用ＬＥＤ３５６は、外周輪郭部３５２Ｃ，
３６２Ｃの裏面側であって装飾凹部３７４が設けられた部位に対応して文字の外側に相当
する外側位置に設けられている。このため、装飾凹部３７４が設けられた部位に対応した
外側位置において外周輪郭部３５２Ｃ，３６２Ｃを高輝度で発光させることができる。よ
って、文字表示部３５２Ａ，３６２Ａの外形線が装飾凹部３７４の輪郭接続部３７７によ
り分断されることで識別し難くなった箇所の外周形状が外周輪郭部３５２Ｃ，３６２Ｃの
中でも目立ち易く、「覇王」の文字を識別し易いものとすることができる。
【０１９１】
　（前側装飾ユニット）
　次に、前側装飾ユニット２２３について説明する。
【０１９２】
　前側装飾ユニット２２３は、図５から図７に示すように、横長略矩形状で前後方向に貫
通する貫通穴が大きく開口した枠状の部材である。前側装飾ユニット２２３は、動作ユニ
ット２２１及び表示装置１１２の表示面１１２ａといった装飾対象の外周部分を装飾する
機能を有し、前側装飾ユニット２２３により囲われた貫通穴部分を装飾空間とし、装飾空
間により遊技者が位置する前側から装飾対象を視認可能に構成されている。
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【０１９３】
　前側装飾ユニット２２３は、大別して上側において左右方向に連続する上側装飾体４０
１と、左右の両側部分において上下方向に連続する左側装飾体４０２及び右側装飾体４０
３と、下側において左右方向に連続する下側装飾体４０４とを有している。上下左右の装
飾体４０１～４０４は、分離可能に構成され、各装飾体４０１～４０４を組み合わせて枠
状の前側装飾ユニット２２３の形態とした後に、取付ベース２２２に取り付けられる。取
付ベース２２２に対しては、前側装飾ユニット２２３の後端側に突出して設けられる爪部
２２３Ａが係合し、また複数個所にてネジにより固定される。
【０１９４】
　以下においては、左右の装飾体４０２，４０３について説明をした後に、上下の装飾体
４０１，４０４について説明する。
【０１９５】
　左右の装飾体４０２，４０３は、図６等に示すように、ほぼ左右対称の形状とされ、上
述した４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒに対して左右両側において対
称形状を成す装飾部を形成する。以下、右側装飾体４０３を参照して説明し、左側装飾体
４０２の構成については右側装飾体４０３と同一の構成のために説明を省略する。
【０１９６】
　図２１は、前側から見た右側装飾体４０３の分解斜視図、図２２は、後側から見た右側
装飾体４０３の分解斜視図、図２３（ａ）は、右側装飾体４０３の前側部分の構成を示す
正面図、図２３（ｂ）は、右側装飾体４０３の前側部分の構成を示す背面図、図２４は、
右側装飾体４０３を水平方向に切断して下側部分を断面視した平面図である。なお、図２
３（ａ）においては、前側カバー体４１１の縁部分を他の外形線に比べて太く表示し、正
面視し得る透光体４１２の前面に模様を付している。
【０１９７】
　右側装飾体４０３は、図２１に示すように、前後に重ねて配置される複数の部材で構成
され、前側カバー体４１１と、透光体４１２と、導光体４１３と、後部ユニット４１４と
を備えている。前側カバー体４１１と透光体４１２と導光体４１３とは、前後に重ねられ
た状態でネジ４１５により一体化される。この一体化された前側カバー体４１１等に対し
て後部ユニット４１４が後側からネジ４１６により固定されることで右側装飾体４０３が
形成される。
【０１９８】
　前側カバー体４１１及び透光体４１２は、図２３（ａ）に示すように、上下方向を長手
方向として左右方向における幅が変動する装飾部４０５を形成する。以下、この装飾部４
０５を前側装飾部４０５と称す。前側装飾部４０５は、上側表示ユニット２００の右側端
部の外形に沿って外周部分を装飾する部位である。この前側装飾部４０５には、正面視に
おいて裏側を透視可能な複数の視認窓４０６（図２３（ａ）における前側装飾部４０５の
外形内の白色部分）が前後に貫通して設けられ、透かし彫りをした彫刻状に複数の視認窓
４０６を通じて裏面側が視認可能とされている。
【０１９９】
　前側カバー体４１１は、不透明な合成樹脂により形成され、また、表面部分にはメッキ
処理が付されて前面側を向く面が光沢のある色（例えば、金色又は銀色）とされている。
前側カバー体４１１は、前側装飾部４０５の外形を形成し、上下に連続すると共に、下側
において上側表示ユニット２００の外形に沿って左右方向における中央側に連続する形状
とされている。
【０２００】
　前側カバー体４１１は、前後に貫通する視認窓４０６を囲いつつ線幅が次第に変化する
曲線により形成された窓枠部４２１を有し、窓枠部４２１が前後に厚みを有して上下方向
及び左右方向に広がる平面に沿って連続することで複数の貫通穴４１１Ａが形成されてい
る。窓枠部４２１の表面には、幅方向おける中央側の一部分が突出するように起伏した形
状にして装飾が付されている。
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【０２０１】
　前側カバー体４１１の背面側には、図２２に示すように、窓枠部４２１より後側に円柱
状に突出した複数の取付軸部４２２Ａ～Ｃが設けられている。これら取付軸部４２２Ａ～
Ｃは、前側カバー体４１１を他の部材に連結するために使用される部位であり、上下方向
に離間して複数設けられ、先端部分には後側からネジを挿入させるためのネジ孔が設けら
れている。複数の取付軸部４２２Ａ～Ｃは、前側装飾部４０５と後部ユニット４１４とを
連結して固定するための取付軸部４２２Ａと、前側装飾部４０５と導光体４１３とを一体
化するための取付軸部４２２Ｂと、右側装飾体４０３と下側装飾体４０４とを固定するた
めの取付軸部４２２Ｃとに分類される。
【０２０２】
　取付軸部４２２Ａは、図２２に示すように、前側カバー体４１１の背面左側において上
下に離間して２カ所に設けられている。これら取付軸部４２２Ａに対応して、図２１に示
すように、後部ユニット４１４の前面右側端部には取付孔４３１が設けられ、取付軸部４
２２Ａが取付孔４３１に差し込まれた状態で後部ユニット４１４の後側からネジ４１６に
より固定される。これにより、前側装飾部４０５は、前後方向に交差する一方側に相当す
る右側を基端側とし、その逆側となる左側に突出して設けられた状態となる。また、取付
軸部４２２Ａにより、前側装飾部４０５の前面と後部ユニット４１４の前面とが前後方向
において重なりつつ離間して配置され、これらの前面に設けた装飾によって前後に離間し
て設けられる立体的な装飾を形成することができる。
【０２０３】
　取付軸部４２２Ｂは、図２２に示すように、前側カバー体４１１の背面左側において２
つの取付軸部４２２Ａの間にて上下方向に近接して２つ設けられている。取付軸部４２２
Ｂに対応して透光体４１２には前後に長く形成された円筒状の取付筒部４１２Ａが設けら
れ、導光体４１３には前後に貫通した取付孔４１３Ａが設けられている。取付軸部４２２
Ｂに対して透光体４１２の取付筒部４１２Ａが外側を囲うように嵌め合わされ、導光体４
１３の取付孔４１３Ａが位置合わせされた状態とされてから、後側より導光体４１３が前
側カバー体４１１にネジ４１５で固定される。これにより、前側カバー体４１１と透光体
４１２と導光体４１３とが一体化され、それらの前面部により前側装飾部４０５が形成さ
れる。
【０２０４】
　取付軸部４２２Ｃは、図２２に示すように、前側カバー体４１１の下側端部に設けられ
、上側表示ユニット２００を構成する下側装飾体４０４にネジ止めされる。これにより、
右側装飾体４０３と下側装飾体４０４とが一体化されて前側装飾ユニット２２３の一部が
形成される。
【０２０５】
　前側装飾部４０５の後側には、図５（ｂ）及び図２４に示すように、待機状態における
内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒの一部が前側装飾部４０５に対して後側に部分的に重なった
状態で収容される。図２４には、待機状態における右側の扉体３０１Ｒ，３０２Ｒの外形
概略を一点鎖線で示すと共に、回動軸Ｌの位置を黒丸で示している。動作ユニット２２１
の待機状態においては、上側表示ユニット２００の外側部分において、内側扉体３０２Ｒ
の前側端部と前側装飾部４０５の突出端側の端縁部分とが前後方向において近い位置に配
置される。図５（ｂ）に示すように、表示装置１１２の表示面１１２aと中心とし、その
左右両側に後カバー３５５が装飾面３５５Ａを中央側に向くようにして連続し、その両側
に前側装飾部４０５による前向きの装飾部分が連続した左右方向に連なる装飾部が形成さ
れる。
【０２０６】
　一方、動作ユニット２２１の作動状態においては、図５（ａ）及び図１５に示すように
、４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒが前側装飾部４０５の後側に重な
ることなく上側表示ユニット２００の中央側に位置する。前側装飾部４０５と後部ユニッ
ト４１４との前後の隙間から斜めに後部ユニット４１４が視認可能となり、前側装飾部４
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０５より後部ユニット４１４の前面が扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒの前
面と近い位置に配置され、前側装飾部４０５に対して後側位置に、後部ユニット４１４と
扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒとを組み合わせた装飾部が形成される。
【０２０７】
　透光体４１２は、透光性を有する透明又は半透明な合成樹脂製部材であり、複数のレン
ズ部４１２Ｂと、レンズ後側突部４１２Ｃと、レンズ接続部４１２Ｄとを有し、上下及び
左右に広がる形状に形成されている。透光体４１２は、前側カバー体４１１より上下の長
さと左右の幅とが共に小さく設定され、前側カバー体４１１の裏面側に配置されることで
前側から見て前側カバー体４１１の外周に対して収まる大きさとされている。
【０２０８】
　レンズ部４１２Ｂは、正面視において外形略円形の板状（円盤状）に形成されている。
レンズ部４１２Ｂは、上下方向に位置がずれて複数（例えば、５カ所）設けられている。
レンズ部４１２Ｂの前面は、隣に位置する窓枠部４２１の前面に対して延長方向に連続し
た面を形成する前後位置に設定されている。レンズ部４１２Ｂの前面は、部分球面状に前
側に凸状に膨出し、レンズ部４１２Ｂの裏面は、中央側の一部において部分球面状で前面
と略同一の曲率半径で後側に膨出した形状に設定されている。このレンズ部４１２Ｂの形
状設定により、レンズ部４１２Ｂは、後側装飾部４０７の表面を拡大視可能な拡大表示部
としての機能を有し、後側より照射される光をレンズ部４１２Ｂの表面において広範囲で
発光する設定とされている。
【０２０９】
　レンズ部４１２Ｂは、前側カバー体４１１の窓枠部４２１により形成される複数の貫通
穴４１１Ａに対して、一部の貫通穴４１１Ａの内側に設けられている。前側カバー体４１
１の窓枠部４２１の貫通穴４１１Ａは、レンズ部４１２Ｂの外形に対応した形状とされ、
詳細には、窓枠部４２１の貫通穴４１１Ａは、少なくとも一部分が円弧状に形成され、レ
ンズ部４１２Ｂの外形に対して、その外形に沿って近接する形状に窓枠部４２１が形成さ
れている。
【０２１０】
　窓枠部４２１においてレンズ部４１２Ｂの外形に沿った円弧状の部位は、レンズ部４１
２Ｂの中心部に対して前側装飾部４０５の突出基端側に相当する右側に少なくとも位置す
るように設けられている。例えば、上側から数えて計３つのレンズ部４１２Ｂのそれぞれ
に対して窓枠部４２１の貫通穴４１１Ａは、上方で時計の針の１２時に対応した位置から
下方の６時に対応した位置まで、レンズ部４１２Ｂを中心とした略１８０度の区間におい
て正面視右側部分に沿った円弧状に形成されている。このため、窓枠部４２１の貫通穴４
１１Ａは、レンズ部４１２Ｂに対して正面視左側に大きく広がる形状とされ、レンズ部４
１２Ｂより大きく開口している。
【０２１１】
　下側の２つのレンズ部４１２Ｂのそれぞれに対して窓枠部４２１の貫通穴４１１Ａは、
右側３時に対応した位置から上方の１２時に対応した位置まで、レンズ部４１２Ｂを中心
とした略２７０度の区間において正面視右側部分を含んだ円弧状に形成されている。この
ため、下側の２つの窓枠部４２１は、レンズ部４１２Ｂに対して正面視右上側に連続する
ことでレンズ部４１２Ｂより大きく開口している。
【０２１２】
　レンズ後側突部４１２Ｃは、図２２及び図２４に示すように、レンズ部４１２Ｂに対し
てその外形に沿った形状で後側に筒状に突出して形成されている。レンズ後側突部４１２
Ｃは、窓枠部４２１の貫通穴４１１Ａより一部又は全周において後側に突出する長さに設
定され、レンズ部４１２Ｂに対して窓枠部４２１の後側においてレンズ部４１２Ｂ同士を
接続可能としている。また、レンズ後側突部４１２Ｃは、レンズ部４１２Ｂの外形に沿っ
た形状で後側に筒状に突出し、レンズ部４１２Ｂに対して後側から照射される光をレンズ
部４１２Ｂの前面全体に効率良く導光可能としている。
【０２１３】
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　レンズ後側突部４１２Ｃの内径は、開口端側に相当する後側に向けて次第に広がる形状
とされ、レンズ後側突部４１２Ｃの内面が後側を向いた設定とされている。レンズ後側突
部４１２Ｃの外形は、略一定の大きさで前後に連続した形状とされている。レンズ後側突
部４１２Ｃの後側端縁に対しては、図２４に示すように、導光体４１３の先端部４１３Ｂ
が前後に重なるように後側から延びて設けられている。導光体４１３の先端部４１３Ｂの
高さ位置は、図２３（ｂ）に示すように、レンズ部４１２Ｂの中央部と略同一に設定され
ている。レンズ部４１２Ｂに対しては、導光体４１３を通じて光が照射され、レンズ部４
１２Ｂの中央側に光が照射されると共に、レンズ後側突部４１２Ｃにおいて光がレンズ部
４１２Ｂ側に反射することでレンズ部４１２Ｂが高輝度に発光する。また、レンズ後側突
部４１２Ｃ内に進入した光が板面内を通過して前側に導光されることで、レンズ部４１２
Ｂの外縁が円形に縁取られて発光し、レンズ部４１２Ｂによる装飾効果を高めている。更
に、レンズ部４１２Ｂの裏面において反射した光は、レンズ後側突部４１２Ｃの内面に照
射され、その内面で更に反射して後側に向かうことで、後部ユニット４１４の前面側に照
射される設定とされている。
【０２１４】
　レンズ後側突部４１２Ｃの外周の一部には、図２１及び図２２に示すように、複数のレ
ンズ部４１２Ｂを接続するためのレンズ接続部４１２Ｄが設けられる。レンズ接続部４１
２Ｄは、前側装飾部４０５の広がる上下及び左右の平面に沿って連なった線状であり、レ
ンズ接続部４１２Ｄが、上下５つのレンズ後側突部４１２Ｃに接続されている。レンズ接
続部４１２Ｄには、前側カバー体４１１の裏面側に重なる部位と、重ならない部位とがあ
り、図２３（ａ）に示すように、窓枠部４２１の貫通穴４１１Ａを通じてレンズ接続部４
１２Ｄの一部が前面側から視認可能とされている。レンズ接続部４１２Ｄにおいて前側カ
バー体４１１の裏面側に重なる部位は、前側カバー体４１１が不透明なので、前側から視
認し得ない設定とされている。
【０２１５】
　レンズ接続部４１２Ｄにおいて前側カバー体４１１と重ならない部位は、前側カバー体
４１１と同様、線幅が次第に変化する曲線状に形成され、その表面には、前側カバー体４
１１の前面と同様の装飾を付した形態とされ、線幅の中央側部分において線の連続方向に
沿って稜線が形成されるように前側に突出した形状とされている。前側カバー体４１１は
不透明に設定される一方、レンズ接続部４１２Ｄが透光性材料により形成されることで、
前側装飾部４０５は複数色で構成された一体感のある装飾とすることができる。
【０２１６】
　レンズ接続部４１２Ｄは、レンズ後側突部４１２Ｃに対して一体成形されており、レン
ズ後側突部４１２Ｃから連続した形状とされている。このため、レンズ後側突部４１２Ｃ
の板面内に入射された光の一部はレンズ接続部４１２Ｄに導光され、レンズ部４１２Ｂの
前面に比して低輝度でレンズ接続部４１２Ｄが窓枠部４２１の貫通穴４１１Ａ内において
発光可能とされている。
【０２１７】
　ここで、前側装飾部４０５においては、正面視において、窓枠部４２１の貫通穴４１１
Ａ内にレンズ部４１２Ｂとレンズ接続部４１２Ｄの一部とが配置され、それらを除いた領
域が視認窓４０６を形成している。また、窓枠部４２１の貫通穴４１１Ａ内に視認窓４０
６とレンズ部４１２Ｂとが隣に位置するようにして設けられ、レンズ部４１２Ｂの外形の
一部により視認窓４０６の外形が形成される。また、レンズ部４１２Ｂとレンズ接続部４
１２Ｄとは、透光性材料で形成されているので、空間としての視認窓４０６に加えてレン
ズ部４１２Ｂとレンズ接続部４１２Ｄとにおいても後部ユニット４１４の前面が歪んだ状
態で視認可能となり、視認窓４０６のみで後側が視認可能とされる場合に比して後部ユニ
ット４１４の見栄えに変化が生じて立体的な装飾の効果が高められている。
【０２１８】
　導光体４１３は、透光性を有する合成樹脂、例えばアクリル樹脂により形成され、レン
ズ部４１２Ｂの裏面に光を導光して照射するための部材である。導光体４１３は、レンズ
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部４１２Ｂの略中心に対して後側に先端部４１３Ｂが位置し、前側装飾部４０５の突出基
端側に相当する右側へ連続する断面略円形状の複数の導光軸部４１３Ｃと、複数の導光軸
部４１３Ｃの間を接続する導光接続部４１３Ｄとを有している。導光軸部４１３Ｃは、レ
ンズ部４１２Ｂの数及び高さ位置に対応して上下に離間して複数（例えば、５つ）設けら
れている。
【０２１９】
　各導光軸部４１３Ｃは、図２４に示すように、前側装飾部４０５の突出基端側に相当す
る右側端部からレンズ部４１２Ｂの裏面に達する位置まで直線的に延びた線状部４１３Ｅ
と、左側端部において前方側に向かって曲線状に屈曲した屈曲部４１３Ｆと、屈曲部４１
３Ｆの先において左斜め前側に向けて突出した先端部４１３Ｂとを有する。ただし、導光
軸部４１３Ｃのうち、一番上のレンズ部４１２Ｂと下から２番目のレンズ部４１２Ｂに対
応した２つの導光軸部４１３Ｃは、レンズ部４１２Ｂの裏面側に重なるように位置してい
るために線状部４１３Ｅに相当する部位が設けられず、屈曲部４１３Ｆと先端部４１３Ｂ
とにより構成される。
【０２２０】
　導光軸部４１３Ｃは、図２３（ａ）に示すように、正面視において少なくとも一部がレ
ンズ部４１２Ｂの後側に位置し、正面視においてレンズ部４１２Ｂの右側に位置する部分
は前側カバー体４１１の窓枠部４２１に重なる設定とされている。このため、導光軸部４
１３Ｃは、視認窓４０６の開口領域内に位置させることなく、その開口領域に対する裏面
側を避けて配置され、レンズ部４１２Ｂ及び窓枠部４２１の裏面側を経由してレンズ部４
１２Ｂの後側に連続する形状とされている。窓枠部４２１は不透明なので、前面側から導
光軸部４１３Ｃは直視できず、導光軸部４１３Ｃから光が外方に出力されても、それが遊
技者に直視されることが無い。よって、導光軸部４１３Ｃの存在による装飾部の見栄えの
低下を防止することができる。なお、導光軸部４１３Ｃを構成する導光体４１３に比して
透光体４１２を、濃色に設定する、例えば、導光体４１３を無色透明とし、透光体４１２
を有色（青色）の透光体で構成することが、透光体４１２の後側に重なって位置する導光
軸部４１３Ｃの存在を遊技者から視認し難くすることができて好ましい。
【０２２１】
　ここで、導光体４１３の線状部４１３Ｅは、レンズ部４１２Ｂに対しての導光を主とし
つつも後側に光が出力される程度に表面に起伏を設けておくことが好ましい。また、導光
体４１３の屈曲部４１３Ｆは、その外周側に相当する左斜め後側にも一部の光が出力され
る曲率半径に設定されることが好ましい。これにより、後部ユニット４１４の前面を、専
用の照明部品を設けることなく導光体４１３を用いて発光させることができる。
【０２２２】
　導光体４１３の先端部４１３Ｂは、図２４に示すように、略半球状に形成され、レンズ
部４１２Ｂの裏面に対して中心より前側装飾部４０５の突出基端側に相当する右側にずれ
た位置に配置されている。また、導光体４１３の先端部４１３Ｂは、屈曲部４１３Ｆより
左斜め前側に連続した形状とされ、レンズ部４１２Ｂに対しては右斜め後側からレンズ部
４１２Ｂの中央側に向かって先端部４１３Ｂが突出している。このため、導光体４１３の
先端部４１３Ｂから照射された光は、レンズ部４１２Ｂの裏面中央側に向かい易く、レン
ズ部４１２Ｂの全体を明るく光らせることができる。また、レンズ部４１２Ｂの裏面中央
部分において反射する一部の光は、先端部４１３Ｂより左側を通過して後部ユニット４１
４に反射し易いので、後部ユニット４１４の前面も効率良く発光させることができる。
【０２２３】
　導光軸部４１３Ｃの基端側に相当する右側の端面は平面状に形成され、その先に設けら
れる装飾用ＬＥＤ４１７に近接して対面している。このため、装飾用ＬＥＤ４１７の光が
効率良く導光軸部４１３Ｃに入射され、レンズ部４１２Ｂ等を高輝度で発光可能としてい
る。
【０２２４】
　導光接続部４１３Ｄは、前後方向に厚みを有する板状を成し、上下に離間して設けられ
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る導光軸部４１３Ｃの間に位置して上端及び下端が導光軸部４１３Ｃに接続された形状と
されている。導光接続部４１３Ｄは、透光体４１２及び前側カバー体４１１により前面側
が覆われる領域内に設けられ、導光軸部４１３Ｃと同様、視認窓４０６の開口領域に対し
て裏面側に重ならない形状に形成されている。
【０２２５】
　導光接続部４１３Ｄの厚みは、導光軸部４１３Ｃの外径より小さく設定され、導光軸部
４１３Ｃの線状部４１３Ｅの前端より導光接続部４１３Ｄの前面が後側に位置し、線状部
４１３Ｅの後端より導光接続部４１３Ｄの後面が前側に位置している。導光接続部４１３
Ｄ内には、導光軸部４１３Ｃに入射した光の一部が入り込み、導光接続部４１３Ｄの前後
及び左側の端面から光が漏れ出すことで後部ユニット４１４の前面が発光する。
【０２２６】
　導光接続部４１３Ｄの前面側には、透光体４１２の取付筒部４１２Ａの後側端面が対面
する。導光接続部４１３Ｄの前面及び透光体４１２の取付筒部４１２Ａの後側端面は、共
に前後方向に垂直な平面状に形成され、いずれも透光性を有している。このため、導光接
続部４１３Ｄの板面内を通過する光が取付筒部４１２Ａ側に出力されて取付筒部４１２Ａ
内に入り込み、取付筒部４１２Ａが発光可能とされ、取付筒部４１２Ａの外周面からも後
部ユニット４１４の前面を発光させることができる。また、取付筒部４１２Ａは、前側カ
バー体４１１と透光体４１２と導光体４１３とを一体化させるための部位であり、この部
位に後部ユニット４１４を発光させる他の機能を付加することができる。
【０２２７】
　ここで、導光体４１３に設けられる取付孔４１３Ａは、導光接続部４１３Ｄに設けられ
ており、その後側縁部分が面取りされた形状とされている。この面取り部分は、前後方向
に対して略４５度傾斜し、取付孔４１３Ａの後側全周に形成され、ネジ４１６の頭部が入
り込む設定とされている。このため、導光接続部４１３Ｄからの光が取付孔４１３Ａの後
側縁部分及びネジ４１５の表面により反射して取付筒部４１２Ａ側に導光され易く、後部
ユニット４１４の前面が高輝度で発光し易い設定とされている。なお、透光体４１２と導
光体４１３とは、共に同一の材料で形成され、導光接続部４１３Ｄの前面及び透光体４１
２の取付筒部４１２Ａの後側端面が隙間無く密着した状態で固定されることが好ましい。
これにより、取付筒部４１２Ａを一層高輝度で発光させることができる。また、前側カバ
ー体４１１の裏面は、反射し易い色に設定されることが好ましく、光沢のある色（例えば
銀色）又は明るい色（例えば白色）に設定されることが好ましい。これにより、導光接続
部４１３Ｄ、導光軸部４１３Ｃ及び取付筒部４１２Ａから前側に向けて出力された光が前
側カバー体４１１の裏面によって後側に反射し易くなり、後部ユニット４１４の前面を一
層高輝度に発光させることができる。
【０２２８】
　後部ユニット４１４は、後部ベース部材４３２と、後部ベース部材４３２に取り付けら
れる発光基板４３３と後部装飾部材４３４とを有している。後部ベース部材４３２は、Ａ
ＢＳ等の合成樹脂の表面全体にメッキ又は塗装を付して銀色に着色された部材である。後
部ベース部材４３２は、後部ユニット４１４の外形とほぼ同一の上下長さ及び横幅を有す
る大きさに形成され、後部ユニット４１４の主体を成す。後部ベース部材４３２の前面及
び左側面は、表面形状が起伏することで装飾の模様が付されている。
【０２２９】
　後部ベース部材４３２の前面には、右側に向かって放射状に連続する銀色帯状の装飾部
が上下に間隔を隔てて多数設けられ、その間部分が横長の開口を有する形状とされている
。この開口に対しては、後側から後部ベース部材４３２に重ねて取り付けられる後部装飾
部材４３４の前側部分が入り込むようにして配置される。この後部装飾部材４３４と後部
ベース部材４３２とにより、作動状態における動作ユニット２２１の外側を装飾する後側
装飾部４０７が形成される。
【０２３０】
　後部装飾部材４３４は、着色された透光性を有する合成樹脂製部材であり、後部ベース
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部材４３２の開口部を通じて後側装飾部４０７の一部を構成する。後部装飾部材４３４は
例えば青色に着色されると共に表面に微細な網状の模様が起伏して設けられ、この着色さ
れた網状模様の装飾部と、メッキ処理が付された後部ベース部材４３２による銀色の装飾
部とにより異なる色が上下に並んだ装飾を形成する。
【０２３１】
　ここで、窓枠部４２１の貫通穴４１１Ａの開口領域及び視認窓４０６の開口領域は、後
側装飾部４０７のうち後部装飾部材４３４による青色の装飾部と後部ベース部材４３２に
よる銀色の装飾部との両方に対して前後に重なる位置に設けられる。このため、窓枠部４
２１の貫通穴４１１Ａ及び視認窓４０６により前側装飾部４０５を透かして後側の装飾部
が複数の色味で視認可能とされている。窓枠部４２１の貫通穴４１１Ａの開口領域のうち
透光体４１２が位置する領域についても、後部装飾部材４３４による青色の装飾部と後部
ベース部材４３２による銀色の装飾部との両方に対して前後に重なる位置に設けられても
良く、これにより、色味の変化が更に増大して立体感のある装飾効果を簡単な構成で高め
ることができる。この場合において、複数のレンズ部４１２Ｂは、後部装飾部材４３４に
よる青色の装飾部と後部ベース部材４３２による銀色の装飾部とのうち一方に重なる位置
に配置しても良く、これにより、レンズ部４１２Ｂの色味は統一することができる。この
場合において、両面側に凸形状としたレンズ部４１２Ｂのレンズ効果により、色味を統一
するためにレンズ部４１２Ｂと色味の異なる一方の装飾部とを重ならせる領域は少なくて
済み、デザイン設計の制約は少なくして容易に複数のレンズ部４１２Ｂの色味の統一を行
うことができる。
【０２３２】
　後側装飾部４０７は、図２４に示すように、前側装飾部４０５の突出基端側に相当する
右側から突出先端側に相当する左側へ連続した形状に設定されている。後側装飾部４０７
の左側端部は、図２４に示すように、待機状態における内側扉体３０２Ｒと外側扉体３０
１Ｒとに対しては、それらの間の空間に先端部が入り込むように左右方向に連続し、内側
扉体３０２Ｒの先端部に相当する右前側部分の後側に重なって前面側から視認不能とされ
ている。
【０２３３】
　後部ユニット４１４の前面は、図２４に示すように、左側端部が最も後側に位置し、右
側へ行くに従い、次第に前側に位置するように傾斜して形成され、その傾斜した前面を右
側へ延長した位置付近に、導光体４１３に光を照射する装飾用ＬＥＤ４１７が配置されて
いる。この装飾用ＬＥＤ４１７の位置からは、後部ユニット４１４の前面に光が直接照射
できないものの、導光体４１３の屈曲部４１３Ｆまで導光軸部４１３Ｃにより光を導光し
、導光軸部４１３Ｃの周り部分と屈曲部４１３Ｆから出力される光とにより後部ユニット
４１４の前面が発光する。このため、後部ユニット４１４の前面における右側端部の前後
位置を前側装飾部４０５に近づけて遊技者側に向かって前面が傾斜した設定としつつ、そ
の前面を装飾用ＬＥＤ４１７により発光させることができる。よって、作動状態における
右側の扉体３０１Ｒ，３０２Ｒと後部ユニット４１４の前面とにより遊技者を中心として
囲うように連続した装飾面を形成し、しかも少ない数の装飾用ＬＥＤ４１７で発光可能と
することができる。
【０２３４】
　後部ベース部材４３２における右側端部には、図２４に示すように、後側が開口し、板
面を横向きにして発光基板４３３を収容可能な箱状の基板取付部４３２Ａが設けられる。
発光基板４３３は、板面が前後方向に連続する向きで基板取付部４３２Ａに収容され、後
側には後部装飾部材４３４の一部が重なって配置される。後部ベース部材４３２に対して
後部装飾部材４３４は、ネジ４１６により前側カバー体４１１等と共に一体化され、これ
により、発光基板４３３が基板取付部４３２Ａに収容された状態で後部ベース部材４３２
に固定される。
【０２３５】
　発光基板４３３は、前側装飾部４０５に対しては、その裏側における突出基端側に設け
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られ、前側装飾部４０５の突出先端側に相当する左側を向いた面がＬＥＤ搭載面とされて
いる。ＬＥＤ搭載面には、導光体４１３に光を照射する装飾用ＬＥＤ４１７が複数（例え
ば、５つ）設けられている。複数の装飾用ＬＥＤ４１７は、発光基板４３３に垂直な方向
に光を照射する仕様で、例えば、フルカラーで発光可能とされる。
【０２３６】
　後部ベース部材４３２における基板取付部４３２Ａの前側部分には、図２１に示すよう
に、左側に向けて開口した開口部４３２Ｂが設けられている。この開口部４３２Ｂ内に導
光軸部４１３Ｃの基端側端部が入り込み、装飾用ＬＥＤ４１７と、導光体４１３の導光軸
部４１３Ｃとが対面し、導光軸部４１３Ｃに装飾用ＬＥＤ４１７の光が入射される。装飾
用ＬＥＤ４１７は、複数設けられた導光軸部４１３Ｃのそれぞれに対応して１つずつ設け
られ、各導光軸部４１３Ｃに対して異なる色の光を照射可能であり、レンズ部４１２Ｂの
それぞれを異なる色で発光させることができる。
【０２３７】
　発光基板４３３の後端側端部には、図２２に示すように、上下方向において断続的に後
側に突出する基板後側突端部４３３Ａが設けられている。基板後側突端部４３３Ａは、後
部ベース部材４３２及び後部装飾部材４３４の後面より後側に突出し、その片面に発光基
板４３３と表示制御装置１１４とを電気的に接続するためのコネクタ４１８が設けられる
。このため、前側装飾ユニット２２３とした後の配線取り回し作業を容易に行うことがで
きる。ここで、前側装飾ユニット２２３の状態においては、発光基板４３３の基板後側突
端部４３３Ａに対して更に後側に複数の爪部２２３Ａが突出して設けられる（図７参照）
。複数の爪部２２３Ａは、前側装飾ユニット２２３において基板後側突端部４３３Ａが間
部分に位置するように上下に離間し、また、左右に離間して前側装飾ユニット２２３の後
側の四隅に設けられ、発光基板４３３のコネクタ４１８の周辺部が製造過程において破損
し難くされている。
【０２３８】
　上記した文字用ＬＥＤ３５６及び装飾用ＬＥＤ４１７を含む上側表示ユニット２００に
対しての発光制御は、動作ユニット２２１の待機状態および作動状態において、また、表
示装置１１２の表示面１１２ａにおける演出に対応して行われ、各ＬＥＤを点灯および点
滅させ、並びに発光色を変化させることで多様な光の演出を実行するものである。この発
光制御は、上記したモータ２３２と同じく、表示制御装置１１４によって実行するもので
あり、一般的な制御であるため、制御についての詳細な説明は省略するが、表示制御装置
１１４でのＬＥＤ３５６，４１７等の制御に代えて、主制御装置４１等の他の制御装置で
制御するなど、一般的な他の制御によりＬＥＤ３５６，４１７の制御をしても良い。
【０２３９】
　次に、右側装飾体４０３と、右側装飾体４０３の構成と同一の構成とされた左側装飾体
４０２を設けたことによる作用及び効果について説明する。
【０２４０】
　図５に示すように、動作ユニット２２１を構成する複数の扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３
０２Ｌ，３０２Ｒ及び表示装置１１２の表示面１１２ａが視認可能となる前側装飾ユニッ
ト２２３の中央側部分に対し、左右の装飾体４０２，４０３が左右両外側に位置している
。左右の装飾体４０２，４０３においては、前側装飾部４０５として、裏側を透視可能な
複数の視認窓４０６と、表面に装飾が付された窓枠部４２１と、発光するレンズ部４１２
Ｂとが設けられ、窓枠部４２１による枠状の装飾部と、発光するレンズ部４１２Ｂとを組
み合せた装飾に対して、奥側にずれた位置に後側装飾部４０７の一部が付加された立体的
な装飾を複数の扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒ及び表示装置１１２の表示
面１１２ａの周りに形成することができる。よって、前面側から見て小さな領域内に一部
が発光可能な立体的な装飾を形成することができる。
【０２４１】
　レンズ部４１２Ｂを発光させるための装飾用ＬＥＤ４１７が搭載された発光基板４３３
は、前側装飾部４０５の突出基端側に設けられて前後方向に板面が連続し、突出先端側を
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一面が向いて配置されるので、前側装飾部４０５と後側装飾部４０７との間に発光基板を
配置する必要が無い。このため、透明な基板を用いたり、複数個所を発光させるために複
数の基板を用いたりする必要がなく、立体的な装飾に対して低コストで前側装飾部４０５
の一部を発光させることができる。
【０２４２】
　導光軸部４１３Ｃの連続した経路に沿って装飾用ＬＥＤ４１７の光がレンズ部４１２Ｂ
の裏面側に重なる位置まで導光されるので、装飾用ＬＥＤ４１７の発光に対応してレンズ
部４１２Ｂを発光させることができる。この場合において、導光軸部４１３Ｃは、窓枠部
４２１及びレンズ部４１２Ｂの裏面側に配置されているので、導光軸部４１３Ｃの途中で
光が漏れて導光軸部４１３Ｃの周りが発光しても、窓枠部４２１においては裏面側が視認
不能に構成されているため導光軸部４１３Ｃの光漏れが目立たず、レンズ部４１２Ｂにお
いては導光軸部４１３Ｃから漏れた光も考慮して設計しておくことで光漏れによる問題も
生じ難い。よって、前側装飾部４０５と後側装飾部４０７とによる立体的な装飾に対して
見栄えの良い発光による装飾を付加することができる。
【０２４３】
　レンズ部４１２Ｂの外周の一部であってレンズ部４１２Ｂの裏面側に位置する導光軸部
４１３Ｃが連続する方向側の外形に沿った円弧形状を含む外形に窓枠部４２１が形成され
ている。このため、窓枠部４２１の裏面側を経由してレンズ部４１２Ｂに連続する導光軸
部４１３Ｃからの光が窓枠部４２１に遮断される。よって、導光軸部４１３Ｃから前側装
飾部４０５の前側へ光が漏れることを防止し、見栄えの低下を抑制することができる。ま
た、レンズ部４１２Ｂの外形とは異なる非円形状の貫通穴４１１Ａが窓枠部４２１により
形成され、視認窓４０６とレンズ部４１２Ｂとが連続した装飾とすることで、レンズ部４
１２Ｂに対応した単調な窓枠部４２１の形状とはならずにデザイン自由度の高い装飾を付
すことができる。
【０２４４】
　導光軸部４１３Ｃの外面として線状部４１３Ｅ及び屈曲部４１３Ｆから出力した光が後
側装飾部４０７の前面に照射され、後側装飾部４０７の前面が発光する。このため、前側
装飾部４０５により視認性が低下した後側装飾部４０７に対しては専用の発光体を設けな
いようにしてコスト増を抑えつつ、左右の装飾体４０２，４０３の見栄えを向上すること
ができる。また、後側装飾部４０７の前面側から光を照射して前面全体を発光させること
ができ、遊技者の視線方向が変化しても視認窓４０６を通じて視認された後側装飾部４０
７の一部を発光し易くすることができる。
【０２４５】
　複数の導光軸部４１３Ｃが導光接続部４１３Ｄにより接続されている。このため、組み
付け等の作業時において、作業者は、複数の導光軸部４１３Ｃを一体的に取り扱うことが
でき、容易に作業を行うことができる。また、板状の導光接続部４１３Ｄにより後側装飾
部４０７の前面側を覆う領域が広範囲となり、導光接続部４１３Ｄから出力される光によ
り後側装飾部に照射される光の照射範囲が拡張される。このため、後側装飾部４０７に対
する発光による装飾効果も高めることができる。
【０２４６】
　導光接続部４１３Ｄが窓枠部４２１の裏面側に固定されることにより導光軸部４１３Ｃ
が取り付けられている。このため、窓枠部４２１と導光体４１３とを近づけて配置するこ
とができ、前側装飾部４０５と後側装飾部４０７との間部分に対して前側装飾部４０５の
突出端側に相当する上側表示ユニット２００の中央側から前側装飾部４０５の裏面側が斜
めに覗き込まれても、導光接続部４１３Ｄ及び導光軸部４１３Ｃを有する導光体４１３の
存在が遊技者側から視認し難い。このため、低コストで見栄えの良い装飾表示を実現する
ことができる。
【０２４７】
　次に、図６及び図７並びに図２５及び図２６を参照して、上下の装飾体４０１，４０４
について説明する。図２５は、前側から見た上側表示ユニット２００の斜視図であり、図
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２５（ａ）は、動作ユニット２２１の作動状態を示し、図２５（ｂ）は、動作ユニット２
２１の待機状態を示している。図２６は、図２５とは別の角度から見た上側表示ユニット
２００の斜視図である。
【０２４８】
　上側装飾体４０１は、図６、図７、及び図２６に示すように、横長の合成樹脂製部材で
あり、上下方向に厚みを有し、略鉛直下側を向く下向き面には左右方向に離間して上下方
向に起伏する断面鋸刃形状の起伏面４０１Ａが設けられている。起伏面４０１Ａは、上側
表示ユニット２００の左右方向における中心を基準として左右対称形状をなし、下側装飾
体４０４における上面に対向して設けられる。詳細には、起伏面４０１Ａは、前後に細長
く延びて形成された傾斜面が下側から見て中央側を中心とする円弧状に形成され、下側か
ら起伏面４０１Ａに照射された光が下側装飾体４０４に向けて反射し易い設定とされてい
る。上側装飾体４０１の表面には、光沢のある金色又は銀色のメッキ処理が付され、下側
から照射された光を起伏面４０１Ａで反射して下側装飾体４０４の上面、特に上面中央部
を明るく発光させる機能を有する。
【０２４９】
　下側装飾体４０４は、図６、図７及び図２５に示すように、横長で合成樹脂により構成
された下側装飾ベース４５１と、下側装飾ベース４５１に取り付けられて下側装飾体４０
４の上面の一部を形成する透光性材料で構成された発光部４５２～４５４と、下側装飾ベ
ース４５１の下側に重ねて設けられた発光基板（図示せず）とを主体に構成されている。
下側装飾体４０４の発光基板には、複数のＬＥＤ（図示せず）が搭載され、発光部４５２
～４５４を通じて下側装飾体４０４の上面を発光させる。下側装飾体４０４の発光基板は
、表示制御装置１１４に電気的に接続され、表示制御装置１１４の制御により、ＬＥＤが
制御されて発光部４５２～４５４の発光が制御される。
【０２５０】
　発光部４５２は、下側装飾体４０４の上面における左右方向中央部に設けられている。
発光部４５２は、下側装飾ベース４５１の上面として後側が高く位置する段差部分におい
て、後側の前端部より斜め下側に連続する細幅の傾斜面を一辺とした略三角形状に突出し
て形成され、その傾斜面に横方向に延びる溝が多数設けられている。この発光部４５２か
らの光により表示装置１１２の表示面１１２ａに対応して上側表示ユニット２００の下側
部分から上方へ光が照射され、表示面１１２ａの前面周辺が発光する。また、動作ユニッ
ト２２１の作動状態においては、「覇王」の文字の周辺部に発光部４５２からの光が照射
され、「覇王」の文字周りが装飾される。
【０２５１】
　発光部４５３は、下側装飾体４０４の上面において発光部４５２の左右両側に１つずつ
設けられている。発光部４５３は、下側装飾体４０４の上面において上方に開口した形状
をなし、その開口内に上下方向に厚みを有する凸レンズ形のカバーが設けられ、カバーの
下側に内蔵されるＬＥＤの光が発光部４５３より上方に出力されて上側装飾体４０１の起
伏面４０１Ａに照射される設定とされている。発光部４５３から、図２６に示すように、
上側装飾体４０１の起伏面４０１Ａに照射された光は、起伏面４０１Ａにより反射する。
この反射光は、下側装飾体４０４の上面中央部付近に対して照射され、その部位を発光さ
せる。
【０２５２】
　発光部４５４は、図２５（ｂ）に示すように、下側装飾体４０４の上面において発光部
４５３に対して更に両外側に位置するように左右両側に１つずつ設けられている。発光部
４５４は、下側装飾体４０４の上面において上方に開口した形状をなし、待機状態におい
て斜め前側を向く内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒの下側端縁に対して後カバー３５５の向く
斜め前側に近接して設けられている。発光部４５４を形成する開口の奥底側には、待機状
態において斜め前側を向く内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒの後カバー３５５の表面に向けて
光を照射する向き（図２５（ｂ）の矢印方向）にＬＥＤが設けられている（図２５（ｂ）
における矢印方向）。内側扉体３０２Ｌの後カバー３５５には、発光体が内蔵されていな
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いため、発光部４５４からの照明により待機状態において上側表示ユニット２００の左右
両側における装飾効果が高められている。
【０２５３】
　発光部４５３，４５４が形成される下側装飾体４０４の上面は、図２５（ａ）に示すよ
うに、作動状態における４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒにより「覇
王」の文字が表示される前面の下側端縁に対して僅かに下側に位置し、前方側に連続して
略鉛直上方を向いた上向き面を一部分として形成している。この上向き面は、図２５（ｂ
）に示すように、待機状態における内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒの前側に位置する端部付
近まで前側に連続し、待機状態における内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒに対して隙間無く近
接する。また、上側装飾体４０１における下向き面は、下側装飾体４０４の上面と略同一
の前後長さを有して形成されている。このため、作動状態における４つの扉体３０１Ｌ，
３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒの前面と、待機状態における内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒ
の裏面との各面に対して、その上側及び下側に、上下の装飾体４０１，４０４が隙間無く
位置し、各状態において扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒと上下の装飾体４
０１，４０４の装飾部分が連続した見栄えの良い装飾を形成することができる。
【０２５４】
　発光部４５３，４５４は、図２５（ｂ）に示すように、下側装飾体４０４の上面におけ
る略鉛直上方を向いた上向き面に設けられている。発光部４５３，４５４は、待機状態か
ら作動状態へ遷移する内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒに対して上下に重なる位置に配置され
ている。動作ユニット２２１の待機状態と作動状態との切り替えは上記したように高速で
行われるので、内側扉体３０２Ｒの動作により発光部４５３及び発光部４５４の表面周辺
の空気に流れが生じ、発光部４５３及び発光部４５４の表面にゴミや埃が付着し難い設定
とされている。動作ユニット２２１の動作が高速な分、ヒンジ部材３０３Ｕ，３０３Ｌ周
りや、案内突部３２１Ａと案内溝部２３１Ｃとの係合部分等に摩耗粉等が生じ易いものの
、内側扉体３０２Ｒの動作により生じる空気の流れを利用して発光部４５３，４５４の光
量低下は抑制することができる。
【０２５５】
　なお、待機状態の内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒに光を照射する発光部４５４に対して、
光の照射状態を変化させる照射状態変化部材を設けても良い。照射状態変化部材としては
、例えば、図２５（ａ）に二点鎖線で示すように、カバー体５０１を設けても良い。この
カバー体５０１は、左右対称形状をなす左右の発光部４５４に対応して設けることができ
、左側の発光部４５４を参照して構成を説明する。
【０２５６】
　カバー体５０１は、発光部４５４による光の照射状態を変化させる部材である。カバー
体５０１は、透光性材料で板状に形成され、外側扉体３０１Ｌにおける矩形状の扉部分の
下端部から前方側に突出するように設けられ、動作ユニット２２１の作動状態においてカ
バー体が発光部４５４の上面側に位置し、動作ユニット２２１の待機状態においては外側
扉体３０１Ｌと共に移動して発光部４５４の上面側から外れた位置に移動する大きさに設
定されている。カバー体５０１には、動作ユニット２２１の作動状態において「覇王」の
文字側へ発光部４５４の光を曲折させて出力するための起伏部（図示省略）を表面又は裏
面の少なくとも一方に設ける。例えば、カバー体５０１に設ける起伏部は、図２５（ａ）
における発光部４５４に示した矢印方向に発光部４５４の光を曲折させる形状とする。
【０２５７】
　カバー体５０１は、外側扉体３０１Ｌに対しての動力により外側扉体３０１Ｌの動作に
連動し、外側扉体３０１Ｌが作動状態に対応した位置に配置された場合に発光部４５４の
照射方向側に重なる位置に配置される。
【０２５８】
　発光部４５４による光の照射状態は、外側扉体３０１Ｌ，３０１Ｒの動作に対応して変
化し、外側扉体３０１Ｌが待機状態にある場合に、発光部４５４は、後カバー３５５に光
を照射して表示装置１１２の表示面１１２ａの外周側の一部を装飾する。外側扉体３０１
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Ｌ，３０１Ｒが動作して作動状態に対応した位置に移動すると、カバー体５０１が発光部
４５４の上面側に重なり、発光部４５４からの光が「覇王」の文字側に照射される。この
ため、内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒ自体に設ける発光手段としてのＬＥＤ等は少なく設定
して内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒを軽量化し、４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ
，３０２Ｒの高速移動を実現しつつ、扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒの状
態に対応して光の照射状態を変化させることができる。また、発光部４５４の数を少なく
設定しても多様な光の照射状態に対応可能であるため、発光による装飾の設計自由度を高
めることができる。更に、照射状態を変化させるためのカバー体５０１は外側扉体３０１
Ｌ，３０１Ｒに対する動力によって動作するため、動力源も余分に設ける必要がなく低コ
ストで多様な光の照射状態に対応させることができる。
【０２５９】
　カバー体５０１による照射状態の変化は、光の照射方向の変化に限らず、光の通過量の
変化、色の変化、拡散又は集光状態の変化のいずれか又は２つ以上の組合せにて構成して
も良い。このカバー体５０１は、内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒと一体的に設けても良く、
或いは、扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒとは別に設けても良く、例えば、
下側装飾体４０４にカバー体を左右方向にスライド移動可能に取り付け、外側扉体３０１
Ｌ，３０１Ｒ又は内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒの一部にカバー体の一部が当接して動作す
るものとしても良い。
【０２６０】
　（他の実施の形態）
　本発明は、上記した実施の形態の記載内容に限られることはなく、種々の変形改良が可
能である。例えば、以下に記載するように変形して実施しても良い。この場合に、以下に
記載する各構成を上記実施形態に対して適用しても良く、以下に記載する複数の構成を組
み合わせて上記実施形態に対して適用しても良い。
【０２６１】
　（１）４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒの外形形状として左右両側
部分が縦方向に直線的に形成された構成に代えて、回動可能に連結された部位とは異なる
両端側の外形形状については、直線的でなく、部分的に又は全体的に曲線や円弧状の部位
を含む形状としても良いし、回動可能に連結された部位側についても回動可能な範囲内に
おいて部分的に又は全体的に曲線や円弧状の部位を含む形状としても良い。
【０２６２】
　（２）文字表示面３３０を、４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒの前
面により形成する構成に代えて、片側の２つの扉体の組合せだけで文字表示面を形成して
も良い。また、片側の扉体として３つ以上の扉体を組み合わせて構成し、展開した作動状
態において略平面状の前面を形成する扉体となり、待機状態においては扉体が重なりつつ
折り畳まれるように隣り合う扉体の端部をヒンジ部材で連結して構成しても良い。
【０２６３】
　（３）モータ２３２を動力源とし、複数のギヤ２３３～２３５と、ラック状の動力伝達
部３１５とを動力伝達機構とした駆動ユニット２２７を設けた構成に代えて、動力源をソ
レノイド等の他の構成としても良いし、動力伝達機構を、ベルト等の他の機構により構成
しても良い。
【０２６４】
　（４）案内突部３２１Ａと案内溝部２３１Ｃとの組合せにより内側扉体３０２Ｌ，３０
２Ｒの向きを変更させる構成に代えて、内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒの回動軸Ｌを中心と
したギヤを設けてピニオンとし、駆動ベース２３１等の取付ベース２２２に固定される部
位にピニオンに噛み合い可能なラック状の歯部を設ける等、他の機構により内側扉体３０
２Ｌ，３０２Ｒを回動するようにしても良い。
【０２６５】
　（５）案内突部３２１Ａと案内溝部２３１Ｃとの組合せを、内側扉体３０２Ｌ，３０２
Ｒに対して下側に位置するようにした構成に代えて、案内突部３２１Ａと案内溝部２３１
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Ｃとの組合せを内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒの上側に位置するようにしても良いし、上下
両側に位置するようにしても良い。内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒに対して上下両側に案内
突部３２１Ａと案内溝部２３１Ｃとの組合せを設ける場合には、一方側のみの場合に比し
て、内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒの向きの変更動作において上下両側で移動が制限される
ため、より安定して、その向きの変更動作を行わせることができる。
【０２６６】
　また、案内突部３２１Ａを、内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒに対して上下両側に同軸上で
突出するように設け、案内溝部２３１Ｃを構成していた左側壁面２３１Ｃ１及び右側壁面
２３１Ｃ２の一方を内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒにおける上下の一方側に、他方を上下の
反対側に設けても良い。
【０２６７】
　また、案内突部３２１Ａを、内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒに対して上下両側に設けるな
ど複数個所に離間させて設ける構成とする場合には、内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒの向き
の変更において案内突部３２１Ａに係合する部位は、必ずしも溝形状とする必要はない。
すなわち、案内溝部２３１Ｃを構成する各面が別々の位置に設けられても良く、例えば、
駆動ベース２３１の本体部２３１Ａの上面には、案内溝部２３１Ｃにおける左側壁面２３
１Ｃ１の形状に沿った板状部分を上側に突出して形成し、内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒの
上側に対面する上側装飾体４０１の下面には、案内溝部２３１Ｃを上方に投影した場合に
おける右側壁面２３１Ｃ２の形状に沿った板状部分を下側に突出させた形状とする。これ
らの板状部分に対して当接可能に案内突部３２１Ａを設けることで溝状の部位を設けるこ
と無く、作動状態と待機状態とに対応した向きに内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒの前面を誘
導することができる。
【０２６８】
　（６）案内溝部２３１Ｃの形状を変更することで内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒの移動軌
跡及び回動量を変更しても良い。例えば、待機状態における内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒ
の位置を外側扉体３０１Ｌ，３０１Ｒの前面に近付くように回動量を大きく設定しても良
い。この場合に、外側扉体３０１Ｌ，３０１Ｒの前面は、文字表示面３３０の中央側に相
当する内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒとの連結部（ヒンジ部材３０３Ｕ，３０３Ｌ）に近い
位置においては平面部３３１，３３１により略平面状とされ、文字表示面３３０の外側に
相当する内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒとの連結部から離れた位置においては前側突出部３
３２，３３２により前面側に突出する。このため、前側突出部３３２，３３２の突出高さ
を高く設定しても、内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒの回動を制限することにならず、回動量
を大きく設定することができる。この場合には、後側装飾部４０７の後側に内側扉体３０
２Ｌ，３０２Ｒを収容するか、又は後側装飾部４０７を省略しても良い。
【０２６９】
　外側扉体３０１Ｌ，３０１Ｒの本体部３１１，３１１の前面には、平面部を上下の全域
に亘って設け、その平面部を外側扉体３０１Ｌ，３０１Ｒの前面における内側扉体３０２
Ｌ，３０２Ｒから離れた中央側より端側まで連続するようにしても良い。かかる構成によ
り、平面部を大きく形成して文字表示面を拡大し、大型の文字等を表示可能としつつ、そ
の周りを囲う前側突出部の突出高さを高く設定して、その表示される文字等へ遊技者の意
識が傾注し易く、一体感のある文字表示を実現することができる。
【０２７０】
　（７）４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒが左右方向に連続するよう
にして文字表示面３３０を形成した構成に代えて、上下方向あるいは斜め方向に４つの扉
体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒが連続するように動作可能としても良く、例
えば、上側表示ユニット２００の向きを変更すると共に、表示される文字の向きを変更し
てスロットマシン１０に配置しても良い。４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３
０２Ｒの大きさや配置位置についても、上記実施形態に限らず、他の大きさに設定しても
良いし、待機状態及び作動状態における一方又は両方とも他の位置に配置しても良い。
【０２７１】
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　（８）文字表示面３３０に「覇王」の文字を表示した構成に代えて、文字表示面３３０
に異なる文字を表示しても良いし、文字の数は２つに限らず１又は３以上としても良いし
、文字に限らず、図形、記号、又はキャラクタ等の象形物を１又は２以上組み合わせて文
字表示面３３０に表示しても良い。文字の位置についても４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ
，３０２Ｌ，３０２Ｒの左右２つに対して一文字ずつとしないで、上下に２つ並べて形成
しても良い。４つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒ全体に１つの文字を形
成しても良い。
【０２７２】
　（９）正面視において前側突出部３３２，３３２が文字表示面３３０の両端側を囲う曲
線状に形成された構成に代えて、上下方向における中間を含む部分が上下に連続し、その
上下の両端側が文字表示面３３０側に斜め方向に連続する折れ線状、又は直線及び曲線を
組み合せた線により文字表示面３３０の左右両側を囲う形としても良いし、４つの扉体３
０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒの境界に相当する上下方向と平行に、又は斜め方
向に直線的に連続する形としても良い。すなわち、正面視において４つの扉体３０１Ｌ，
３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒの前面が並ぶ方向に交差する方向に前側突出部３３２，３
３２が連続するものであれば良く、文字表示面３３０に対して前側に突出した前側突出部
が平面状をした部位の左右両端側に位置するので、文字表示面３３０を注目させることが
できる。
【０２７３】
　（１０）前側突出部３３２，３３２が外側扉体３０１Ｌ，３０１Ｒのみに設けられる構
成に代えて、前側突出部が外側扉体３０１Ｌ，３０１Ｒの前面から内側扉体３０２Ｌ，３
０２Ｒの前面まで連続し、前側突出部の一部が内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒの前面に形成
しても良く、前側突出部により平面状の文字表示面３３０の外周全体が囲われる形として
も良い。
【０２７４】
　（１１）必ずしも前側突出部３３２，３３２を設ける必要はなく、作動状態における４
つの扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒの前面全体を平面状に形成しても良い
。
【０２７５】
　（１２）左右の前側突出部３３２，３３２（頂部３３２Ｃ，３３２Ｃ）の間隔が最大と
なる高さ位置、即ち、文字表示面３３０の横幅が最大となる高さ位置を、「覇王」の文字
の中央に相当する高さ位置と略一致させる構成に代えて、それらが上下にずれて配置され
ても良いし、左右の前側突出部３３２，３３２（頂部３３２Ｃ，３３２Ｃ）の中心に対し
て「覇王」の文字中心が左右方向においてずれて配置されて良い。
【０２７６】
　（１３）文字用ＬＥＤ３５６の光が透明カバー３５２，３６２を通過することで「覇王
」の文字が発光する構成に代えて、各部分を塗装等により着色して構成し、前側装飾ユニ
ット２２３等の別部材に設けたＬＥＤ等による前側からの照明により発光する構成として
も良い。すなわち、文字線３７１及び外周輪郭線３７３が、文字輪郭線３７２及び文字周
辺部分と異なる別色で表示され、遊技者から文字線３７１及び外周輪郭線３７３の形状が
認識できれば良い。
【０２７７】
　（１４）外周輪郭線３７３が、溝状の外周輪郭部３５２Ｃ，３６２Ｃにおいて発光する
構成に代えて、文字輪郭部３５２Ｂ，３６２Ｂと同一の前後位置で表面処理をしない透明
な部位を外周輪郭部として外周輪郭線３７３を発光させても良いし、透明カバーにおいて
文字線３７１と外周輪郭線３７３との間に別部材として文字輪郭線３７２に対応した部材
を取り付けて各線３７１，３７２，３７３を形成しても良い。すなわち、文字輪郭線３７
２及び文字周辺部分に対して外周輪郭線３７３の外形が認識できれば良い。
【０２７８】
　（１５）透明カバー３５２，３６２に対して拡散部材３５３，３６３により文字用ＬＥ
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Ｄ３５６の光を拡散して前面側に照射する構成に代えて、透明カバー３５２，３６２の裏
面側に光を拡散させる部位を設けて文字用ＬＥＤ３５６の光の導光及び拡散を可能とし、
拡散部材３５３，３６３を省略しても良い。
【０２７９】
　（１６）文字用ＬＥＤ３５６が発光基板３５４，３６４上であって正面視で「覇王」の
各文字に対して外周側から光を照射する向きに設けられる構成に代えて、文字用ＬＥＤ３
５６を、各文字の後側から前側に光を照射する向きに設け、拡散部材を後側からの光を拡
散するように構成し、その位置に文字用ＬＥＤ３５６を搭載可能なように、発光基板は、
拡散部材３５３，３６３の後側に重なる位置に配置しても良い。また、文字用ＬＥＤ３５
６の位置及び数は上記実施形態に限らず他の位置に配置しても良いし、発光基板３５４，
３６４も各扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒに１つずつとする必要はなく、
２以上の発光基板３５４，３６４を１の扉体に設けても良い。
【０２８０】
　（１７）文字線３７１に上記した装飾凹部３７４及び装飾起伏部３７５を設ける構成に
代えて、装飾凹部３７４及び装飾起伏部３７５の一方又は両方を省略しても良く、この場
合には外周輪郭線３７３を省略しても良い。また、装飾凹部３７４及び装飾起伏部３７５
の形状についても、他の形状に形成しても良く、装飾凹部として、文字線３７１側に単に
凹んだ形状であって開口部分が最大長さとなる形状としても良い。
【０２８１】
　（１８）文字線３７１、文字輪郭線３７２及び外周輪郭線３７３の線幅として、上記実
施形態とは異なる線幅に設定しても良い。
【０２８２】
　（１９）文字用ＬＥＤ３５６の数及び位置は上記実施形態に限定されるものでなく、そ
の数を減少させ、又位置を移動しても良い。ただし、文字用ＬＥＤ３５６の数を減少させ
る場合には、装飾凹部３７４が設けられた部位に対応した外側位置を優先し、装飾凹部３
７４の中では輪郭接続部３７７の長さが長い箇所に対して優先的に文字用ＬＥＤ３５６を
配置することが好ましい。例えば、装飾凹部３７４に対応し、輪郭接続部３７７の長さが
長い箇所に対応した外側位置（図２０において（Ａ）を付した箇所）には文字用ＬＥＤ３
５６を優先して配置し、他の部位の文字用ＬＥＤ３５６を省略し、又は移動することが文
字の外形を認識し易くする点において好ましい。
【０２８３】
　一方、装飾起伏部３７５が設けられた部位に対応した文字用ＬＥＤ３５６は、必ずしも
配置する必要は無く、細幅に突出した部分で発光部分が少なく、又、文字線３７１におい
て文字の識別に不必要な部位であり、しかも文字線３７１の中央部分から離間した部位で
あるため、優先的に文字用ＬＥＤ３５６を省略しても良く、装飾起伏部３７５の突出量が
大きい箇所に対応した外側位置の文字用ＬＥＤ３５６（図２０に示す（Ｂ）を付したもの
）は優先して省略しても良い。また、装飾起伏部３７５が設けられた部位に対応した文字
用ＬＥＤ３５６は、外周輪郭線３７３よりも内側位置、即ち、文字輪郭線３７２に重なる
後側位置に配置しても良いし、又は装飾起伏部３７５に重なる後側位置に配置しても良い
。装飾起伏部３７５によって文字の認識に不必要に外方に突出した部分の輝度を低下させ
、文字の認識を一層容易にすると共に、文字線３７１を中央側まで高輝度に発光し易いも
のとすることができる。
【０２８４】
　(２０)視認窓４０６を前後に貫通して設ける構成に代えて、透光性を有する部材の一部
で視認窓を形成しても良く、例えば、透光体４１２の一部により形成しても良い。この場
合には、光の屈折を抑えて裏側を透視可能なように、透光体に対して、視認窓に対応した
部位を前後に厚みを有する板状で前後の面が平行に形成された板状部を一体成形すること
が好ましく、この板状部は、前後の面が平面により構成されることが好ましく、板状部の
前後の面は、前側装飾部４０５の前面側を覆う窓パネル部１３１の板面と平行に設定する
ことが光の屈折を抑える上で好ましい。
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【０２８５】
　（２１）前側カバー体４１１の窓枠部４２１を不透明とする構成に代えて、窓枠部４２
１を半透明とする構成としても良い。後側に重なる透光体４１２及び導光体４１３が前側
から視認困難となる程度に光の透過率が低く設定されていれば良く、例えば、略９０％以
上の可視光線透過率とすることが好適である。この場合には、前側カバー体４１１は透光
性を有する材料で形成し、透光体４１２と一体的に形成しても良く、窓枠部４２１に対応
する箇所に塗装或いはメッキ処理をすることで着色し、窓枠部４２１の裏面側が視認困難
となるようにしても良い。透光体４１２についても必ずしも半透明なものとする必要はな
く、透明な透光体４１２としても良い。なお、透光体４１２の可視光線透過率は、例えば
、略３０％以下とすることが好ましい。
【０２８６】
　（２２）前側装飾部４０５における発光装飾部として透光体４１２に、外形略円形状で
前後に部分球面状に突出するレンズ部４１２Ｂを設ける構成に代えて、異なる外形を有す
る発光装飾部としても良いし、前後に部分球面状に突出させることなく、光を拡散可能な
微細な網目状の凹凸を設ける等、他の態様とした装飾部としても良い。
【０２８７】
　（２３）導光体４１３の導光軸部４１３Ｃより後部ユニット４１４の前面に光を照射す
る構成として、後部ユニット４１４側に更に光が照射されるように、屈曲部４１３Ｆにお
ける斜め後側を向いた外面に微細な起伏を設けて表面を粗く形成しても良いし、屈曲部４
１３Ｆより左斜め後側に突出する後側突部を設けて後側に光が照射される設定としても良
い。この後側突部は、屈曲部４１３Ｆの連続する方向に垂直な断面形状よりも小面積の断
面形状にて突出する形状とし、線状部４１３Ｅよりも前側に位置した箇所から後側に突出
させることがレンズ部４１２Ｂに光を十分に照射できて好ましい。
【０２８８】
　（２４）導光体４１３の導光軸部４１３Ｃより後部ユニット４１４の前面に光を照射す
る構成に代えて、後部ユニット４１４側に導光軸部４１３Ｃからは直接的に光が照射され
ないようにしても良く、導光軸部４１３Ｃを表面に起伏のない滑らかな形状としても良く
、屈曲部４１３Ｆの曲率半径を光が後側に漏れない程度に大きく設定しても良く、又は、
導光軸部４１３Ｃの一部である線状部４１３Ｅ及び屈曲部４１３Ｆに光を透過しない表面
層を塗装やメッキ等により形成しても良い。
【０２８９】
　（２５）導光軸部４１３Ｃの断面を略円形状とした構成に代えて、導光軸部４１３Ｃの
断面形状を他の形状としても良いし、導光接続部４１３Ｄと同一の厚みに導光軸部が形成
され、導光軸部が左右方向に連続する軸形状とはならないものであっても良い。
【０２９０】
　（２６）前側カバー体４１１の貫通穴４１１Ａの開口領域のうち透光体４１２のレンズ
接続部４１２Ｄが位置する領域に対して、導光体の少なくとも一部を後側に重なる大きさ
に形成し、導光体から前側に光を出力して透光体４１２におけるレンズ部４１２Ｂ以外の
部位（レンズ接続部４１２Ｄ）が発光する構成としても良い。
【０２９１】
　（２７）後部ベース部材４３２に開口部４３２Ｂを設けて装飾用ＬＥＤ４１７からの光
を導光体４１３に導く構成に代えて、後部ベース部材４３２を透明樹脂で形成し、開口部
４３２Ｂを設けることなく、後部ベース部材４３２の壁面を通じて装飾用ＬＥＤ４１７か
らの光を導光体４１３に導くこととしても良い。
【０２９２】
　（２８）発光基板４３３は、前後方向に板面が連続し、突出先端側を一面が向いて配置
されたが、前側装飾部４０５と後側装飾部４０７との間に発光基板として透明な基板を前
向きに配置し、レンズ部４１２Ｂの後側に重なる位置に前向きに装飾用ＬＥＤを設けても
良く、レンズ部４１２Ｂの後側に重なる複数個所に別々に複数の発光基板を前向きに配置
しても良い。
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【０２９３】
　（２９）前側装飾部４０５を構成する視認窓４０６と、レンズ部４１２Ｂと、前側カバ
ー体４１１の貫通穴４１１Ａとの相対位置は、貫通穴４１１Ａによる開口領域の一部にレ
ンズ部４１２Ｂが位置し、視認窓４０６としての部位を有するものであれば良く、上記実
施形態とは別の位置に設けられても良いし、その数も上記実施形態とは異ならせても良く
、その形及び大きさも異ならせても良い。
【０２９４】
　（３０）導光接続部４１３Ｄにより複数の導光軸部４１３Ｃを接続した構成に代えて、
導光接続部を省略し、各導光軸部４１３Ｃが個別に前側カバー体４１１に固定されても良
い。また、上記実施形態においては、導光体４１３を前側カバー体４１１の裏面側にネジ
４１５で固定したが、導光体４１３を後部カバー体の前側にネジ等で固定しても良い。
【０２９５】
　（３１）上側表示ユニット２００の前側を覆うカバー部材としての窓パネル部１３１を
透明樹脂により形成した構成に代えて、窓パネル部１３１を有色透明の樹脂により形成し
ても良いし、表面又は裏面にアルミのハーフ蒸着等の表面処理が付されることで、表示装
置１１２や表示用開口部２１１が明るく発光した場合に限って上側表示ユニット２００が
前側から視認可能とされる構成としても良い。
【０２９６】
　（３２）上記実施形態のように、表示ユニット１１１（上側表示ユニット２００）を形
成する構成は、スロットマシン１０に限定されることはなく、パチンコ機に適用してもよ
く、パチンコ機とスロットマシンとを融合した形式の遊技機に適用してもよい。
【０２９７】
　以下、上記した実施形態から抽出される発明群の特徴について、必要に応じて効果等を
示しつつ説明する。なお以下においては、理解の容易のため、上記各実施形態において対
応する構成を括弧書き等で適宜示すが、この括弧書き等で示した具体的構成に限定される
ものではない。また、各特徴に記載した用語の意味や例示等は、同一の文言にて記載した
他の特徴に記載した用語の意味や例示として適用しても良い。
【０２９８】
　＜特徴Ａ群＞
　遊技機の一種として、例えば、スロットマシンにおいては、始動操作が行われることに
より入賞する役の抽選等、各種の抽選が制御装置により行われ、抽選結果に応じた停止図
柄が停止する。そして、この停止図柄に応じた特典が遊技者に付与されるため、遊技者は
高価値の抽選結果を期待して遊技を行うこととなる。始動操作が行われてから図柄が停止
するまでの間には、抽選結果に応じた色でリールの周りが発光したり、液晶表示装置に停
止図柄の内容に対応した絵柄を表示したりして遊技者に抽選結果を期待させる演出が行わ
れる。この演出の一部として静止状態の装飾体を発光させ、または、モータ等により動作
する動作部材によって構成される装飾体を遊技者から視認可能な位置に配置して、この動
作部材の動作を演出に付加することで遊技者を驚かせ、その後の結果に対する期待感を高
揚させる演出が行われている（例えば、特開２００８－１７３１６６号公報参照）。
【０２９９】
　しかしながら、遊技者によって視認可能な位置に配置される動作部材によって大きな文
字や図形等の表示対象を出現させる演出をする場合に、動作部材の高速移動を実現しつつ
表示対象の視認性及び見栄えを良好とすることが難しいという問題点がある。
【０３００】
　すなわち、動作部材が一部品で構成される方が表示対象の一体感が増して見栄えが向上
するものの、表示対象が視認し得ない待機状態から視認し得る作動状態まで変化させる際
の移動量が大きくなる分、状態の切り替えに時間がかかるし、待機状態における収容スペ
ースも大きく必要となって部品を配置するスペースの制約が大きくなるという問題点があ
った。また、ロール状に巻き回したシートを動作部材として設けて表示対象を形成する場
合には、表示対象が平面的になって装飾体としての立体感を欠いてしまう。一方、表示対
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象が複数の動作部材の組合せにより構成される場合には、表示対象の視認性が低下する可
能性があり、また、表示対象の一体感が出し難いために見栄えが低下する可能性があると
いう問題点があった。
【０３０１】
　＜特徴Ａ１＞
　所定の方向に沿って移動可能な複数の動作部材（扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，
３０２Ｒ）の前面によって形成される所定の表示対象が前面側から視認可能とされた作動
状態と、前面側から視認不能とされた待機状態とを切り替え可能に構成された装飾手段（
動作ユニット２２１）を備えた遊技機であって、
　前記複数の動作部材は、前記所定の表示対象を表示する表示部として、前記作動状態に
おいて前記所定の方向に沿って並ぶ前面を有し、当該前面により略平面状の対象表示面（
文字表示面３３０）を形成するものであり、
　前記複数の動作部材の前面のうち前記所定の方向に沿った前記対象表示面の両端側部分
を形成する外側の動作部材の前面には、前記対象表示面の中央側に設けられて前記対象表
示面の一部を形成する略平面状の平面部（平面部３３１，３３１）と、前記対象表示面の
外側において前面側に突出する前側突出部（前側突出部３３２，３３２）とが設けられ、
　前記前側突出部は、前記前面側視において前記所定の方向に沿った前記対象表示面の両
端側において前記所定の方向に交差する方向側に連続した形状とされていることを特徴と
する遊技機。
【０３０２】
　特徴Ａ１記載の遊技機によれば、動作部材の高速移動及び収容スペースの縮小を可能と
しつつ、動作部材により視認可能となる表示対象の視認性向上及び見栄え向上を実現可能
な遊技機を提供することができる。すなわち、複数の動作部材の前面が作動状態において
並んで対象表示面が形成されるので、対象表示面を一部品で形成する場合に比べて、待機
状態から作動状態へ遷移するまでの動作部材の移動量を少なく設定することができる。こ
のため、待機状態から作動状態まで変化させる時間を少なくして遊技者に驚きを与えやす
い演出を実現することができる。また、複数の動作部材によって対象表示面が形成される
ので、待機状態において複数の動作部材を重なるように収容することで複数の動作部材を
コンパクトに収容することができる。また、略平面状に形成された対象表示面に所定の表
示対象が表示されるので、前後に段差のある平面や曲面に所定の表示対象が表示されるよ
り所定の表示対象を遊技者が認識し易いものとすることができる。
【０３０３】
　また、対象表示面の両端側部分を形成する外側の動作部材の前面には、略平面状の平面
部が対象表示面の一部を構成し、その両外側において前面側に突出する前側突出部が設け
られている。平面部と、隣に位置する動作部材の前面との境界は、対象表示面として略平
面状に連続する面内に線状に形成される一方、平面部に対して前側突出部は形状変化を大
きく伴う部位となるので遊技者から目立ち易い。よって、作動状態において、複数の動作
部材により形成される前面の境界を相対的に目立ち難いものとすることができ、一体感の
ある装飾表示を実現することができる。
【０３０４】
　更に、前側突出部は、前面側視において所定の方向に沿った対象表示面の両端側におい
て所定の方向に交差する方向側に連続する形状である。このため、統一感のある略平面状
の領域が前側突出部に挟まれた形となるので、その領域に表示される所定の表示対象に遊
技者の意識が傾注し易い。よって、所定の表示対象を遊技者が一層認識し易くすることが
できる。
【０３０５】
　なお、特徴Ａ１における複数の動作部材は、それぞれが作動状態において所定の方向に
沿って略一定幅で前記所定の方向に交差する方向側に長く形成された前面を有するものと
しても良く、前記複数の動作部材のうち少なくとも一部の動作部材は、隣に位置する動作
部材に回動可能に連結され、前記所定の方向に沿った移動動作において回動動作を伴う構
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成とされるものとしても良い。すなわち、移動方向に交差する方向に長手方向を有する板
状の部材が重なるように動作可能としても良く、これにより、高速移動とコンパクトな収
容とを実現することができる。
【０３０６】
　＜特徴Ａ２＞
　前記平面部及び前記前側突出部を有し、前記待機状態に対応して前記所定の方向に沿っ
た外側に位置し、前記作動状態に対応して中央側に移動可能に設けられた外側動作部材（
外側扉体３０１Ｌ，３０１Ｒ）と、
　該外側動作部材に動力を伝達する駆動手段（駆動ユニット２２７）と、
　前記外側動作部材の平面部に略平面状に連続して前記所定の表示対象の中央側部分を構
成する前面を有し、前記外側動作部材に対して前記所定の方向に沿った中央側に連結され
、前記外側動作部材の中央側に前面が連続した位置と該外側動作部材の前面側に配置され
た位置との間を回動可能に構成され、前記外側動作部材との連結部分を通じて前記駆動手
段の動力が伝達されることにより前記作動状態と前記待機状態とに対応した向きに前面の
向きを変更しつつ移動可能とされた内側動作部材（内側扉体３０２Ｌ，３０２Ｒ）と
　該内側動作部材の一部（案内突部３２１Ａ）に当接し、前記作動状態と前記待機状態と
に対応した向きに前記内側動作部材の前面を誘導する誘導手段（案内溝部２３１Ｃ）とを
備え、
　該内側動作部材と前記外側動作部材との組合せが、前記待機状態において前記所定の方
向に沿って離間して一対に設けられ、
　前記作動状態とされた一対の前記内側動作部材は、前記所定の方向に沿った中央側に位
置する先端側端部の形状として、いずれも前記所定の方向側において起伏した形状に形成
され、互いの先端側端部が前後に重なることにより前記作動状態においては前記前面側か
ら一対の内側動作部材の間部分を通じては裏面側が視認不能に設定され、
　前記誘導手段は、前記待機状態から前記作動状態に遷移する過程において前記作動状態
に達するより前に前記内側動作部材を前記作動状態に対応した向きに誘導することを特徴
とする特徴Ａ１記載の遊技機。
【０３０７】
　特徴Ａ２記載の遊技機によれば、駆動手段の動力により一対の外側動作部材に動力が作
用すると、外側動作部材が待機状態から作動状態に対応した位置側に移動する。内側動作
部材には外側動作部材を通じて動力が伝達され、連結部分を回動軸として誘導手段に誘導
されて内側動作部材の前面の向きが変わりつつ内側動作部材が移動する。一対の外側動作
部材に対して駆動手段により動力が付与されることにより、待機状態から作動状態へ、ま
た、作動状態から待機状態へと外側動作部材及び内側動作部材が遷移する。
【０３０８】
　作動状態への遷移に際しては、所定の方向に沿った両側から外側動作部材が中央側に近
づきつつ移動する。内側動作部材の先端側端部は外側動作部材の移動速度に回動速度を加
えた速度で高速に移動して略平面状の対象表示面が形成される。よって、両側から近付い
て配置される動作部材において先端側部分が高速に移動可能な構成によって所定の表示対
象が表示される略平面状の対象表示面を高速に形成することができる。
【０３０９】
　また、内側動作部材は外側動作部材に対して所定の方向に沿った中央側に連結され、待
機状態に対応した位置においては外側動作部材の前側に位置する。外側動作部材の前面は
、対象表示面の中央側に相当する内側動作部材の連結部に近い位置において平面部により
略平面状とされ、対象表示面の外側に相当する内側動作部材の連結部から離れた位置にお
いて前側突出部により前面側に突出する。このため、前側突出部の突出高さを高く設定し
つつ、内側動作部材の回動量を設定することで回動量を大きく設定可能とすることができ
る。よって、前側突出部により対象表示面の平面形状を際立たせつつ、外側動作部材の前
面に内側動作部材の前面が対面するようにして対象表示面を前面側から視認不能とするこ
とができる。従って、動作部材を完全に覆うような別部材を設けることなく待機状態にお
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いて対象表示面を遊技者から視認不能とすることができ、自身で対象表示面を隠すことと
なるために待機状態までの移動量も少なく設定することができ、内側動作部材の裏面には
文字表示面とは異なる態様の装飾等を設けて作動状態と待機状態とを異なった態様とする
こともできる。
【０３１０】
　また、作動状態とされた一対の内側動作部材によって、それらの前面が対象表示面とし
て連続すると共に、それらの間部分を通じては先端側端部の起伏により裏面側が視認不能
とされている。このため、一体感のある装飾表示を実現することができる。
【０３１１】
　更に、誘導手段が、待機状態から作動状態に遷移する過程において作動状態に達するよ
り前に内側動作部材を作動状態に対応した向きに誘導するので、内側動作部材は作動状態
に達する前段階から所定の方向に沿って向きを変えずに移動する。このため、内側動作部
材が回動方向においてがたつく等により、内側動作部材の先端側端部が前後にずれた状態
で当接し、対象表示面に段差ができた状態で静止するといった不具合を発生し難くするこ
とができる。よって、動作部材の移動速度を高速に設定可能としつつ、がたつき等の発生
の許容範囲が広げられることにより部品寸法の公差範囲を拡大し、部品コストを低減する
ことができる。
【０３１２】
　＜特徴Ａ３＞
　前記内側動作部材は、前記誘導手段に当接する部位として前記内側動作部材の回動中心
から離間した位置にて前記内側動作部材の回動軸方向に沿って外方に突出した案内突部（
案内突部３２１Ａ）を有し、
　前記誘導手段として、前記案内突部が入り込み可能であって、前記内側動作部材の回動
軸方向視において前記所定の方向と交差する方向側を含んで連続する形状の案内溝部（案
内溝部２３１Ｃ）が設けられ、
　該案内溝部は、前記待機状態から前記作動状態に遷移する過程において前記案内突部を
案内する溝部として、
　前記待機状態に近い過程に対応し、前記所定の方向に対して傾斜する方向側に連続した
第１溝部（領域Ｒ４と領域Ｒ３との間の区間に相当する溝部）と、
　該第１溝部より前記作動状態に近い過程に対応し、前記第１溝部より所定の方向に対し
て大きく傾斜する方向側に連続し、且つ、前記作動状態に近付く過程に対応するほど次第
に傾斜角度が大きく設定された曲線状の第２溝部（領域Ｒ３と領域Ｒ２との間の区間に相
当する溝部）と、
　該第２溝部に対して前記作動状態に近い過程及び前記作動状態に対応し、前記所定の方
向に沿って連続した第３溝部（領域Ｒ１’と領域Ｒ１との間の区間に相当する溝部）とを
有する形状とされていることを特徴とする特徴Ａ２に記載の遊技機。
【０３１３】
　特徴Ａ３に記載の遊技機によれば、第１溝部と第２溝部とにより内側動作部材が待機状
態から作動状態に近付くように向きが変えられる。この場合に、第２溝部においては、第
１溝部より所定の方向に対しての傾斜角度が次第に大きく設定されるため、所定の方向側
への案内突部の移動に対して案内突部が所定の方向に交差する方向側に次第に相対的に加
速して案内される。このため、内側動作部材は、作動状態に遷移する場合における初期段
階においては、内側動作部材の向きの変更に要する力が少なく、内側動作部材を動作させ
易い。一方、作動状態に近付くと、第２溝部により内側動作部材がより高速に向きを変え
ることとなるため、遊技者から視認され易い中央側における移動速度を高速にして、短時
間での対象表示面の形成により一部品で対象表示面が構成されているかのような見栄えと
することができる。更に、第３溝部によって内側動作部材が向きを変えずに移動するため
、第２溝部において向きを高速に移動したことによる内側動作部材の先端部分の前後方向
の勢いを低減して安定させることができる。
【０３１４】
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　また、作動状態から待機状態への復帰する場合の移動開始時には、第３溝部によって内
側動作部材が向きを変えずに移動することとなり、移動に要する力が少なくて済む。また
、その後に第２溝部により移動に要する力が増大させられるものの、第３溝部において加
速させられた内側動作部材の慣性力を利用して向きの変更も比較的少ない動力で実施する
ことができ、コスト増を抑えつつ中央側に近い位置において高速に内側動作部材を待機状
態に対応する側に移動することができる。
【０３１５】
　＜特徴Ａ４＞
　前記外側動作部材の前面には、所定の表示対象の一部が表示され、前記内側動作部材の
前面には、前記外側動作部材の前面に一部が表示された所定の表示対象に対して前記所定
の方向に沿って連続する他の部分が表示され、
　前記外側動作部材及び前記内側動作部材は、前記作動状態において前記外側動作部材の
前面と前記内側動作部材の前面とが並んで配置されることにより所定の表示対象が前記前
面側より視認可能とされるものであり、
　前記外側動作部材及び前記内側動作部材には、透光性を有し、前記所定の表示対象を形
成する装飾表示部材（透明カバー３５２，３６２）と、該装飾表示部材を発光させる発光
手段（文字用ＬＥＤ３５６）が搭載された発光基板（発光基板３５４，３６４）とがそれ
ぞれ設けられ、
　前記発光手段は、前記発光基板上で前記所定の表示対象に対して外周側から光を照射す
る向きに設けられ、
　該発光基板は、前記所定の表示対象に重なる部分が前記所定の表示対象の外形に対応し
て開口した内縁（内縁３５４Ａ，３６４Ａ）を有する形状とされていることを特徴とする
特徴Ａ１から特徴Ａ３のいずれかに記載の遊技機。
【０３１６】
　特徴Ａ４記載の遊技機によれば、発光基板に設けられる発光手段は、所定の表示対象に
対して外周側から光を照射する向きに設けられている。このため、所定の表示対象の中央
側を含む全域に光を照射することができ、所定の表示対象の中央側部分に重なる部位に発
光手段を設けなくても良い。よって、所定の表示対象の外形に対応して開口した内縁を有
する形状に発光基板を形成することができ、その内縁により開口形成された部位に相当す
る分、発光基板を軽量化することができる。従って、所定の表示対象を大型化しても発光
基板の重量の増加を抑えることができ、外側動作部材及び前記内側動作部材の動作速度に
対してモータ等の動力源の性能を抑えてコスト増を抑えつつ、回動動作を伴う動作部材の
高速移動を実現することができる。
【０３１７】
　＜特徴Ａ５＞
　前記待機状態における前記内側動作部材に対して前記前面側視において交差する側方側
より光を照射可能な側方発光手段（発光部４５４）と、
　前記駆動手段の動力により前記外側動作部材の動作に連動し（外側動作部材又は内側動
作部材と一体的に又はいずれかに対して相対的に動作可能に支持されて）、前記外側動作
部材が前記待機状態又は前記作動状態の少なくとも一方に対応した位置に配置された場合
に前記側方発光手段の照射方向側に重なる所定位置に配置され、前記内側動作部材の前面
又は裏面に対して前記側方より照射される光の照射状態を変化させる照射状態変化部材（
カバー体５０１）とを備えていることを特徴とする特徴Ａ１からＡ４記載の遊技機。
【０３１８】
　特徴Ａ５記載の遊技機によれば、内側動作部材の表面又は裏面に対しての側方側発光手
段による光の照射状態が照射状態変化部材により外側動作部材の動作に対応して変化させ
られる。このため、内側動作部材自体に設ける発光手段を少なく設定することで内側動作
部材を軽量化して動作部材の高速移動を実現しつつ、動作部材の視認状態に対応して光の
照射状態を大きく変化させることができる。また、側方発光手段の数を少なく設定しても
多様な光の照射状態に対応可能であるため、発光による装飾の設計自由度を高めることが
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できる。更に、照射状態を変化させるための照射状態変化部材の動作は外側動作部材の駆
動手段によるものとされて動力源も余分に設ける必要がないので、低コストで多様な光の
照射状態に対応させることができる。
【０３１９】
　なお、照射状態の変化とは、光の照射方向の変化、光の通過量の変化、色の変化、拡散
又は集光状態の変化又はこれらの２つ以上の組合せを意味している。
【０３２０】
　＜特徴Ｂ群＞
　遊技機の一種として、例えば、スロットマシンにおいては、始動操作が行われることに
より入賞する役の抽選等、各種の抽選が制御装置により行われ、抽選結果に応じた停止図
柄が停止する。そして、この停止図柄に応じた特典が遊技者に付与されるため、遊技者は
高価値の抽選結果を期待して遊技を行うこととなる。始動操作が行われてから図柄が停止
するまでの間には、抽選結果に応じた色でリールの周りが発光したり、液晶表示装置に停
止図柄の内容に対応した絵柄を表示したりして遊技者に抽選結果を期待させる演出が行わ
れる。この演出の一部として静止状態の装飾体を発光させ、または、モータ等により動作
する動作部材によって構成される装飾体を遊技者から視認可能な位置に配置して、この動
作部材の動作を演出に付加することで遊技者を驚かせ、その後の結果に対する期待感を高
揚させる演出が行われている（例えば、特開２００８－１７３１６６号公報参照）。
【０３２１】
　しかしながら、遊技者によって視認可能な位置に配置される動作部材等に対して文字や
図形等の表示対象による装飾を付す場合、表示対象を形成する外周形状を単調にすること
で文字や図形の識別が容易化されるものの装飾としての効果が低下する。一方、文字の形
とは別の複雑な装飾部分を外周形状の一部として表示対象に付加してしまうと表示対象が
識別し難くなり、遊技者に表示対象の識別に負担を強いてしまう等の不具合が生じてしま
うという問題点があった。
【０３２２】
　＜特徴Ｂ１＞
　遊技者が位置する前側より視認可能であって少なくとも１の文字、図形、記号若しくは
象形物によって構成される所定の表示対象（「覇」及び「王」の各文字）が表示される対
象表示面（文字表示面３３０）を有する装飾手段（動作ユニット２２１）を備えた遊技機
において、
　前記所定の表示対象の表示部として、該所定の表示対象を形成する外周形状の少なくと
も一部において当該所定の表示対象の識別に不必要な内側に凹んだ凹部（装飾凹部３７４
）により外周部分が形成された装飾表示部（文字線３７１に対応した文字表示部３５２Ａ
，３６２Ａ）と、
　該装飾表示部に対して外側位置にて当該装飾表示部の外周形状に沿って当該装飾表示部
を囲う枠線状であって、当該装飾表示部の凹部の外側部分において当該凹部に対応した部
位が設けられることなく連続し、又は当該凹部に対して凹み量が少なく設定された外周輪
郭部（外周輪郭線３７３に対応した外周輪郭部３５２Ｃ，３６２Ｃ）とが設けられている
ことを特徴とする遊技機。
【０３２３】
　特徴Ｂ１記載の遊技機によれば、文字等の外周形状を複雑化しつつも表示対象の識別が
容易な装飾部を有する遊技機を提供することができる。すなわち、装飾表示部には、所定
の表示対象の識別に不必要な内側に凹んだ凹部が設けられるので、所定の表示対象の外周
形状を複雑にして装飾効果の高い表示対象を遊技者に視認させることができる。また、装
飾表示部の凹部の外側部分においては、装飾表示部における凹部に対応した部位が設けら
れることなく連続した外周輪郭部が設けられ、この外周輪郭部が装飾表示部の外周形状に
沿って装飾表示部を囲う枠状に形成されている。このため、遊技者は、外周輪郭部を視認
することで表示対象の外周形状を補完して識別することができ、外周輪郭部を設けない場
合に比べて所定の表示対象を容易に識別することができる。よって、例えば、遊技者が短
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時間しか視認し得ない高速で動作する動作部材であっても、複雑な外周形状の表示対象を
設定可能としつつ、遊技者が演出の一部として所定の表示対象を識別し易いものとするこ
とができる。
【０３２４】
　なお、特徴Ｂ１における対象表示面は、必ずしも遊技者が位置する前側より常時視認可
能とされるものとする必要はなく、装飾手段の少なくとも一部が動作可能に設けられて所
定の表示対象が視認不能とされる場合があっても良く、又は、装飾手段に対して相対移動
可能な動作部材により所定の表示対象が視認不能とされる場合があっても良い。
【０３２５】
　＜特徴Ｂ２＞
　前記所定の表示対象は、連続又は断続した線状の部位により形成される文字又は図形等
の表示対象であり、
　前記外周輪郭部を形成する枠の線幅は、前記装飾表示部における線幅に対して、略１０
分の１以下の細幅に設定されていることを特徴とする特徴Ｂ１記載の遊技機。
【０３２６】
　特徴Ｂ２記載の遊技機によれば、外周輪郭部は、装飾表示部に比べて相当小さく形成す
ることで、装飾表示部の形成領域を大きく確保し、文字又は図形等の表示対象の装飾効果
が発揮され易いものとすることができる。
【０３２７】
　＜特徴Ｂ３＞
　前記装飾表示部及び前記外周輪郭部の裏面側には、前記装飾表示部と前記外周輪郭部と
を発光させる発光手段（文字用ＬＥＤ３５６）が設けられ、
　前記装飾表示部と前記外周輪郭部との間部分には、前記発光手段による光が透過しない
又は前記装飾表示部及び前記外周輪郭部より前記発光手段による光が透過し難い枠状に構
成された内側輪郭部（文字輪郭線３７２に対応した文字輪郭部３５２Ｂ，３６２Ｂ）が設
けられ、
　前記装飾表示部と前記外周輪郭部との間隔に相当する前記内側輪郭部の幅は、前記装飾
表示部の線幅以下に設定され、且つ、前記外周輪郭部の枠の線幅に対して太く設定されて
いることを特徴とする特徴Ｂ１又はＢ２記載の遊技機。
【０３２８】
　特徴Ｂ３記載の遊技機によれば、発光手段の発光により装飾表示部と外周輪郭部とが発
光する一方で、その間部分の内側輪郭部が相対的に暗くなるので、装飾表示部から離間し
て設けられる外周輪郭部が細幅であっても形状が認識し易い目立った態様とすることがで
きる。
【０３２９】
　また、内側輪郭部の幅は、装飾表示部の線幅以下に設定されているので装飾表示部の形
成領域を大きく確保することができ、また、外周輪郭部の枠の線幅に対しては太く設定さ
れているので、装飾表示部に設けた凹部による外周形状の変化部分が外周輪郭線によって
接続されてしまうことが抑制され、所定の表示対象の装飾効果が発揮され易いものとする
ことができる。
【０３３０】
　＜特徴Ｂ４＞
　前記装飾表示部には、前記凹部として、前記所定の表示対象の外周形状の一部に対して
略一定距離離間した内側位置にて前記所定の表示対象の外形に沿って略一定幅で連続し、
その連続する方向に沿った両端側部分が略円弧状に膨出して形成された線状溝部（線状溝
部３７６）と、該線状溝部より短い長さ範囲で前記線状溝部と前記所定の表示対象の外周
部分とを接続する接続部（輪郭接続部３７７）とが設けられていることを特徴とする特徴
Ｂ１からＢ３のいずれかに記載の遊技機。
【０３３１】
　特徴Ｂ４記載の遊技機によれば、接続部を通じて所定の表示対象の外周の内側に線状溝
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部が大きく形成されることとなり、表示対象の形状として斬新さが加えられて装飾効果の
高い対象表示面を形成することができる。また、線状溝部の長さより短い幅範囲で外周部
分と線状部とが接続部により接続され、この接続部に対して外側に外周輪郭部が位置して
、所定の表示対象の外周形状を補完する形となる。このため、装飾表示部により表現され
た所定の表示対象は、遊技者が識別し易いものとすることができる。
【０３３２】
　＜特徴Ｂ５＞
　前記装飾表示部及び前記外周輪郭部の裏面側には、前記装飾表示部及び前記外周輪郭部
を発光させる発光手段が設けられ、
　該発光手段は、前記外周輪郭部の裏面側における複数の箇所から前記装飾表示部の中央
側に向けて光を照射する複数の発光部（文字用ＬＥＤ３５６）と、当該複数の発光部によ
り照射された光を導光して装飾表示部及び前記外周輪郭部の前側に照射する導光部（導光
板３５３Ｂ，３６３Ｂ）とを有するものであることを特徴とする特徴とする特徴Ｂ１から
Ｂ４のいずれかに記載の遊技機。
【０３３３】
　特徴Ｂ５記載の遊技機によれば、装飾表示部と外周輪郭部とを同一の発光手段を利用し
て発光させることができるので、装飾表示部と外周輪郭部との近接した部分を同一の態様
で発光可能としつつ、発光手段を共通化して装飾表示部と外周輪郭部とを低コストで発光
させることができる。また、複数の発光部が外周輪郭部近くに設けられることで、外周輪
郭部の輝度を高く設定し易く、細幅の外周輪郭部であっても外周輪郭部の形状を認識し易
いものとすることができる。
【０３３４】
　＜特徴Ｂ６＞
　前記複数の発光部のうち少なくとも一部の発光部は、前記外周輪郭部の裏面側であって
前記凹部が設けられた部位に対応した外側位置に設けられていることを特徴とする特徴Ｂ
５記載の遊技機。
【０３３５】
　特徴Ｂ６記載の遊技機によれば、装飾表示部の凹部が設けられた部位に対応した外側位
置において外周輪郭部を高輝度で発光させることができる。よって、装飾表示部の凹部の
設定により識別し難くなった箇所の外周形状が外周輪郭部の中でも目立ち易く、所定の表
示対象を識別し易いものとすることができる。
【０３３６】
　＜特徴Ｃ群＞
　遊技機の一種として、例えば、スロットマシンにおいては、始動操作が行われることに
より入賞する役の抽選等、各種の抽選が制御装置により行われ、抽選結果に応じた停止図
柄が停止する。そして、この停止図柄に応じた特典が遊技者に付与されるため、遊技者は
高価値の抽選結果を期待して遊技を行うこととなる。始動操作が行われてから図柄が停止
するまでの間には、抽選結果に応じた色でリールの周りが発光したり、液晶表示装置に停
止図柄の内容に対応した絵柄を表示したりして遊技者に抽選結果を期待させる演出が行わ
れる。この演出の一部として静止状態の装飾体を発光させ、または、モータ等により動作
する動作部材によって構成される装飾体を遊技者から視認可能な位置に配置して、この動
作部材の動作を演出に付加することで遊技者を驚かせ、その後の結果に対する期待感を高
揚させる演出が行われている（例えば、特開２００８－１７３１６６号公報参照）。
【０３３７】
　しかしながら、設置領域及び製品コストが限られている中で、見栄えの良い装飾を遊技
機に付加することが難しいという問題点があった。
【０３３８】
　＜特徴Ｃ１＞
　裏側を透視可能な複数の視認部（視認窓４０６）が設けられ、前後方向に交差する一方
側を基端側として突出先端側に突出して設けられた前側装飾部（前側装飾部４０５）と、
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　該前側装飾部の裏面に対して後側に離間して設けられ、前記視認部を通じて前記前面側
から視認可能とされた後側装飾部（後側装飾部４０７）と、
　前記前側装飾部の一部を発光させるための発光手段とを備えた遊技機であって、
　前記前側装飾部には、前記視認部の隣に、又は前記視認部と離間した少なくとも１カ所
以上に設けられ、前記発光手段によって裏面側から光を入射して前面が発光可能とされた
透光性を有する発光装飾部（レンズ部４１２Ｂ）と、
　該発光装飾部及び前記視認部を囲う形状であって、前記視認部及び前記発光装飾部に比
して裏面側が視認困難に、又は裏面側が視認不能に構成された窓枠部（窓枠部４２１）と
が設けられ、
　前記発光手段は、前記前側装飾部の裏側における前記基端側において前記突出先端側に
一面が向けられた状態で前後方向に板面が連続して配置される発光基板（発光基板４３３
）と、
　該発光基板における前記突出先端側を向いた一面に搭載された発光体（装飾用ＬＥＤ４
１７）と、
　一端側が前記発光体に対面し、他端側が前記発光装飾部の裏面側に重なる位置まで連続
して形成された透光性を有する導光部（導光軸部４１３Ｃ）とを有し、
　該導光部は、前記視認部の裏面側を避けて、前記窓枠部及び前記発光装飾部の裏面側に
配置されていることを特徴とする遊技機。
【０３３９】
　特徴Ｃ１記載の遊技機によれば、設置領域及び製品コストが限られている中で、見栄え
の良い装飾を付加することが可能な遊技機を提供することができる。すなわち、前側装飾
部としての窓枠部と発光する発光装飾部との組合せによる装飾に加えて、視認部から後側
装飾部の一部が視認可能とされることで、枠状の部位及び発光する部位に対して奥側にず
れた位置に装飾部が視認可能とされた立体的な装飾を形成することができる。よって、前
面側から見て小さな領域内に一部が発光可能な立体的な装飾を形成することができる。
【０３４０】
　また、発光体が搭載された発光基板は、前側装飾部の基端側に設けられて前後方向に板
面が連続し、突出先端側を一面が向いて配置されるので、前側装飾部と後側装飾部との間
に発光基板を配置する必要が無い。このため、透明な基板を用いたり、複数個所を発光さ
せるために複数の基板を用いたりする必要がなく、立体的な装飾に対して低コストで前側
装飾部の一部を発光させることができる。
【０３４１】
　更に、導光部の連続した経路に沿って発光体の光が発光装飾部の裏面側に重なる位置ま
で導光されるので、発光体の発光に対応して発光装飾部を発光させることができる。この
場合において、導光部は、窓枠部及び発光装飾部の裏面側に配置されているので、導光部
の途中で光が漏れて導光部の周りが発光しても、窓枠部においては裏面側が視認困難又は
視認不能に構成されているため導光部の光漏れが目立たず、発光装飾部においては導光部
から漏れた光も考慮して設計しておくことで光漏れによる問題も生じ難い。よって、前側
装飾部と後側装飾部とによる立体的な装飾に対して見栄えの良い発光による装飾を付加す
ることができる。
【０３４２】
　＜特徴Ｃ２＞
　前記発光装飾部は、前面側視において外形略円形状に形成され、
　前記窓枠部は、前記発光装飾部の外周の一部であって前記発光装飾部の裏面側に位置す
る前記導光部が連続する側の外形に沿った円弧形状を含む外形とされ、
　前記窓枠部には、前記発光装飾部と前記視認部との双方を囲う部位であって、前記発光
装飾部の外形に対して前記基端側以外の方向側に前記視認部が連続した非円形状とされた
貫通部（貫通穴４１１Ａ）が設けられていることを特徴とする特徴Ｃ１記載の遊技機。
【０３４３】
　特徴Ｃ２記載の遊技機によれば、発光装飾部の外周の一部であって発光装飾部の裏面側
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に位置する導光部が連続する側の外形に沿った円弧形状を含む外形に窓枠部が形成されて
いるので、窓枠部の裏面側を経由して発光装飾部に連続する導光部からの光が窓枠部に遮
断され、導光部から前側装飾部の前側に光が漏れることを防止し、見栄えの低下を抑制す
ることができる。また、発光装飾部の外形とは異なる非円形状の貫通部が窓枠部に設けら
れるので、視認部と発光装飾部とが連続した装飾とすることで、発光装飾部に対応した単
調な窓枠部の形状とはならずにデザイン自由度の高い装飾を付すことができる。
【０３４４】
　＜特徴Ｃ３＞
　前記導光部は、前記前側装飾部の前記基端側から前記中央側に連続し、断面略円形で連
続して形成されると共に、前記発光装飾部の裏面側に近い側の端部において該裏面に近づ
く方向側に屈曲して形成され、
　該導光部の外面から光が出力されて前記後側装飾部の前面に照射されることを特徴とす
る特徴Ｃ１又はＣ２に記載の遊技機。
【０３４５】
　特徴Ｃ３記載の遊技機によれば、導光部の外面から出力した光が後側装飾部の前面に照
射され、後側装飾部の前面が発光する。このため、前側装飾部により視認性が低下した後
側装飾部に対してコスト増を抑えつつ見栄えを向上することができる。また、後側装飾部
の前面側から光を照射して前面全体を発光させることができ、遊技者の視線方向が変化し
ても視認部を通じて視認された部位を発光し易くすることができる。
【０３４６】
　＜特徴Ｃ４＞
　前記発光装飾部及び前記導光部は、前記発光基板の板面が連続する方向に沿って複数設
けられ、
　前記窓枠部の裏面側には、前後方向に厚みを有する板状であって隣り合う複数の導光部
を前記窓枠部の裏面側にて接続する導光接続部（導光接続部４１３Ｄ）が前記導光部と一
体成形により形成され、
　該導光接続部の一部が前記窓枠部の裏面側に固定されることにより前記導光部が取り付
けられていることを特徴とする特徴Ｃ１からＣ３のいずれかに記載の遊技機。
【０３４７】
　特徴Ｃ４記載の遊技機によれば、複数の導光部が導光接続部により接続されているため
、複数の導光部を一体的に取り扱うことができて、組み付け等の作業性を向上することが
できる。また、板状の導光接続部により後側装飾部の前面側を覆う領域が広範囲となり、
導光接続部から出力される光により後側装飾部に照射される光の照射範囲を拡張すること
ができ、後側装飾部に対する装飾効果も高めることができる。更に、導光接続部が窓枠部
の裏面側に固定されることにより導光部が取り付けられているので、前側装飾部と後側装
飾部との間部分に対して前側装飾部の突出端側から前側装飾部の裏面側が覗き込まれても
、導光接続部及び導光部の存在が視認し難く、低コストで見栄えの良い装飾表示を実現す
ることができる。
【０３４８】
　なお、特徴Ａ１～Ａ５、特徴Ｂ１～Ｂ６および特徴Ｃ１～Ｃ４に記載のいずれか１つの
特徴を他のいずれか又は複数の特徴に組み合わせて適用しても良い。以下には、上記した
各特徴を適用し得る遊技機の基本構成を示す。
【０３４９】
　パチンコ遊技機：遊技者が操作する操作手段と、その操作手段の操作に基づいて遊技球
を発射する遊技球発射手段と、その発射された遊技球を所定の遊技領域に導く球通路と、
遊技領域内に配置された各遊技部品とを備え、それら各遊技部品のうち所定の通過部を遊
技球が通過した場合に遊技者に特典を付与する遊技機。
【０３５０】
　スロットマシン等の回胴式遊技機：始動操作手段の操作に基づき周回体の回転を開始さ
せ、停止操作手段の操作に基づき周回体の回転を停止させ、その停止後の絵柄に応じて遊
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技者に特典を付与する遊技機。
【産業上の利用可能性】
【０３５１】
　以上のように、この発明は、スロットマシン等の遊技機に適している。
【符号の説明】
【０３５２】
　１０…スロットマシン、２２１…動作ユニット、２２７…駆動ユニット、２３１Ｃ…案
内溝部、３０１Ｌ，３０１Ｒ，３０２Ｌ，３０２Ｒ…扉体、３２１Ａ…案内突部、３３０
…文字表示面、３３１…平面部、３３２…前側突出部、３５２，３６２…透明カバー、３
５２Ａ，３６２Ａ…文字表示部、３５２Ｂ，３６２Ｂ…文字輪郭部、３５２Ｃ，３６２Ｃ
…外周輪郭部、３５３Ｂ，３６３Ｂ…導光板、３５４，３６４…発光基板、３５４Ａ，３
６４Ａ…内縁、３５６…文字用ＬＥＤ、３７４…装飾凹部、３７６…線状溝部、３７７…
輪郭接続部、４０６…視認窓、４０７…後側装飾部、４１２Ｂ…レンズ部、４１３Ｃ…導
光軸部、４１３Ｄ…導光接続部、４１７…装飾用ＬＥＤ、４２１…窓枠部、４３３…発光
基板、４５４…発光部、５０１…カバー体

【図１】 【図２】
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